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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ　Ｍｏｓ




第一話　ＹＥＡＨ！　めっちゃサマーホリディ


第二話　スポーツバッグに秘めたブツは──


第三話　美少女が美少女ゲームを作る


第四話　カミルレ＆ダニエルデロンダ


第五話　せしるＨｅａｒｔ


第六話　トロピカ～ル告白バト～ル
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エピローグ　ＴＲＵＥ　ＥＮＤ







　あとがき







　プロローグ Ｍｏｓ







　その日は朝から途と轍てつもない事が起こった。


　窓から射さし込む光に目を細め、俺が自室のベッドから起き上がろうとすると、床ゆかに変な物が置かれていた。


「……何だあれ？」


　壁かべ際ぎわに二つ、小麦色のばかでかい丸形クッションが立て掛かけられているのだった。


　丸形というより、正確には丸みを帯びたレンズ形で、サイズは普ふ通つうのクッションの二倍以上。こんな物を買った覚えはないのだが……と俺が寝ね癖ぐせだらけの頭をボリボリ搔かいていると、部屋の奥から澄すんだ声がした。


「やっと起きてくれたか、柊しゆう一いち君。待ちかねたぞっ！」


「わぁう！」驚おどろいた。


　全身鏡の前で身み嗜だしなみを整えつつスタンバイしている人がいた。嬉うれしげなキラキラ笑え顔がおで振ふり向き、俺めがけて高く跳とぶ。ぽふん、とベッドの上に着地して女の子座りした。


　間近で向かい合うと、甘い花の香かおりが漂ただよう。


「……ったく、今日は何の真ま似ねですか、せしる先せん輩ぱい。朝からそんな大だい胆たんな格好して」


「ウフフッ。大胆かつ挑ちよう発はつ的だろう？　思わずむしゃぶりつきたくなるだろう？」


「そこまでは言ってませェェェん！」


　俺こと日ひ野の柊一がベッドの上で向かい合っているのは一歳年上の幼おさな馴な染じみ、涼すず風かぜせしる先輩だ。サラサラしたみどりの黒くろ髪かみと、ぱっちりした二ふた重えの瞳ひとみが印象的な美少女。見た目は夢のように清せい楚そな大和やまと撫子なでしこだが、中身は変人で、天才で、おまけに変態でもある。


　変態──そう、今のせしる先輩の格好は普通ではないのだった。


　素す肌はだに直接エプロンをつけた、いわゆる裸はだかエプロンと呼ばれる状態で、くびれた腰こしとヒップラインが見えている。光こう沢たくを帯びた白い肌はだのあちこちが眩まばゆい朝の光に晒さらされていた。


　俺はポリッと頰ほおを搔き、微び妙みように目を逸そらして言う。


「……しかし珍めずらしいですね、緑色のエプロンなんて」


　新調したのだろうか？　先輩はモスグリーンのエプロンと、同色のキャップを被かぶり、ネクタイまで締しめているのだ。誘ゆう惑わくするには少々首を傾かしげるコーディネートに思えるが──


　否いな、それは大きなミスリード。俺は先輩の狙ねらいをまるで解わかっていなかった。


　不意に彼女は事務的にお辞じ儀ぎすると取り澄ました顔で、


「『いらっしゃいませ』」


　と、言った。


「『ご注文は何になさいますか？』」


　ポカンとしている俺に向け、先輩は隠かくし持っていたメニューを広げてみせる。


　そこには様々な料理の名が書かれていた。一番上にはスマイル０円とある。


　ハンバーガーショップ、と俺は汗あせをかきながら思った。


　せしる先輩はしばしば常人の予想を超こえる独創的なプレイを仕し掛かけてくる。本人曰いわく、俺を悦よろこばせるため──尽つくし系女子の健けな気げなスタンスだそうだが、今日のこれは差し詰ずめハンバーガーショップの店員ごっこだろう。道理で見覚えのあるモスグリーンだと思った。


「『ご注文は何になさいますか？』」先輩は小首を傾げて繰くり返す。「『わたしですか？　わたしですか？　それともわたし？』」


「何言ってんの!?」


　俺は慌あわててメニューから無難な物を捜さがした。よく見ると色々と不ふ穏おんな内容である。


　せしるモーニングセット、せしるハッピーセット、超ちようせしるバニラシェイク……。


「だったらスマイル一つで！」


「『かしこまりました』」


　せしる先輩は仔こ猫ねこのように目を細めて笑み──俺と戯たわむれている時だけ見せる最高の顔だ。まったく、何だか知らないが嬉しそうだな、と俺が不覚にも目を奪うばわれていると、その微妙な沈ちん黙もくが彼女の羞しゆう恥ち心しんを高めたようで、若じやつ干かんせわしなく業務に戻もどった。


「『お客様、本日はこちらのセットがお安くなっております』」


　細い指でメニューを差す。《せしる抱だき締めセット》と書かれていた。


「あー……。これってどんな内容なんすか？」俺は冷や汗を拭ぬぐって訊きいた。


「『こちらはですね、新しん鮮せんな涼風せしるを思い切り抱き締め、ぎゅっ、ぎゅっ。むぎゅぎゅぎゅっ！　そのまま柔やわらかなベッドに押し倒たおして頂き、ああーん……と楽しむセットとなっております』」


「最後どうなったんだ!?」


「『お持ち帰りですか？　それとも店内でお召めし上がりでしょうか？』」


「テイクアウトで……って、ここ俺の家だし！」


　ノリ突つっ込みしている場合じゃない。時計を見ると普ふ段だんの起き床しよう時間をとっくに過ぎており、早くしないと遅ち刻こくする。幼馴染同士のじゃれ合いはここまでだ。


「とりあえず先輩はそこで遊んでて。すぐ朝食の用意をするんで」


　俺はベッドから立ち上がったが、変態美少女は意外な方向から食い付いてきた。


「『お客様、お腹なかが空すいていらっしゃるのですね。でしたら《せしるバーガー》がお勧すすめでございます！』」


　いきなり先輩はベッドから飛び出し、壁かべに立て掛けられた二つの丸形クッションを手に取った。朝一番に目に入った巨きよ大だいな小麦色のあれだ。そして俺は震しん撼かんする──


　何と先輩は丸形クッションで自分を挟はさみ、コロンと俺の前にまろびでたのだ。


「『こちらが《せしるバーガー》になります』」


　可か憐れんにウインクした。


「『どうぞたっぷりと可愛かわいがり、お腹いっぱい召し上がってくださいませ』」


　俺は白目になり絶句していた。このために用意していたのか……！


　小麦色のクッションの上で四よつん這ばいになり、そのままペタンと潰つぶれた格好で顔だけ上げているせしる先輩。「してやったり」と言いたげな極ごく上じようの笑顔だ。亀かめの甲こう羅らさながら背中にもう一つのクッションを載のせ、得意げに俺の反応を窺うかがっている。はみ出た緑色のエプロンがレタスみたいに見えなくもない。


「……じゃ、俺は朝食の用意があるんで」


　俺は素っ気なく自室を出た。


　ええーっ、と背後から先輩の抗こう議ぎの声が聞こえるが、構わず階段を下りていく。いや、俺を喜ばせたいという気持ちは確かに伝わってくるのだが、あまり過か剰じように反応すると今以上に行こう為いがエスカレートしそうで怖こわいのだ。


「ちょっと待ってくれ、柊一君！　せっかく徹てつ夜やで考えた誘惑を……って、ふああっ!?」


　案の定せしる先輩は追ってきたが、慣れない裸エプロン姿が災わざわいしたのだろう。足を滑すべらせ、階段をごろごろと転げ落ちた。俺の中で瞬しゆん時じにモードが切り替かわり──


　物もの凄すごい速度で突とつ進しん。気づけば階段の途と中ちゆうで彼女を抱だき止めていた。


「大だい丈じよう夫ぶですか、せしる先輩っ！」


　最善の行動をしたつもりだが、階段のどこかで頭を打ったらしく、なかなか目を開かない。意識が混こん濁だくしているのか、先輩は妙みようなことを繰り返し呟つぶやいていた。


「Petiteペテイテ……[image: ]エト……accipietisアツキピエーテイス……pulsateプルサーテ……」


（何を言ってるんだ？）


　どこかで聞き覚えがある気もするが、解らない。俺はひたすら介かい抱ほうを続ける。


　やがて先輩は何事もなかったように目を覚ました。ケロリとした顔で俺の作った朝食をたいらげ、それから二人で病院に寄り、異状の有う無むを確かく認にんしてから登校するのだが。


　先輩が口走っていた謎なぞの言葉は、実は非常に重要なものだったと後に俺は気づく──
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　七月二十日。窓の外には抜ぬけるような青空と、間断なく響ひびく蟬せみ時雨しぐれ──


　そわそわした暑気に満ちた放課後の廊ろう下かを俺は足早に歩いていた。


　校内の各所で交かわされる生徒達の浮うわついた会話は今後の予定に関するものだ。聞く気は無くても自然と耳に入ってくる。


「聞いて聞いて！　うちは家族で沖おき縄なわ行くんだよっ」


「うらやましーっ！　あたしはずっとバイト三ざん昧まいだよぉ」


「何か欲ほしい物でもあんの？」


「夏の間に稼かせぎまくって、遊園地の年間パスポートを買う予定！」


「そっちも充じゆう分ぶん楽しそうじゃん！　こっちなんてひたすら塾じゆくの夏季講習だよ。先生が偏へん差さ値ちを二十アップさせる方法を教えてくれるってきかなくて」


「それはそれで超ちよう羨うらやましいかも!?」


　──玖く百ゆ合り学園高等学校は明日あしたから夏休みなのである。


　だが休みに突とつ入にゆうする前に俺にはやっておきたい事があった。今、生徒会室に向かっているのはそのためだ。


（詩し緒お里りとあの件を話したい──）


　同じクラスの水みず谷たに詩緒里は清せい廉れん潔けつ白ぱく、文武両道、完かん璧ぺき系美少女の呼び声も高い学園のアイドルだ。根が真ま面じ目めで志が高いため、無む償しようで生徒会の仕事を手伝っているのだが、その仕事ぶりがあまりに完璧なので既すでに次期生徒会長を確実視されている。そして俺とは些いささか特別な関係にあった。


　俺と詩緒里は恋れん愛あい勝負という密ひそかなデュエルをしている。


　皆みんなの前では華か麗れいな完璧ぶりを演じている詩緒里だが、実はウサギ跳びで悔くやしさを紛まぎらわせたり、水泳前は自宅の床でクロールの練習をしたりする、極きわめ付きの努力家なのだ。俺は偶ぐう然ぜんその事を知り、秘密を守ろうとする詩緒里に恋愛で勝負を申し込まれた。


　詩緒里が言うには恋愛は好きになった方が負け。だから彼女はあの手この手で俺を誘惑し、恋こいの奴ど隷れいに落とそうとしている。好きな相手なら秘密を暴ばく露ろするどころか逆に守ろうとする筈はずだからだ。


　そんな俺と彼女の恋愛勝負は、学校生活の水面下で密かに進行していたのだが──


　先の六月、想定外の要素が加わった。


　紫し音ね麻ま。


　正体不明のヤンデレ女を装よそおって接近してきた彼女は我が家に居座り、過激なアプローチで俺を悩なやませた。熾し烈れつな争いの末、どうにか追い払はらう事に成功したのだが、正体は何と詩緒里の実の妹、水谷紫音麻で──その動機は俺という男の見極めだ。水谷紫音麻は姉である詩緒里の事が心配で、俺の人間性を試ためしていたのである。


　と、それだけ聞くと麗うるわしき姉妹しまい愛。ある種の美談と言えなくもないのだが、一つだけ見過ごせない事があった。


　あの夜、紫音麻が去り際ぎわに放った台詞せりふ……。


　──わたし、あなたの事を本気で好きになっちゃったかも！


　そう言って紫音麻は俺の首筋に口付けし、キスマークを刻みつけたのである。


　俺はその日、詩緒里にもプールでキスされていたから、姉妹による左右の刻印だ。しばらく首の両側に絆ばん創そう膏こうを貼はる羽目になり、夜は度たび々たび変な夢を見た。


　あの姉妹が俺の何をどう思っているのか、真意を訊きたい。


（もう少し早めに動いておけば良かったんだが）


（デリケートな話題だしな……。チャンスが無かったんだ）


　詩緒里は出来の良い妹に昔からコンプレックスを持っていたという。その事を知っていた俺は気軽に訊たずねられず、おまけに期末試験やそれ用の勉強会が重なり、のびのびになってしまった。


　とは言え、明日から夏休み。生徒会も行事が終わって暇ひまだろうからじっくり話すには絶好のチャンスだと思い、俺は詩緒里の許もとに向かっていたのだった。


　生徒会室の前まで来ると丁度ドアが開いた。


　長身の男が出てきて、片かた眉まゆをピクリと持ち上げる。


「むっ、日ひ野のではないか」


「あ、剛ごう田ださん。今日も元気そうすね」


「任せとけ」


　俺の前で無意味に男らしく拳こぶしを握にぎっているのはこの学園の生徒会長、剛田隆りゆう介すけだ。獅し子しの如ごとき鬣たてがみをした筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの大男で、異名は《保身の鬼おに》である。


「……ところで今日は涼すず風かぜと一いつ緒しよじゃないのか？」剛田は辺りをキョロキョロ見回した。


「俺一人ですよ。せしる先せん輩ぱいは今日、掃そう除じ当番なんで」


「そ、そうか」


　剛田はホッとしたように息を吐はく。


　この人は見た目に似合わず先輩を大の苦手としており、それでいて隙すきあらば鼻を明かしてやろうと機会を窺っている小心者なのだ。姿勢にぶれがないので、何となく俺は嫌きらいになれずにいる。


　さておき、詩緒里はいるかと俺は訊いた。


「詩緒里？　ああ、水谷の事か」


　俺に会いに来たんじゃなかったんだな、と剛田は呟いて少し淋さびしげな顔をした。


「水谷は今日はまだ顔を出していないな……。とは言え、日野。お前と彼女は同じクラスだろう。用があるなら教室で伝えておけば良かったのではないか？」


「そうなんですけどね。アイツ、帰りのＨＲが終わったらすぐ教室を出て行っちゃって」


　話す機会がなかったのはそのせいもある。最近の詩緒里の態度はどこか前と違ちがうのだ。


（水泳バトルロイヤルの後からなんだよな……）


　先月行われた水泳勝負で詩緒里は見事に優勝し、高こう揚ようのあまり俺に抱きついて入学以来二度目のキスをしたのだが──その後どうも様子がおかしい。


　翌日学校で声をかけると、詩緒里はサッと赤くなり、顔を逸そらしてどこかに行ってしまう。授業が始まる寸前にそそくさと戻ってきて、あからさまに「話しかけないで！」と言いたげなのだ。席が隣となりだから首を横に向ければ詩緒里の顔が目に入るのだが、俺の視線に反応せず──いや、彼女の細い肩かたは僅わずかに震ふるえ、横顔は目に見えて強こわ張ばっているから気づいていない訳ではないのだろうが、いずれにせよ解げせない態度だ。


　何を怒おこっているのか？　或あるいは他ほかの感情の発はつ露ろか？


　その辺も含ふくめて訊ききたいのだった。


「時に日野。お前、夏休みはどう過ごすんだ？」


　不意に訊ねられて俺ははっと我に返る。考えに浸ひたりすぎていた。


「もしも予定が無かったらでいいんだが……コホン。一緒にプールにでも行かんか？」


「はい？　プール？」剛田の意外な申し出に俺はキョトンとした。


「実は行ってみたい所があってな……。アクアドリーム瀧たき川がわというのだが、改装工事が終わって最近リニューアルオープンしたらしい。相当でかいらしいぞ？　良かったら、その、俺と二人で泳ぎにだな……」


　何な故ぜか頰ほおを赤く染める剛田に俺は笑って手を振ふった。


「気持ちは有り難がたいですがやめときますよ。あそこにはもう何度も行ってるんで」


「何だと!?」


　剛田は眉を八の字にした。


「そうなのか、だったら仕方無い……。いや、俺は別にがっかりしている訳ではないぞ。断じてがっかりなどしていないんだからな」


　何をツンデレみたいな事を言っているんだこの人は、と俺がジト目をしていると、突とつ然ぜん生徒会室のドアが開いた。


「いいですねー！　僕もあそこのプールには行ってみたかったんですよ」


　部屋から出てきたのは二年の藤ふじ枝えだ潤じゆん平ぺいだった。二つ名は《褐色の貴公子エグザイル》……というのは一部の者による冗じよう談だんだが、少し癖くせ毛げで日に焼けた、遊んでる感じの生徒会副会長だ。


「剛田会長、僕で良ければお供しますが？」藤枝は爽さわやかに笑えんで言う。


「う、うむ……。どうしたものか」


　困ったように俯うつむく剛田に、妙に強気な笑顔を近づける藤枝潤平。何だろう。この二人は生徒会の保守派と穏おん健けん派という事で立場的には対立している筈なのだが──


　やはり高校二年ともなれば大人。務めを離はなれれば普ふ通つうに仲が良かったりするのだろう。


　邪じや魔まをするのは野や暮ぼだと思い、俺はクルリと踵きびすを返した。


「じゃ、俺はこの辺で」


「有意義な休きゆう暇かをお過ごしください、日野柊しゆう一いち君」


「……日野、また新学期に会おう！」


　剛田と藤枝に手を振られ、俺は生徒会室を後にした。





　　　　２




　詩緒里を捜さがして引き続き校内をぶらつく。


　廊下の角を曲がった所で同じクラスの吉よし村むらと鉢はち合あわせした。


「よう、年中モテキ男！　どこ行くんだ？」


「その呼び方はよせ。別にどこという訳じゃないんだが……吉村は今帰りか？」


「おうよ。暇なら昇しよう降こう口まで一緒に行こーぜ」


　吉村は俺の昔からの友人で、短たん髪ぱつの似合う爽やかな男子だ。益やく体たいもない世間話をしながら二人で廊下を歩いていく。


「いやー、それにしてもあっという間の一学期だったな。お互たがい無事に夏休みを迎むかえられて何よりだっ」


「確かに。……試験やばかったからな」


「ははは、柊一のおかげだよ。あん時はサンキュー」


「いーんだよ」


　俺は思い出す──


　玖百合学園高等学校では七月五日から三日間、期末試験が行われる。普ふ段だんの俺はごく平均的な成績でパスするのだが、今回は吉村に勉強を教えてくれと泣きつかれた。


　赤点を取ると補習に出なければならないらしい。吉村は既に大事な予定を入れているようで、夏休みを心待ちにしているのだ。長い付き合いだし見捨てる訳にもいかない。


　で、俺は放課後ちまちまと勉強を教え、吉村は何とか試験をパスしたのだが──そこに少々油断があった。肝かん心じんの俺自身の勉強が疎おろそかになっていたのだ。


　おかげで結果は赤点すれすれ……。


　常に学年成績首位の詩緒里に微び妙みように冷たい視線を投げかけられてしまった……。


　ちなみにせしる先輩の成績は十一番だ。


　天才せしるが何故トップじゃないのか？


　そう訝いぶかしむ生徒もちらほらいるようだが、先輩は高校入学以来ずっとこの順位だ。要は狙ねらってやっている。知る人ぞ知る《せしる伝説》──先輩は試験前に自分の順位を密ひそかに予告するのだ。


　以前、俺は一度訊いた事がある。何で十一番なんですか？　彼女は答えた。


「ふんふん、だって似ているじゃないか。十一と柊一って！」


　こけそうになった。


「そ、そんな事のためにっ？」


「わたしにとっては重要な事なのだよ、柊一君。風紀に目を光らせているしおりん君のような者もいるし、それでなくても公然と愛のメッセージをアピールする場は希少だからね。つまりこれは露ろ出しゆつプレイの一種なのだ！　とは言え、何故露出は興奮を高めるのだろう？　それはやはり恥はずかしさが最大の要因と思われる──」


　変な事を言い始めた。


「禁じられた事をする時、社会的なタブーを破る時に人は羞しゆう恥ち心しんを抱いだく。それは快感と裏表の関係なのだ。いけない事だと知っているのに、とても恥ずかしいのに、愛する人のためならこんな大だい胆たんな事もしてしまうわたし……。あああああ！　わたしの中の女が目覚めていくぅ！」


　先輩はくねくねと身み悶もだえしていたが、やがてハッと我に返って黒くろ髪かみを搔かき上げた。


「とまあ、そのような心理的機構だろう。試験では卒業までずっと『柊一番』を取り続けるつもりだよ」


「そ、そうですか……」


　いつもながらの変態発言に圧あつ倒とうされた。先輩は上うわ目め遣づかいでそっと俺の顔を覗のぞき込み、


「もしかして、ドン引きさせてしまっただろうか？」


「……いや、もう慣れてるんで。試験で十一番を取る事で迷めい惑わくする人もいないでしょうし、好きにやればいいんじゃないですか」


「ウフフッ！　柊一君は優やさしいなっ」先輩は嬉うれしげに目を細めた。


「ところで毎回十一番って、具体的にはどうやってるんですか？　試験の結果は相対順位だし、普通コントロールできないように思うんですが」


「ふんふん、《フェルミ推定》を使えば簡単にできるよ」


「えー、と……？」


　フェルミ推定とは科学者が思考訓練に解く設問で、先輩によればこのようなものだ。


「世界に犬は何匹びきいる？」「五年後のアジアの総人口は？」「日本に帽ぼう子しは全部で何個あるだろう？」


　そういった摑つかみ所に乏とぼしい問題をあくまでもロジカルに概がい算さんする。


　例えば「日本に帽子は全部で何個ある？」という問題なら、日本の総人口×帽子の所有確率×個人ごとの所有数で大まかに求められるという。


　精度の高い計算をするには、具体的かつ詳しよう細さいなパラメータを想定する事だ。


　十歳未満の男子が帽子を所有する確率は七十パーセント、一人ごとに二個持っている等と想定し、では十代の男子は……二十代の男子は……三十代の男子は……と順次詳細なパラメータを決めていく。女子についても同様だ。


　各おの々おのの年代の人口にその式を掛かけ算ざんして、出てきた答えを合計すれば日本にある帽子の合計数が求められるという。


　そして天才せしるが本気でパラメータを作りにかかれば、その精度は《超ちようフェルミ推定》というべきものと化す。一年生の中で学力が高い者を仔し細さいに定量分ぶん析せきおよび定性分析すれば、何点を取れば十一番を取れるのか、ほぼ百パーセント正しく算出できるのだそうだ。


　俺は思わずジト目になる。……訳が解わからん。


「まさしく才能の無む駄だ遣づかいですね」


「ウフフッ！　愛だよ、愛っ」





　と、そんな回想をしているうちに昇降口に辿たどり着いた。


　吉村はホクホク顔で靴くつ箱ばこを開け、持ち帰り用の袋ふくろに上うわ履ばきを入れる。


「ほんと楽しみだぜ。明日あしたから楽しい夏休みぃ」


　吉村の嬉き々きとした様を見ているうちに俺はふと思い出した。こいつが試験を頑がん張ばったのは夏休みの補習を免まぬがれるためだ。どんな予定があるのだろう。


「なあ吉村。そんなにウキウキしちゃって、夏休みは一体どこに行くんだ？」


「ははは、夏と言えば決まってるだろ」


　海とか？　だとすれば沖おき縄なわとか……或いは豪ごう華かにハワイ旅行等だろうか？


　吉村は夏風みたいな清すが々すがしい笑みを浮うかべて振り返ると、


「同人誌即そく売ばい会かい」


　と、言った。


「……ちょっと待てェェェ！」


　帰ろうとする吉村の背中に俺は手を伸のばした。


「何だよ！　南の島でバカンスとか、そういうのじゃないのか！」


「へ？　何で南の島なの？」


「……いや、俺が勝手に思い込んでただけなんだけど」


「夏はやっぱこれだろ。いやー、マジで楽しみ！　俺、欲ほしい同人誌がいっぱいあるんだよ。どのサークルから回ろっかなー。あっ、ゲーム系も忘れちゃいけないよな！」


「ゲーム？」俺は目を瞬しばたたく。「同人誌即売会でゲームも売ってるのか？」


「ああ、いわゆる同人ゲームってやつな。面おも白しろいぜ。手作り感っていうか、メーカーの作品には無い斬ざん新しんなセンスが感じられて、ハマると癖くせになる。パズルゲーとかノベルゲーとか……弾だん幕まく系シューティングもいいね！　最近のはどれもクオリティが高くてやり応ごたえがあるんだよ。制作者を身近に感じられるのもまた良し！」


「ふうん」


　突とつ如じよ熱く語り出した吉村に俺は面めん食くらっていたが、趣しゆ味みというのは人それぞれだ。


「同人ゲームか。そういうのも悪くないな」


　と、俺が呟つぶやいた時である。


「成なる程ほど！　それは実に良い考えだぞ！」


　いきなり背後で声がして、振ふり返ればせしる先せん輩ぱいがいた。


　細い腰こしに両手を当てて、知的な瞳ひとみをキラキラさせつつ胸を張っている。引っ張られた夏服の白いブラウスに不自然な皺しわが寄り、今にも弾はじけ飛びそうだ。気合充じゆう分ぶん……。それだけに嫌いやな予感がするぞ、と俺が思った瞬しゆん間かん、先輩は黒髪を元気良く搔き上げて言った。


「決めたぞ柊一君！　わたしはこの夏、ゲームを作るっ！」


「……はい？」


「ハーレム団の皆みんなで、同人ゲームを作るのだよ！」
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　ハーレム団──


　それはせしる先輩が学園中の美少女、美少年、美幼女を集め、キャッキャウフフと侍はべらせる事を目的に起たち上げた部活だ。部員を百人集め、最終的にはハーレム高校として独立したいと言っている。


　と、それだけ聞くとＰＴＡに叱しかられそうな言語道断のコンセプトだが、せしる先輩の嗜し好こうは見た目の美だけに留とどまらず、美しい行こう為いにも及およぶ。要は人助けのような美徳的行為にも価値を見み出いだし、しばしば迷える者の相談に乗ってあげているのだ。解決の仕方が奇き抜ばつだから畏い怖ふされてもいるが……感謝する者は感謝して、仲間に加わりたいと言う。そうやって着々と勢力を拡大しているのだ。


　ハーレム団の現在のメンバーは五名。今不在の変態三兄弟を含ふくめれば総勢八名だ。


　普段は部室で駄だ弁べったり、お菓か子しを食べたりして遊んでいるのだが──


　本日はメンバー全員、キョトンとした顔である。


　ここはハーレム団の部室、通つう称しよう『愛の城』。……名前はアホだが、ぱっと見は普ふ通つうだ。


　窓まど際ぎわに机を向かい合わせに並べ、そこに人数分のティーカップと各種ケーキが載のせられている。お茶会でもしているようだが、この部屋は常時こんな風だ。


　先程昇降口でゲームを作ると宣言したせしる先輩は、俺を部室に連れてくると、皆の前で同じ事をもう一度言ってのけた。その唐とう突とつな提案に全員呆あつ気けに取られ、無言で目をパチクリさせていたのだった。


「……ホラ、いつまでもぽけっとしてないでさ」


　何とか言いなよ、と俺が肘ひじで突つつくと、あんぐり口を開けていたかへらへが我に返った。


「ふひゃー！　ゲームを作るのかー」


　大おお仰ぎように万ばん歳ざいしながら言う。


「よく解んないけど楽しそうだね、にひひひひっ！」


「お前、本当によく解ってないだろ……」


「そんな事ないよ柊一君。わたし、これでも意外と作れるんだよー？」


「噓うそ？　マジで？」


「ゼリーとか！」


「……やっぱ解ってないだろうが！」


「砂糖とゼラチンと牛乳を混ぜてー、温めたオーブンで三十分焼いてー」


「説明しなくていいよ！　て言うか、それは本当にゼリーのレシピか!?」


「ちぎゃ……痛っ？」


「嚙かんだ！」


　しかも、違ちがうって言おうとした。


　俺の眼前で舌を押さえて悶もん絶ぜつしているのは愛あい須す＝カフェ・ラ・テ＝美み香か子こという日にち伊いクォーターの女の子だ。滑かつ舌ぜつが悪くて自分の名前を上う手まく発音できないので、渾あだ名なはかへらへ。楽がく譜ふが読めず楽器も弾ひけないが、頭は相当パンクなバンドガールである。


「同人ゲームですか……」


　かへらへの背中を擦さすりながらみつけちゃんが言う。


「ゲームの作り方は知らないですけど、皆で何かをするのっていいですよね。ボクも凄すごく興味あります！」


　この人は浅あさ笠かさみつけといい、華きや奢しやで可か憐れんで貞てい淑しゆくで、校内の嫁よめにしたいランキングで何な故ぜか常に上位に食い込んでくる男の娘こだ。一いつ緒しよにいると癒いやされるタイプ。部室で常にメイド服を着ているのはコスプレが趣味だからで、自分で服を作ったりもするらしい。


「確かにみつけちゃんはそういうのが好きそうだもんな」俺が言うと、


「はい、大好きですっ！」


　不意にみつけちゃんは顔を赤らめた。


「や、やだ。好きって、その……。い、今のは只ただ、物作りが好きだって言っただけですよ？　こんなに大勢がいる前で柊一さんに告白した訳じゃ……。ほ、ほんとなんですからっ」


　ボク、紅茶のおかわりを用意してきますっ！


　立ち上がり、慌あわただしく部室の奥に駆かけていくみつけちゃん。紅茶はまだ充分カップに入っているのだが──


　本当に甲か斐い甲が斐いしく働く人だ。男子達が嫁にしたいと熱望するのも頷うなずける。


「苺いちご、お前はどうなんだ？」


　俺は斜ななめ前の席でショートケーキをもむもむ頰ほお張ばっている少女に話を振った。


「かへらへもみつけちゃんも賛成みたいだけど、お前は夏休みに予定とか無いのか？　同人ゲームを作りたいか？」


　こくん。


「反応、薄うすっ！」


　無言で頷いたのはケーキを頰張り過ぎて声を出せなかったせいらしい。間もなく苺は口の中の物をこぷんと呑のみ込み、


「……作ってみたい」


　と、声に出して言った。


「だって、そういうの楽しそう。かへらへさんがゼリーを作るなら、わたしはクラッカーにサワークリームを挟はさんだ物をご馳ち走そうしたい。森のパーティみたいでウキウキする」


「ウキウキする……けど、それ明らかにゲームと関係なくね!?」


「ふふ、楽しみ！」


　俺の突っ込みを夢見がちな微び笑しようでスルーしたこの人は、瀧川苺という森ガールだ。


　ふわふわウェイブの髪かみにクローバーのヘアピンが印象的。甘くて壊こわれやすい砂糖菓が子しみたいな幼女に見えるが、実はデジガジェ好きで、内に秘ひめたガッツも只ならぬ物がある。


　ともあれ、これで全部員の同意が取れた。今いま更さら俺が異を唱えても何ともならないだろうから、彼女達が変な事をしでかさないよう、火消し役として付き合う必要がある。


　……夏休みを返上して。


「まあ仕方無いよな。とは言え、何だって突とつ然ぜん同人ゲームなんです？」


　俺は頭をボリボリ搔かきつつ気になっていた事を訊きいた。


「先輩、そういうのは得意でしょう？　普通に一人で作れるんじゃないですか？」


「うん」


「凄いあっさり返された！　じゃあ何故!?」


「ふっふっ。柊一君、君ともあろう人が重要な事を忘れているよ。我々は高校生で、明日から夏休み──そしてこれは青春ラブコメじゃないか！　青春には愛と友情が不可欠だ。わたしはね、皆で協力して一つの物を作り上げる事に意味があると思うのだ！」


　うおっ、と俺は思う。妙みように良い台詞せりふを返された。


「……正論ですね」


　考えてみれば、高校一年の夏は一度しか無く──先輩は変態だが凄く純じゆん粋すいな一面もあるから、きっと思い出作りをしたいのだろう。部員同士の友情を深めたいに違いない。


「ふんふん。では決まりだなっ！」


　せしる先輩はうっとり笑え顔がおで、艶つやのある黒髪にサラリと指を絡からめた。


「皆で作れば、それは皆の個性をアピールする事にも繫つながる。この夏は我々ハーレム団の魅み力りよくを知らしめるゲームを作るぞ。そして新学期が始まったら、そのゲームを配布して新たな部員を勧かん誘ゆうするのだ！　どうだね柊一君。割と秀しゆう逸いつな計画じゃないか？」


「あー……」


　成程、と俺は頰ほおを搔いて思う。打算的な動機もしっかりあったようだ。


「そうだ」


　と、不意に苺が小さな両手をぽむっと打ち合わせた。


「皆で合宿するのはどう？　うちの別べつ荘そうで」


「合宿？」とせしる先輩。


「別荘？」とかへらへ。


「うちの？」とティーポットを持って戻もどってきたみつけちゃん。


　苺は可愛らしいドヤ顔になり、こくりと頷いてみせた。


「わたしのうち、湘しよう南なんに別荘があるの。どうせなら泊とまりがけでやった方が捗はかどると思う」


　意外な申し出に、わっと皆が色めき立つ。


　苺曰いわく、瀧川グループはプールだけでなく、フィットネスやマリンスポーツ関係の施し設せつも多々運営──何気に手広く商売しているのだ。湘南には瀧川系列のレンタルボートクラブがあり、苺を溺でき愛あいする父親は別荘に行きがてら、娘の写真をステッカー代わりにでかでかとプリントした特製クルーザーを見せてくれた事もあったという。


　……痛いた車しやならぬ痛いた船せんってやつか！


　俺は苺をジロリと見直し、静かに息を吐はいた。


「まあ、お父さんにとっては可愛かわいい娘だからな……」


　特に意味も無くそう言うと、


「……可愛い!?」


　苺はボッと赤くなる。それに連動して脇わきに置かれたピクニックバスケットの蓋ふたが開き、


「うわあ！」


　バサッバサッバサッバサッ！


　中から真っ白な伝でん書しよ鳩ばとが飛び出してきた。


「いきなり出すなよ、ドキッとするだろ！」


「ドキッとさせたのはそっちでしょ！」


　……何故だ!?


　ともあれ、俺達の頭上を勢い良く周回しているこの鳩は苺の愛鳥サブレといい、飼い主の感情を敏びん感かんに察知できる──かどうかは知らないが、忘れた頃ころに時折出てくるのだ。ダイナミックな羽ばたきを披ひ露ろうし、嬉き々きとしたムードに拍はく車しやをかけまくっている。


「クルックー」


「いい飛びっぷりですねえ」みつけちゃんが目を細める。


「いい飛びだー」とかへらへ。


「今日も実にいい飛びだなあ」


　せしる先せん輩ぱいも満足げに頷いている。……いや、何かの品評会じゃないんだから。


「皆みんなで合宿行きを決めた矢先に飛び出した白い鳩。全くもって幸さい先さきが良いぞ！」


　俺達の夏の予定は既すでに決まってしまったらしい。一体どうなる事やら。
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　そんなこんなで本日の部活は終しゆう了りようした。


　校門前で皆と別れ、俺と先輩は二人で駅へ向かう。


「ウフフッ。帰ったら早さつ速そく合宿の準備をしなければな。楽しみだぞ！」


「良かったですねー」


　と、俺は言ったが、どうやら聞こえていなさそうだ。それくらいせしる先輩はご機き嫌げんだった。嬉うれしそうにハミングしつつ、俺の少し前を弾はずむ足取りで歩いている。


　その後ろ姿は透とう明めい感かんに溢あふれ、制服のブラウスも健康的な二の腕うでも美び脚きやくも、どこもかしこも真っ白く、そのまま夏の眩まばゆい光の中に溶とけていきそうだ。鴉からすの濡ぬれ羽ば色いろの長い髪がツヤツヤと燦きらめき、スキップする度たびに無む邪じや気きに跳はねている。とても微笑ほほえましい。


　と、その時だ。突とつ如じよいたずらな夏風が吹ふき、


「キャッ！」


　先輩のスカートが捲めくれ上がった。サッと布地を押さえ、慌てて俺を振ふり返ったその顔は仄ほのかに赤い。


「……見たかね？」


「大だい丈じよう夫ぶ。何も見えてませんよ」俺は微び笑しようを浮うかべて答えた。


　噓だ。本当はチラリと見えたが──俺は笑顔を崩くずさない。


　先輩はスカートの前を押さえたから、必然的に後ろは無防備だ。白はく桃とうみたいなヒップと縞しまパンが一いつ瞬しゆん見え、正直目に灼やき付いた気がするが、あんなに恥はずかしがっているのだから見えなかった事にしてあげたい。


　彼女は自他共に認める変態美少女だが、意外と普ふ通つうな面もある。今のは偶たまに見せる素すの反応だ。恐おそらく日ひ頃ごろの変態行こう為いは天才ならではの思考が働き過ぎた結果なのだろう。心構えの無いこういった咄とつ嗟さの時は、意外と普通の女の子みたいに反応する。


（実際、俺にとっては普通の……）


　なんて思っていると、不意に先輩は俯うつむいた。キュッと悔くやしげに桃もも色いろの唇くちびるを嚙んでいる。


「どうしたんです？　舌でも嚙みました？」不思議に思って俺が近づいていくと、


「不覚だ」ボソッ。


「えっ？」


「わたしともあろう者がスカートを押さえてしまうだなんて……。いかんいかん、これは大いなる失態だよ、柊一君！」
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　大きく両手を広げ、大おお真ま面じ目めな顔で訴うつたえる。


「愛する者には己おのれの全すべてを晒さらし、女によ体たいのあらゆる箇か所しよを好き放題見てもらっても良い筈はずじゃないか！　風でスカートが捲れそうになったら、むしろ両りよう腕うでを上げて腰こしを淫みだらにくねらせ、艶なまめかしい嬌きよう声せいをあげるべきじゃないか！　なのにあんな反応をしてしまうとは……。くっ！　わたしもまだまだ女として未熟らしい！」


　……また変な事を言い始めたなー、と俺は汗あせをかいて思う。夏の太陽のせいかな。


「柊一君っ。罰ばつとして、わたしにお仕置きしてくれ！」


「お仕置きっ？　何の？」


「決まってるじゃないか。わたしは君のための変態なんだ！　女として当然のチラリズムを披露しなかった罰だよ。このいけないスカートを荒あら々あらしく捲り、どんなショーツをつけているのか確かく認にんしてほしい！　さあ今すぐ！　黒かな、白かな、或あるいはノーパンかな？」


　チ、チラリズムが何だって……？


　突つっ込みどころが多過ぎて言葉に詰つまる。


　だが彼女の顔は真しん剣けんも真剣。これは変態の沽こ券けんに関かかわる事だから、と俺に懇こん願がんするのだ。


「頼たのむ、柊一君っ！」


「いや、そう言われても……困りますよ、せしる先輩」


「お願いだ！」


　とは言え、クソッ。おねだりするような彼女の上うわ目め遣づかいは反則気味に可愛い。長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた瞳ひとみは微かすかに潤うるみ、こんな変態的な頼みでなければ一も二もなく聞いている。


「ああ、そうか！　もっと淫いん靡びにお願いしなければ駄だ目めなのだね？　ならば……」


「うわ、ちょっと！　やめて下さいよ、せしる先輩っ!?」


　彼女は組んだ両腕を高く上げ、悩なやましげに細ほそ腰ごしをくねらせ始めた。


「ウフーン……アハーン……」


　ちょっとだけよぉ、と甘い声をあげるせしる先輩。往来で制服姿の一見清純な女子高生が肢し体たいを揺ゆらして男を誘さそう。……色んな意味でいけない事だ。ここは人通りの少ない道だが無人ではなく、行き交かう男達の視線は彼女に釘くぎ付づけだ。囁ささやき声が聞こえてくる。





　あの兄ちゃん、あんな清せい楚そな娘こに何て事やらせてんだよ！


　路上で無理やり……？


　だろうな。微び妙みように遊んでそうな男だもん。


　変態青年って奴やつだろうな。お堅かたい彼女を俺色に染めようとしてるんじゃね？


　今の高校生凄すごいな！





　いや、凄いのは俺ではないのだが……まあいい。俺は他人に何を言われても気にしない性格だ。だが、せしる先輩のこんな姿を周りの人に見られたくない。


（ったく、仕方無い……）


　俺は両手をパシンと打ち合わせ、「すみません、実はさっき見えましたっ！」


「え？」


　目を瞬しばたたくせしる先輩に俺は経けい緯いを説明する。慌あわてて押さえたスカートの後ろが実はがら空きだった事──こういう時は素す直なおに謝った方が早いのだ。誤ご魔ま化かす方が面めん倒どう臭くさい。


　俺の釈しやく明めいが終わると、せしる先輩は何故か頰を上気させ、うっとりした眼まな差ざしを向けてきた。艶つやっぽい黒髪を女の子らしく搔き上げ、すらりとした脚あしをモジモジさせる。


「な、何すか一体？」意外な反応に俺は戸と惑まどう。


「柊一君、やはり君は素敵な男だ……。さりげなく気を遣つかい、いつもわたしに花を持たせてくれる。自分は悪くないのに謝ってもくれる。そんな男は滅めつ多たにいない。大人だよ」


　何をまた妙みような事を言い始めるのか、と俺は思う。


「心から感じる。わたしは実に良い幼おさな馴な染じみを持った。柊一君は女を魅み了りようしてやまない胸キュンの巨きよ匠しよう──まさしく愛の狩人かりゆうどだ！」


「はいはい」いつもの変態発言が始まったらしい。


「女殺しとは君のような人物を指すのだろう。華か麗れいに女を乗りこなす恋こいの軽かる業わざ師しだ！」


「はいはい」


「だから最後に撫なで撫でしてほしい」


「はい……？」


　何が、だから、なのか理解できなかった。意図を訊たずねるとこんな風に言われる。


「ウフフッ！　せっかくだから良いじゃないか。気分を出して踊おどったら躰からだの疼うずきが止まらなくなってしまったのだよ。火ほ照てりを冷ましてほしいんだ。ほーら、撫でこ撫でこっ！」


　先輩はニュッと頭を突き出し、澄すんだ甘い香かおりが俺の鼻をくすぐる。髪かみがツヤツヤしていて頭頂部はさながら特大の黒真しん珠じゆだ。


「ったく、仕方無いですねー……」


　何だかよく解わからないが、俺は先輩の頭に手を置き、真珠を磨みがくように優やさしく撫でる。


「どうです。これでいいんですか？」


「あ、ああ……。凄くいい」


　柊一君の頭ぽんぽんはやはり至福の一ひと時ときだぞ、なんて色めいた声で呟つぶやき、先輩は陶とう然ぜんと目を瞑つぶる。大げさだな、と俺は思うが、そんな彼女の顔を見ているのは嫌きらいじゃない。


　気持ちいい。凄く気持ちいいぞ、と先輩は譫うわ言ごとのように何度も繰くり返した。


　ここは人通りの少ない道だが無人ではなく、偶に通りかかる主婦達の視線は俺達に釘付けだ。囁き声が聞こえてくる。





　あの二人、仲良いわねー。初うい々ういしいわあ。


　何だか青春時代を思い出しちゃう。


　ワタシもあの頃は純じゆん粋すいだったわよ。うちの亭てい主しゆも若くて情熱的で。なのに最近はずっとご無ぶ沙さ汰た……って、何言わせんのよ、やあねえ！


　あんな若くて肌はだツルツルの男の子とデートしてみたいわ。


　ホントホント。男の若い精気を胸いっぱい吸い込みたい！





　……俺は他人に何を言われても気にしない性格だ。買い物帰りの主婦達の熱い視線を浴びながら、ツヤツヤの黒髪を一心不乱に撫で続けた。





　やがてせしる先輩は満足し、俺達は再び駅へ向かって歩き始めた。


　と、並木道の脇わきに見覚えのある黒いセダンが停車している。


　傍そばまで行くとドアが開き、髪が中ちゆう途と半はん端ぱに長いスーツ姿の男が出てきて手を上げた。


「やあ二人とも。ドアミラーでずっと見ていたよ。相変わらずの熱々ぶりだね」


「どうも糸いと川かわさん。って、誰だれが熱々ですか！」


「はは、別に照れなくても」


「俺は照れちゃいません」


　突とつ然ぜん現れて妙な事を言ったこの人は糸川斑まだらといい、警視庁捜そう査さ九課の刑けい事じだ。


　年ねん齢れいは二十代後半。いかにも優やさ男おとこ風でそんな風には見えないが、一応Ｔ大卒のキャリアらしい。ひょんな事から左さ遷せんされ、今は《特異技術犯罪係》という、公おおやけには存在しない部署で日々奮ふん闘とうしている苦労人でもある。せしる先輩の父親と大の親友なので、厄やつ介かいな事件に遭そう遇ぐうする度たびに天才少女の助言をもらいに来るのだが──


　そういう時、先輩は微かに物もの憂うげな顔をする。


　事件の謎なぞを解くのは容易だろうし、人助けも好きな先輩だが、特とく殊しゆテクノロジーが関かかわる悪意的犯罪に関わると、自分が異い端たんの存在だと思わされるからだろう……。


　俺は先輩の前に進み出て、代わりに訊きいた。


「また怪あやしい技術絡がらみの事件が起きたんですか？」


「いや、今日はそういうのじゃなくてね」


　警告しに来たんだ、と糸川刑事は言う。


「実は、ある大規模なテロ組織がせしる君に接せつ触しよくしようとしているという垂れ込みがあった。事件性が無いからまだ動く訳にはいかないが、信しん頼らいできる筋からの情報だ」


「テロ組織？」俺は思わずポカンとした。


「ふんふん、これはまた青春ラブコメにそぐわない単語が飛び出てきたね！」


　確かに！


　とは言え、それはせしる先せん輩ぱいに付きまとう、やむを得ない事情なのだ。


　先輩は俺の前では只ただの変態美少女だが、世界に十二人存在する《エイリアンブレイン》の一人でもある。高度神経系特質者──生まれつき中ちゆう枢すう神経系が異常に発達しており、その代だい償しようとして変態なのだ。うまい話には裏があるとはまさにこの事だ。


　神経系特質者は天から贈おくり物を貰もらったという意味で《ギフテッド》と呼ばれる事が多く、更さらに高度な特質を持つ《エイリアンブレイン》は贈り物をする者だとされる。


　クレアティオ・エクス・ニヒロ（Creatio ex nihilo）──無から有を賜たまう。異星から新技術をもたらすように未知なる何かを創造する者として認にん知ちされているのだ。


　九歳の時に先輩は世界最さい高こう峰ほうの民間シンクタンクＩＩＰＳにスカウトされ、その後しばらくエイリアンブレインテクノロジーの研究開発をしていた。だから特異技術に関わる犯罪者に時折狙ねらわれたりするのだ。


「ったく、傍はた迷めい惑わくだな……。そのテロ組織ってのはどんな連中なんです？」俺は訊いた。


「パニックハンド」


　と、糸川刑事は言った。


「正式名めい称しようは《恐慌の手パニツクハンドクレマチス》──不完全な形で強ごう奪だつしたエイリアンテクノロジーを使って無差別テロを行っている集団だ。幾いくつもの拠きよ点てんを持ち、アジアから中東まで幅はば広ひろく活動。その理念は『破は壊かい活動による技術の洗練』らしい」


　強奪した技術を使って破壊行こう為いを行い、また新たな技術を奪うばう。繰り返すうちにテクノロジーはより洗練されて強力になっていく──それが彼らの目的だという。


「何だよそれ」俺は眉まゆを寄せた。「それは理念って言うか……」


「まあ理念とは言えないかな。或いは理念無き事が理念と言うべきか、ある種の『実験』に近いかもしれない。政治的思おも惑わくがあっての破壊活動ではなく、破壊活動の洗練そのものが目的なんだ。煎せんじ詰めれば、実地訓練と実地試験を兼かねたようなものなんだろう」


　技術屋の探求心の発はつ露ろみたいだな、とせしる先輩は眉を寄せて呟いた。


「確かにそうとも言える」糸川刑事は続けた。「彼らのリーダーは著名な工学博士でもあってね。Ｄｒドクター．ダニエルデロンダというんだが」


「……デロンダ博士だと？」


　先輩はピクッと片眉を持ち上げ、糸川刑事を見た。


「僕は一いつ介かいの刑事に過ぎないから科学の分野には正直疎うといんだが、かつては情報工学の第一人者で、《エイリアンブレインに最も近い人間》と言われていたらしいね。今も一部ではそう呼ばれているとか。だからこそかもしれない。ある意味、常じよう軌きを逸いつした探求心だ。実験のためにテロ活動を続けるなんてのは……」


　気をつけてくれ、と糸川刑事は言い残した。


「何でもいいんだ。少しでも妙な兆候があったらすぐ僕に連れん絡らくしてくれよ」


　糸川刑事はセダンに乗り込んで走り去り、今回の非日常系青春イベントは意外とあっさり終わりを告げたのだった。





　駅の改札を通り過ぎ、電車を待ちながら俺は訊いてみた。


「先輩、ダニエルデロンダってのは誰なんです？」知っているような口ぶりだった。


　せしる先輩は首をゆっくり横に振ふり、


「直接会った事はないんだよ。だが、わたしの友人と敵対していて、良くない評判をしばしば聞くんだ。奸かん智ちに長たけた悪あく辣らつな人物だとね」


「悪辣……。まあテロ組織の指導者なんだから、そうなんでしょうけど」


　聞けば、ダニエルデロンダ博士の力は相当なものらしい。《エイリアンブレインに最も近い人間》の異名が示すように、独創的かつ高度な知性の持ち主だという事だった。


「何にせよ、悪事に力を貸す気は無いよ。下手に刺し激げきしてトラブルになるのも馬ば鹿からしいから、デロンダ博士が何を言ってこようが相手にしない。風に吹ふかれる柳やなぎの如ごとくさ」


「そうですね。それがいいと思う」


　どんなテロ組織かは不明だし興味も無いが、藪やぶを突つついて蛇へびを出す必要もない。どのみち合宿に出発すれば接触の機会もないのだから──と、この時の俺は思っていた。





　　　　５




　いつもの駅で電車を降り、間もなく家に辿たどり着いた。


　ここは涼風家の門前である。


「では柊一君、明日あしたはどのくらい準備ができたか見に行ってあげるからね！」


「や、準備くらい一人でできますよ。むしろ俺的には先輩の準備の方が心配なんですが」


「そうなのかい？　ならば夜通しわたしの心配をしてくれ。わたしの肢し体たいがどこまで奔ほん放ぽうに発育するのか、ベッドの中で想像してムラムラしてくれると嬉うれしい！」


「う」


　……夜になったら思い出しそうだ、と俺は思った。


「今夜は夢の中でわたしを大いに可愛かわいがってくれたまえよ！」


　そんな破は廉れん恥ち発言を華麗にかまして去っていく先輩の背中を苦く笑しよう交じりに見送り、俺は大きく深呼吸。それから隣となりの日野家へ歩き出した。


　重要な事を思い出したのは我が家の門を一歩くぐった瞬しゆん間かんだった。


「あーっ！」


　思わず大きな声が出る。何か見落としているような引っかかりを感じてはいたのだが、妙みような出来事が続いたせいで失念していた。髪をグシャグシャ搔かいて独りごちる。


「参ったぞ」


　……詩緒里に会うのをすっかり忘れていた。


　今日の目的は元々それだった筈はずなのだが──とは言え、今いま更さら悔くやんでも仕方無い。鞄かばんを置いたらまた学校に戻もどるかと思いつつ、俺は足を速める。


　と、ドアの前に誰かがいた。


「何をブツブツ言っているの？」


「え？」


　俺は啞あ然ぜんとした。


　我が家のドアの前で当の水谷詩緒里が地べたに座り、膝ひざを抱かかえていたからだ。


「お前……こんな所で何やってんだ？」


　ずっと捜さがしてたんだぞ、と続ける前に詩緒里が顔を上気させてバッと立ち上がる。


「ふん！　何って、あなたの事を待っていたに決まっているでしょう？」


　詩緒里は長ちよう髪はつを勢い良く搔き上げ、顎あごを高こう慢まんげに反らした。


「どうしても二人で話したかったから、ここであなたを待ち伏ぶせしていたの。学校だと微び妙みように話しにくい事だったからっ」


「そうなのか。だったら一声かけてくれれば良かったのに……」


「あなた如きにかける声なんか持ち合わせていないわ！」


「でも、わざわざ家まで押しかけては来るんだろ？」


「そ、そうよ……」詩緒里は一瞬目を泳がせると、「いけないっ!?」


「いけなくはない」


　つまり彼女は帰りのＨＲが終わってすぐ俺の家に向かったらしい。校内のあちこちを捜したりして結果的にはとんだ回り道をしてしまったが──


　とは言え、この攻こう撃げき的な態度はどういう心理から発生したものだ？　プールで俺に抱だきついてキスした先月のあれは何だったんだ？　全すべてリセットされたように高たか飛び車しやに振る舞まわれて俺は逡しゆん巡じゆんせざるを得ない。


　ともあれ、完かん璧ぺき系美少女こと水谷詩緒里は今日も水際だった美び貌ぼうだった。


　ノーブルに整った鼻び梁りように、ぱっちりした琥こ珀はく色いろの瞳ひとみ。ツーサイドアップの長い髪かみにピンク色のリボンが華はなを添そえ、いかにも女の子してますと言いたげなフェミニンな容よう貌ぼうだが、その実、躰からだは驚おどろく程ほど大人だ。ブラウスの胸むな元もとが突っ張って制服が妙に小さく感じる。


「立ち話も何だし、とりあえずあがれよ。お茶くらい出すからさ」


　俺は詩緒里を家に入れようとした。ところが意外にもツンと拒きよ絶ぜつされる。


「イヤよ。今はもう、そんな場合じゃなくなったみたいだものっ」


「そんな場合？　って、どういう意味だ？」


「聞こえていたのよ。あなたと涼風さんの楽しそうな会話、何から何までここから丸聞こえだったわっ！」


「あー……。うるさかったか？」


　俺はポリッと頰ほおを搔く。言われてみれば先程の先輩は変態台詞せりふを連発していた。それ自体はさほどの声量でもなかったが、俺の突っ込みが激し過ぎたのかもしれない。


　不意に詩緒里は両手を腰こしに当てて、グッと顔を近づけてきた。


「……な、何だよ」詩緒里はいつも良い香かおりがする、と俺は頭の片かた隅すみで思う。


「合宿っ」


　詩緒里は威い嚇かく的に笑えんでそう言った。


「あなた達、合宿と偽いつわってまたいけない事をしに行くのよね？　可愛い女の子達を沢たく山さん集めて、夜通し、その……エッチな事をする気なんでしょう？」


「あのなー」


　何な故ぜにそうなる。


「妙な勘かん違ちがいするなって。俺達は只ゲームを作りに行くだけだよ」


「誤ご魔ま化かしてもダメッ！　あのメンバーが集まってエッチな事をしない筈がないわ。そんなのは生徒会として絶対に許さない！」


　参ったな、と俺は思う。詩緒里は根が真ま面じ目めなだけに思い込んだらきかない。なるべく彼女の倫りん理り観かんを刺激しないワードで事情を説明する。


「……という訳でさ、夏の思い出作りの一いつ環かんとしてゲーム作りに打ち込みたいんだ。せしる先輩だけじゃなくて、皆みんな楽しみにしてるし……あ、良かったらお前も来いよ。出発は五日後だから、親の了りよう解かい取る時間はあるだろ。俺から苺に頼たのんでおいてやるから」


　一いつ緒しよに行けば話す機会はいくらでもあるし、皆で遊べば尖とがった態度も和やわらぐ筈だ。


　ところが詩緒里は取り澄すました顔でフンと鼻を鳴らし、


「あなたに言われなくてもそうするつもりよっ。無理やり乗り込んでやるんだから！」


　と、そんな事を言うのだった。


「……いや、無理やり乗り込まなくても、俺から説明しといてやるって」


「余計な事はしないで頂ちよう戴だいっ！　あなたがそうやって優やさしくするからいけないのよ。だからわたし、あなたの事が……」


　言い淀よどむ詩緒里。


　何かモヤモヤした変な沈ちん黙もくが漂ただよった。


「俺の事が……何？」


　彼女はハッとしたように目を見開き、顔を赤らめて首を横に振る。


「何でもないわ！　じゃ、わたしは合宿の準備があるからこれでっ！」


　居い丈たけ高だかにそう言うと、詩緒里はクルリと踵きびすを返して門外へ歩き出した。背筋を伸のばし、白い腕うでをきびきび振って、これでもかと靴くつ音おとを響ひびかせているのが微妙に作さく為い的だ。


「待てよ、詩緒里っ」


　俺は咄とつ嗟さに手を伸ばした。こっちは話が終わっていない──


　今日は妹の紫音麻の事を訊きくのが目的だったが、今の雰ふん囲い気きでそこまで踏ふみ込むのは難しいだろう。妙にツンツンしている理由だけでも知りたかった。


「ふんだっ。『待てよ』だなんて、偉えらそうに命令しないでくださるっ？」


　振り返る事なく言う詩緒里。何でもいいから待ってくれ。俺が彼女の華きや奢しやな肩かたに手をかけようとした瞬間だった。


　詩緒里は急に振り返り、その弾はずみでビュンと手を振る。恐おそらく気配を察して俺の手を撥はね除のけようとしたのだろうが、俺はそこまで接近していなかったから、あえなく彼女の手は空を切り、バランスを崩くずして足がもつれた。


「やだ……キャッ!?」


「危ない詩緒里！」


　彼女の手首を摑つかもうと俺は手を伸ばしたが、逆に手首を凄すごい力で握にぎり返される。しくじった──二人でもつれ合うように転てん倒とうして辺りに鈍にぶい音が響く。


　俺は上から詩緒里に被かぶさるように倒たおれていた。


「うー、いててて。大だい丈じよう夫ぶか、詩緒里っ？」


　組み伏ふせるような格好だが、彼女に体重はかけていない。むしろ咄嗟の瞬間、俺はできるだけの事をした──地面と彼女の間に素す早ばやく片手を差し入れ、衝しよう撃げきを軽減したのだ。


　俺の掌てのひらは詩緒里の背中の下した敷じきになっているが、その痛みは彼女が痛がっていないという事実に容易たやすく相そう殺さいされる。


「……な、何なのよ、もう」


　俺の躰の下で詩緒里は凍こおり付いたような顔をしていた。


「あんまりだわ。こんな凄いテクニシャンにわたしは勝てるの……？　わたしはやっぱりあなたに弄もてあそばれて呆あつ気けなく負けちゃうの？」


　テクニシャン？　妙な反応だ。俺は微かすかに眉まゆを顰ひそめ、


「平気か詩緒里。頭とか打った訳じゃないよな？」


「ないわ」詩緒里は控ひかえめに頷うなずいた。「あなたのおかげ。ありがとう……」


「良かった」俺は微笑ほほえんだ。


「良くないっ！」


「はい……？」


　全然良くないわっ、と嚙かみ付くように言われて俺は戸と惑まどう。一体どっちなのだ。


「おい詩緒里、何がどうなってんだよ？」


　彼女はキュッと瑞みず々みずしい唇くちびるを嚙み、しばらく俺を無言で見上げていた。


　あたかも万ばん歳ざいするように躰を押し広げられた格好なのだが、不思議な事にピクリとも動かない。上気した頰と潤うるんだ上うわ目め遣づかいは悔くやしそうで嬉しそうで恥はずかしそうで──


　やがて彼女は消え入りそうな声でボソリと言った。


「し、下着……」


「え？」


「あなたのテクニックが凄いのはよく解わかったわ、柊一君。でもね……野外で人のブラを勝手に外さないでくれるかしら？」


　何だと!?


　俺は青くなった。


　確かに地面に倒れる寸前、俺は形なり振ふり構わず詩緒里の背中に手を回した訳だが──


　何て事だ！　その時ホックを外してしまったらしい。


「わたしを抱き止めるのと同時に、一瞬でブラを外す……。凄いわ。並の男の子にできる事じゃないわ。あなたは男として自信を持っていい」


「お、おう。サンキュー……」


「そこは肯こう定ていしないで頂戴！　嫌いや味みを言ったんだからっ」


　彼女が不自然な体勢で動かない理由が今解った。制服のブラウスは薄うすく、よく見ると下着が透すけている。零こぼれんばかりに豊かな詩緒里の胸──ホックが外れてブラがずれ、俺の動き次し第だいで見えてはいけない箇か所しよが見えてしまいそうだった。


「すまない詩緒里、わざとじゃないんだ。ちゃんとつけてやるから！」


「解ってるわ、守ってくれたんでしょうっ。って、えええ！　つけてくれるの？」


　つけられるんだ、と詩緒里は怯おびえた顔で呟つぶやいた。


「そうよね。柊一君は女遊びの達人だものね。日常的に女の子のブラをつけたり外したりして、慣れているんだものね……」


「お前の中で俺はどうなっちゃってんの!?」


　両者共に焦あせって変になっているが、ここは弁明させてほしい。俺は単に、外せるならつける事もできると思っただけである。そして外したのはこれが初めてだ、と俺は赤くなりながらボソボソ呻うめいた。


「えっ！　あ、そうなんだ？」


　何故か詩緒里は顔を輝かがやかせて微かすかに鼻息を荒あらくした。


「い、いいわ。だったらやって」


「いいのか？」驚いた。自分で提案しておいて何だが、まさか許可されるとは。


「いいって言っているでしょう。早くやって頂戴っ！」


「解った。だったらやるからな」


　俺はドキドキしながら詩緒里の背中に両手を回した。甘い香りに一いつ瞬しゆん目め眩まいがする。


「柊一君……。あ、近い……」


　確かに互たがいの吐と息いきがかかる至し近きん距きよ離りなのだ。俺は必死に指先へ意識を集中する。


（クソッ、心臓の鼓こ動どうが……。ホックはどこなんだ？）


　俺だけでなく、詩緒里の呼吸も相当速い。切なげに身を捩よじらせ、時折洩もれる微かな声が俺を危険な気分にさせるが、やがて何とか金具の感かん触しよくを指が探さぐり当てた。


　女性下着の構造には詳くわしくないが、要はこの左右のホックを留めれば良いのだろう。


「もうすぐだから動くなよ」


「……ン、動かないわ。だからそんなに怖こわい顔して焦らないで……」


「大丈夫だよ」俺は微笑んでみせた。


「柊一君、やっぱり優しい……」


　大事な下着が壊こわれるのを心配していたのか、詩緒里は俺の動きに伴ともない、何度もしなやかな躰を反らせてくれた。協力してもらえて素直に嬉うれしい。


　やがて俺は見事ホックを留める事に成功した。


「よし、うまくいった！」


「も、もっとゆっくりでも良かったのだけれど……」


　何故か詩緒里が残念そうな顔をしているような……いや、気のせいだろう。


　二人は立ち上がり、制服の埃ほこりをパンパン払はらって息を吐はいた。


　やがて詩緒里は外の通りへ向かって歩き出した。俺も見送りのために後を追う。


「ねえ柊一君、お礼に教えてあげるわ。わたしがここに来た理由」


　不意に詩緒里は立ち止まった。長い髪かみをヒラリと翻ひるがえして振ふり返る。


「今日はその……本当は妹の事を相談しに来たの。どうしてもじっくり聞いてもらいたい事があったから」


「あ、そうだったのか」


　こちらもまさしく同じ事を相談したかったのだ──


　しかし、不意に詩緒里は俺をキッと睨にらみ付け、顔を赤らめつつ低い声で言う。


「それなのに……」


「え？」


「それなのにまさかこんな事をされるだなんて思ってもみなかった……。熟練の早はや業わざ、片手でブラ外し！　わざとじゃないのかもしれないけれど、外した事実は事実よ！　おかげですっかり相談する気分じゃなくなっちゃったわっ！」
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　あと、わたしはまだデレてなんかないんだからね、と律りち儀ぎに付け加えると、詩緒里は脱だつ兎との如ごとく走り去る。言葉を挟はさむ暇ひますら無く、俺は呆ぼう然ぜんとその背中を見送った。


　ふう、と溜ため息いきを吐ついて俺は額を押さえる。


　詩緒里の純じゆん粋すいな性格は可愛かわいいし好ましいが、それは裏返せば潔けつ癖ぺきで思い込みが激しいという事。赤信号が一度灯ともったら青に戻もどるまで相当かかる。


　つまりどういう事かと言うと──


　完かん璧ぺき系美少女とうまくやるのは色々と難しいのだ。




　第二話　スポーツバッグに秘めたブツは──







　　　　１




　それの乗り心地はちょっとしたアトラクションだ。


　窓外にはペールブルーの空と、その下を流れていく数多あまたの建築物。更さらに視線を下に向ければ、行き交かう人々の小さな姿が俯ふ瞰かんできる。


　俺達を乗せた車両は空を走っていた。


　と言っても、別に先せん輩ぱいが奇き矯きようなテクノロジーを開かい陳ちんした訳ではなく──


　湘しよう南なんモノレールはれっきとした公共交通機関だ。懸けん垂すい式と呼ばれるタイプで、レールが車両の上にあるから、要はぶら下がっているのだが、下に地面が無いせいか妙みようにスリリングだ。街なかを縫ぬうように走るモノレール内で、皆みんなが興奮気味に目を輝かせている。


　せしる先せん輩ぱい、かへらへ、みつけちゃん、苺いちご、詩し緒お里り、そして俺。


　恙つつがなく合宿初日の朝を迎むかえたハーレム団＋αアルフア……計六名のメンバーは、沢たく山さんの荷物（かへらへ曰いわく、おやつとかおやつとかおやつとか）をキャリーケースに目め一いつ杯ぱい詰つめ込み、湘南にある苺の別べつ荘そうに向かっているのだった。


　皆の服装は各おの々おの個性的だ。


　せしる先輩は三段フリルのブラックミニスカート。上下共に自分の好きな黒系統で統一し、透けるような肌はだの白さをいつも以上に美しく際きわ立だたせている。


　かへらへと苺は普ふ段だんと同様だ。片やふわふわシフォンの森ガール姿で、片や奇き抜ばつなパンク少女の出いで立ち──ロゴＴとマゼンタピンクのミニスカートに細こま々ごました装身具をこれでもかと付けている。


　みつけちゃんは花の刺し繡しゆうが施ほどこされた、お人形さん風の淑しとやかなロングスカートだった。カットソーの胸むな元もとが微び妙みように膨ふくらんでいるからパッドを入れているのかもしれない……。


　そして詩緒里は、白とピンクが麗うるわしいお姫ひめ様さま風のワンピース。漲みなぎる生気がキラキラ眩まぶしく、陽光を受けたサンダルも鋭するどく輝き、眩しい美び脚きやくに人々の目を吸い寄せている。


「す、すげー。何なんだよあの娘こ達？　半はん端ぱじゃなく可愛いぞ」


「デビューしたてのアイドルかも。声かけてみる？」


「いや、やめとこう。最さい後こう尾びに男がいる」


「ほんとだ！　何て羨うらやましいヤツ……」


　すれ違ちがう男達が物もの欲ほしそうな顔でジロジロ見るので、その度たびに俺がさりげなく睨みを利きかせる羽目になった。


　そんな俺は白のシャツに黒いパンツという普段通りの格好なので、気合いを入れまくってきた彼女達には些いささか申し訳ないが、生来自然体が好きなのだ。荷物もあまり無かったので、手にしているのはキャリーケースではなく大きめのスポーツバッグである。


　とは言え、大事な物はちゃんと入れてあった。


（合宿のために用意した秘蔵の──）


（そう。先輩が好きな例のあれもちゃんとバッグに入れてある）


「むむ？　どうしたんだね柊しゆう一いち君。何か考え事かい？」


「別に。何でもないっす」


　せしる先輩は不思議そうに首を傾かしげる。……今は秘密にしておきたいから、これ以上この件は考えない事にしよう。


　さておき、今日から五泊はく六日──。夏の思い出作り初日である。


　だが何な故ぜモノレールなのか？


　俺はてっきりお嬢じよう様さまである瀧たき川がわ苺の執しつ事じあたりがハイヤーで迎えに来てくれるものだと思っていた。実際、学校帰りに苺を送そう迎げいする黒くろ塗ぬりの長い車を幾いく度どか見かけた事がある。


　ところが計画段階で、どうしてもこれに乗りたいと主張する者がいて。


「乗りたい、乗りたい！」


　せしる先輩である。


「行くならどうしても乗りたいぞ、柊一君！　昭和六十三年に登場した湘南モノレールシリーズ初の冷れい房ぼう車、５００形に乗りたい！」


「や、駄だ々だっ子こみたいにプルプルしながら言わなくていいですよ、せしる先輩」


「自重約五十二トン！　最大時速七十五キロ！　編成定員二百二十八名！」


「はいはいはい……」


　そうか、先輩は鉄オタだったのか、と俺は頰ほおをポリッと搔かいて思う。


「ま、別にいいけど。せっかく遠出するんだし、乗りたいならそれに乗りますか。なあ、皆もいいよな？」


　こくこく。


　という訳で同意した皆を引き連れ、神か奈な川がわ県けんは大おお船ふな駅からモノレールに乗ったのだ。


　目当ての５００形ではなかったが、ホームに入ってきた最新の車両を見て先輩は頰をパアッと薔ば薇ら色いろに染めていた。


　俺は一応訊きいてみた。


「これでいいんですか？　乗りたいタイプのやつが来るまで待っても構いませんけど」


「柊一君は本当に優やさしいなあ。でもこれでいい。わたしの真の目的は君とモノレールに乗る事だったのだから。５００形の方が内装に温かみがあるが、これはこれで満足だよ」


「真の目的？　って……どういう事です？」


「ウフフッ！　想像してみてくれ柊一君」


　先輩は天を仰あおぐように両手を広げると、突とつ然ぜんくわっとテンションを上げた。


「上空に浮うかぶ巨きよ大だいな鉄てつ塊かい！　のた打つように走る車両！　その中でわたしと柊一君はひっそり身を寄せ合うのだ。空中密会──スカイランデヴーだよ！　不安定な足場は恋こいのドキドキを促そく進しんし、それは吊つり橋ばし効果ともいう。やがて甘い疼うずきが若い二人を衝しよう動どうに駆かり立て……『イヤ、こんな所で』『イヤよイヤよも好きのうち──だろ？』……わたしの胸を車窓に押しつけ、逃にげられないように耳を甘あま嚙がみする柊一君！　男のロマンを空中で満たしてあげるわたし！　ああ、こうして考えているだけで悶もん絶ぜつしそうになる！」


「しないでください！　て言うか、もうしてるだろォォォ！」


　細い女によ体たいをくねらせて、あああ、と切なげな喘あえぎ声を奏かなでている変態先輩。迫はく真しんの一人芝しば居いに俺は冷ひや汗あせ混じりの突つっ込みを入れる。


「密会どころか、ここには他ほかの客もいる訳で。……車内での変態行こう為いは慎つつしみましょうか」


「君がそう言うのなら」


　意外とあっさり納なつ得とくした。


　そんな経けい緯いでせしる先輩と俺は今少し離はなれて座っている。破は廉れん恥ち騒さわぎを未然に抑よく制せいする意図と、四人掛がけのシートからあぶれてしまった人がいるからだ。


　かへらへ、みつけちゃん、苺といったハーレム団の四人はせしる先輩を中心に仲良く固まって談だん笑しようしており──その輪から詩緒里は微妙に距きよ離りを取っている。


　別にムードが険悪という訳ではなく、むしろせしる先輩は、しおりん君もこっちに来ておやつをお食べよ、と手招きして誘さそうのだが、そこは完璧系美少女にも面子メンツという物があるから簡単に誘いに乗る訳にはいかないのだ。


「意地を張ってないで、しおりん君もこっちに来ればいいのに」


「結構よ！　いいこと、涼すず風かぜさん？　わたしはあくまでも生徒会の一員としてあなた達の監かん視しに行くだけなの。馴合いは御ご免めんなんだから、そこをしっかり理解して頂ちよう戴だい！」


　あと、しおりんって呼ばないで、と地味に一言付け加える。


「ふむ」先輩は真しん剣けんな顔で頷うなずき、「つまり、女のプライドというやつだね？」


「そう──じゃないけど、そんなようなものよっ。躰からだは売っても心までは売らないわ！」


「ふんふん。そうやってあくまでも抵てい抗こうし、アピールする作戦か。あと一歩で落とせそうだけど陥かん落らくしない。落とせそうで落とせない極ごく上じようの女……。流石さすがだよ。しおりん君は男心を燃え上がらせる術すべを熟知している！」


「……いや、全然熟知してないと思う」


　俺はジト目で突っ込みを入れたが、二人の耳には入らない。溢あふれる才気は人からしばしば客観性を失わせるのだ。


　さて、先さき程ほどはそんなやりとりを先輩と交わしていた完璧系美少女こと水みず谷たに詩緒里だが、彼女は今、俺と二人でシートに座ってトランプをしている。


　ババ抜ぬきだ。たった二人でそれをして面おも白しろいのかとは訊かないでほしい。ここまで乗り継ついできた電車内でも延々とやっていたから正直もう飽あきているのだが──


　俺は詩緒里が持った二枚のカードの前で迷うように指を動かした。


　ピクッと僅わずかに彼女の目元が動き、俺はそれと逆のカードを引く。数字が揃そろい、手札を捨てると彼女は実に悔くやしそうな顔をした。


「はい、俺の勝ち」


「も、もう……。何よ、柊一君ったら。どうしてゲームまでそんなに強いの？　もう一回やりましょうっ！」


　負けず嫌ぎらいの詩緒里は決してゲームをやめようとしないのだった。


　とは言え、これは当然の事。完かん璧ぺきを謳うたってはいるが、根が正直で性格の良い詩緒里はすぐ顔に思考が出てしまい、ポーカーフェイスが必要なゲームにはとことん向いていないのだ。ここまでは俺の全戦全勝──恐おそらく詩緒里は自分が勝つまで続ける気だろう。


　もう一度カードを配る。また俺が勝つ。


　詩緒里は両手で頭を抱かかえて目をグルグルさせながら独りごちた。


「おかしいわ……。どうしてこんな事が？　何故いつもいつもわたしの許もとにジョーカーが残るの？　こんなの絶対変！　もしかして……わたしは絶対、柊一君には勝てないようになってるの？　神様がそんな風に仕組んだの？　運命でそう定められているの？」


「んな訳ねーだろ！」


「そ、そうよね！　わたしったら何言ってるのかしら……。いけないわ。わたし、何だか心の隅すみ々ずみまで柊一君に調教されつつある」


「……今何て言った？」


　凄すごい言葉を聞いた気がするんですが。


「な、何も言ってないわよ！　いいからホラ、もう一ラウンド、勝負して頂戴っ！」


　桜おう桃とうみたいな唇くちびるを尖とがらせ、ぷりぷりしながらゲームの続行を求める詩緒里。本当に負けず嫌いだ。でも、そこが彼女らしくて可愛かわいいと思ったり……。だから手加減はしない。


　詩緒里が本日何十度目かの敗北を喫きつして呻うめき声をあげた時、通路を挟はさんだ隣となりのシートからも歓かん声せいがあがった。


「ひゃああ、見えてきたー！」


　窓外を指差して叫さけんだのはかへらへだった。


「海、見えてきたよ、海ーっ」


「ほんとですねっ」みつけちゃんが嬉き々きとして相あい槌づちを打つ。「凄く綺き麗れい！」


「にひひひっ。青いね海ー。広いね海ーっ」


「キラキラしてます！」


「ウン！　何かノド渇かわいてきた。涙なみだが出る程しょっぱい海水、早く飲みたーい！」


「……いや、かへらへ君。それは流石に如何いかがなものだろう」せしる先せん輩ぱいが困こん惑わくげに言う。


　俺という突っ込み役が不在で向こうも大変そうだ。


　間もなく終点の駅に到とう着ちやくした。
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「こっち」


　駅舎を出て、苺に導かれるまま皆みんなで後をついて歩いた。


　夏の陽ひ射ざしは強く、歩いているだけで汗が滲にじむのに、どこか空気に清せい涼りよう感かんがあるのは海が近いせいなのか。三角屋根の江えノ電でんの駅を通り過ぎ、レトロ風ふ情ぜいを漂ただよわせる商店街を抜けると、ガードレールの彼方かなたに青い海が広がっている。


　ひゃあ！　と皆が感かん嘆たんの声を洩もらした。


　夏休みが始まったばかりだからか、人出もそれ程多くなく、吹ふき渡わたる海風も清すが々すがしい。


　江えノ島しま大橋をきゃあきゃあ空から騒さわぎしながら島に渡った。


　苺の別べつ荘そうは観光地から少し外れた港側にひっそりと建っていた。





「へえ、何だか趣おもむき深ぶかい所だな」俺は屋内を見回して言う。


「だいぶ前に建てられた物だから」苺が答える。「わたしが生まれるよりずっと昔」


「ふひっ、そんなに昔なんだー」


　かへらへが目を輝かがやかせて食い付いてきた。


「戦国時代とかー？」


「……うーん、戦国時代の四百年くらい後だとは思うけど。それでも昔」


　苺の別荘は今時珍めずらしい木造の二階建てだった。外観は黒ずんでいたが、中は広くて手入れが行き届き、床ゆかが板だから素す足あしがひんやりして気持ち良い。


　江ノ島は観光地でもあるから、景観を損そこなう物を新しく建てるのは困難なのだそうだ。


　苺に促うながされて階段をのぼり二階へ。


　窓を開けると凧たこのように空を舞まう大きなトビが目に入り、苺のピクニックバスケットから首を出していた鳩はとがビクッと中に隠かくれる。


　窓の向こうに広がっているのは海に突き出したボートヤード──


　ヨットやクルーザーが係留されているそこは瀧川ヨットハーバーといい、名前の通り瀧川グループだ。その施し設せつのスタッフが事前に別荘を掃そう除じしてくれたらしく、今は俺達しかいないが、非常時には駆けつけてもくれるという。苺によればこういった施設が全国に幾いくつもあるそうで、俺の森ガールを見る目は徐じよ々じよにうやうやしく変容しつつある……。


　さておき。


「ふんふん、電波状態は悪くないようだぞ！」


　これならゲーム作りに支障は無いっ、とせしる先輩は持参したノートＰＣを部屋中央の座ざ卓たくに置いた。横に資料をドサドサ置いてやる気充じゆう分ぶんだ。腰こしに手を当てて咳せき払ばらいし、


「それでは柊一君、早さつ速そく……」


「はいはい、始めますか」


　先輩はニヤッと不敵に笑えんだ。


「早速──泳ごう！」


　そう来たか。


「イヤッハー！」


　拳こぶしを突き上げるかへらへ。次の瞬しゆん間かんには服を脱ぬぎ出している。


「ここで脱ぐなあああ！　ってか、俺が移動すればいいのか！　とにかくちょっと待て！」


　素早く着き替がえ始める美少女達。俺は転げ落ちそうになりながら階段を駆け下りた。
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　照りつける太陽の下もと──


「だーれだっ？」


　と、両手で目め隠かくしされてそう訊かれたら、誰だれもが羨うらやむ熱々のバカップルだが、残念な事に俺が今されているのは目隠しではなく。


「ったく、せしる先輩。隠すなら目を隠してくださいよ……。何だって胸に触さわるんですか」


「ウフフッ、それは勿もち論ろん仕返しされたいからに決まってるじゃないか。目には目、歯には歯、胸には胸だよ。同じ事をわたしにやり返してほしいんだ。はい、乳ち首くびをプニッ！」


「はうあ!?　って、何するんですかァァァ！」


　素早く身を翻ひるがえし、パシャパシャと波打ち際ぎわを駆かけていく水着姿の黒くろ髪かみ美少女──挑ちよう発はつ的にお尻しりを振ふって浜はま辺べを逃にげる不届き娘むすめを俺は本気で追う。


「早く早く！　わたしを捕つかまえて！」


「ベタなんですよ！」


「ウフフフッ、アハハハッ」


「待てこいつううううう！」


　喜色満面で笑っているのは先輩だけだが、周囲の人は目を細めて羨ましげだ。湘南はカップルの聖地だもの、青春よねえ──そんな的外れな台詞せりふを洩らしている。


「あーのかねーをー、ならすのは、せしるーん！」


　かへらへも的外れなオリジナルソングを歌っているが、放ほっといてください。


　今俺達がいるのは海水浴場だ。


　焼けるような陽ひ射ざしの下、皆は元気に準備体操中──俺とせしる先輩は既すでに充分走りまくったから必要無い。


　この日のために全員水着は新調したようで、先程からわざと俺の前をこれ見よがしに歩いたり、ちらちら己おのれのボディチェックをしたり……。男として気分は悪くない。


　かへらへは派手な赤い水着で、みつけちゃんは花はな柄がらのワンピース水着を着用。ばかでかい浮うき輪わを抱えた苺はフリル三段重ねの子供水着だ。


　せしる先輩は清せい楚そな花柄白ビキニで、詩緒里が黒ビキニというのは対照的だが、これは先の水泳バトルロイヤルで、互たがいの水着を密ひそかに良いと思った事の表れかもしれない。両者とも胸の中央から伸のびた二本の紐ひもをクロスさせて、首の後ろで結んでいるのがお揃いと言えばお揃いと言うか。


「あの、柊一君」


「何かその、言う事があったりしないかね？」


　やがて業ごうを煮にやしたか、声に出してそう言われた。俺はポリッと頰ほおを搔かいて答える。


「あー……。みんな可愛いよ」


「「「「「きゅるるるんっ！」」」」」


　五人分の凄い音がした。





　それから皆でビーチバレーをした。と言っても本格的な試合ではなく、薄うすいビーチボールを使ったお遊びだ。チーム編成は俺ＶＳ女の子全員。


「そーれっ！」


　女の子達に向けて俺は高くボールを弾はじいた。


「がっ！」


　苺が見けん当とう違ちがいの方向にレシーブし、せしる先輩がそれを追う。


「あなっ！」


「たっ、のっ！」


「いいとっ！　こっ！　ろっ！」


「……何歌ってんだ!?」


　彼女達のレシーブは方向が定まらず、なかなか俺の許もとに返ってこない。苺から先輩へ、先輩からみつけちゃんへ、みつけちゃんから苺へ、としばし循じゆん環かんしていたが──


「わたしに任せてっ！」


　不意に詩緒里がカバーに入り、全身のバネを使ってトビウオのように跳ちよう躍やく！　躰からだをしなやかに反らして捻ひねりを加え、俺も反応するのがやっとの強きよう烈れつなスパイクを打った。


　……取り逃がした。クソッ。


「おおーっ、あの柊一君から一本取るなんて！」


「しおりん、凄ーいっ」


　皆が感嘆の声をあげ、詩緒里は満足そうに笑む。俺は若じやつ干かん悔くやしげな顔をしつつも、


　──計画通り。


　と、殊こと更さら口に出しはしないが、目もく論ろ見み通りだった。


　生徒会の一員である詩緒里と俺達が相あい容いれないのは解わかるが、合宿期間中だけでも仲良くしてほしい──要は微び妙みようにぎくしゃくしている詩緒里を溶とけ込ませるための作戦だ。


「次行くぞ。これはどうだ!?」


　俺は際どい所にボールを放つ。皆あたふたするが、詩緒里の援えん護ごで巧うまく弾き返す。


　そう。いつだって一生懸けん命めいな完かん璧ぺき系美少女はたとえ遊びでも手を抜ぬかず、特にこういったチーム戦なら尚なお更さらだ。高い身体能力を駆く使ししてスポーツが得意じゃない皆をカバーしようとするだろう。


「ほえー！　しおりん、本気で凄すごいよー」かへらへが目を丸くする。


「本当にプロみたいですっ」とみつけちゃん。


「ううん、そんな事無いわ。浅あさ笠かささんも愛あい須すさんもいい動きしてるじゃない」


　詩緒里は燦きらめく汗あせを手の甲こうで拭ぬぐい、白い歯を見せた。


「皆で協力すれば絶対勝てるわ。涼風さんも、今だけは一時共きよう闘とうよ。頑がん張ばりましょう！」


「ふっ、良かろう」


　仕切る完璧系美少女とそれに乗る変態美少女──皆が良い笑顔を浮かべている。ひとしきり遊び終えた頃ころにはすっかり和気藹あい々あい状態になっていた。





　心身共に気持ち良く解ほぐれ、その後は各おの々おの自由に遊んだ。


　ある者は泳いだり。


「柊一君。上達したわたしの泳ぎを見て」浮き輪を持った苺が不敵な笑顔で言う。


「いいよ。さあどうぞ」


「じゃ行くね……せーの、ばっしゃんばっしゃんばっしゃんばっしゃん！」


「バタ足凄すげえ！　でもどこに行く気だ!?」


　苺は水に顔をつけたまま、見当違いの方向へ泳いでいく……。





　またある者は砂のお城を作ったり。


「柊一さん、これを見てくださいっ」


「凄いの作ってる人がいる!?」


「なかなかの出来でしょう？　ドイツのノイシュヴァンシュタイン城です！」


「おいおい、みつけちゃん器用過ぎるだろ。よく砂でここまで再現したなあ。ていうか、何だって？　ノイシュバン──」


「ばしゅばしゅ！」口を挟はさんでくるかへらへ。「……痛っ！」案の定ばしゅっと舌を嚙かむ。


　余談だがドイツ語には格好良いい名前が多い。クーゲルシュライバー！　意味はボールペンだ。


「ノイシュヴァンシュタイン城はドイツ南部の有名なお城なんですけど、あの辺はロマンティック街かい道どう沿いに古い教会や街があって、凄く素敵なんです。ボク、昔から憧あこがれていて」


　新しん婚こん旅行で旦だん那な様と行けたら素敵でしょうね──と、そんな事を言い、儚はかなげな美び貌ぼうを紅潮させるみつけちゃん。俺を見る目がいつも仄ほのかに潤うるんでいるのは何な故ぜなんだろう。


「にひひひっ、せっかくだからお城の中も作ろうよー。わたし、城内の床ゆかに敷しくカーペットの素材を集めてくるねっ！」


「カーペットの素材？　何を集めてくる気だ？」


「ワカメ！」


　……イヤな城だ。





　またある者は砂すな浜はまでおやつを食べたり。


「柊一君、チョコバナナを買ってきたから一いつ緒しよに食べよう。二つあるから一本あげるぞ！」


「わ、旨うまそう！　ありがとうございます、せしる先せん輩ぱいっ。あむ……むぐむぐむぐ」


「……違ちがう」ボソッ。


「え？」


「そうじゃないだろう、柊一君。水着姿でバナナを食べる時には相応の食べ方という物があるだろう？」


「何の事ですか？」


「いや、だからもっとこう、艶なまめかしくペロペロとだね。舌を這はわせて……」


「もぐもぐもぐもぐもぐもぐっ」


「容よう赦しや無く全部食べた！」


　珍めずらしく先輩に突つっ込ませてしまった。……偶たまにはこういうのも悪くない。





　水平線に夕ゆう陽ひが沈しずむ前に別べつ荘そうに引き上げた。遊び疲つかれたのもあるが、単純に空腹を我が慢まんできなくなったからだ。


　考えてみれば今日は朝から間食三ざん昧まいでまともな食事を摂とってない。別荘には俺達以外誰もいないからその辺に夕食を食べに行こう──


　と、俺が言おうとした時、決然と立ち上がった人がいて。


「わたしに任せて！」


　グッと拳こぶしを握にぎって言ったのは詩緒里だった。


「女の子ならやっぱり自じ炊すいよ。こういう時こそ完璧系女子の腕うでの見せ所だわ。わたしが得意の料理をご馳ち走そうしてあげる！」


　得意の？　と俺は思う。自分で完璧系女子とか言って、詩緒里さんノリノリだ。


「いいねいいねー。わたし、しおりんの手料理を食べてみたいよー」


「ボクも興味あります」


「ふんふん、せっかくだから彼女にお願いしようか」


「駅の傍そばにスーパーがあったでしょ」苺がぴろっと指を立て、「自転車を使えばすぐよ」


　まずいな、と俺は思う。実は詩緒里は極度の料理下手なのだが、それを知らない皆みんなの賛同でとんとん拍びよう子しに全すべてが決まっていく──とても危険な流れに思えた。


「だ、だったら俺もついていくよ。この人数分の買い物するなら荷物持ちが必要だろ？」


「それは別に構わないけれど……」


　皆の命は俺が守る──詩緒里がまともな食材を選ぶよう陰かげながら誘ゆう導どうしなくては。
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　島を縁ふち取どる緩ゆるくカーブした道を俺はスーパーに向かい、自転車を走らせていた。


　夕陽のせいで一面眩まぶしく、顔を右に向ければ薄はく暮ぼの浜はま辺べ──翳かげる砂浜に波が打ち寄せては金色の飛沫しぶきを散らしている。


　自転車が一台しか無かったから詩緒里は荷台に座り、俺の腹部に手を回していた。先さき程ほどから無言なのは二人乗りが怖こわいせいなのか。これでも一応速度は抑おさえているのだが。


　それにしても、と俺は思う。


（クソッ。こういう時、女って自分だと解らないもんなのか……？）


　俺の背骨の下方にさりげなく詩緒里の胸が押しつけられているのだった。


　わざとじゃない。単にふくよかだからだ、と自分に言い聞かせる。でもあまりにそれが柔やわらかで、平静を保つのに苦労した。


　二人を乗せた自転車は海沿いの道を走り続ける。


　不意にボソリと詩緒里が言った。


「柊一君の背中って……広い」


「え？」


　意外な一言だった。


「普ふ段だんは全然そんな風に見えないのに……凄く大きい」


「人は見かけによらないってよく言うだろ」


　俺がそんな謎なぞ反応をしてしまったのは背中に当たる感かん触しよくに動どう揺ようさせられていたからだろう。詩緒里はクスッと少しだけ笑った。


「ねえ柊一君、今日は気き遣づかいありがとう」


「え、何の事だ？」


　振ふり返ろうとすると強くしがみつかれる。そのまま聞いてほしいという意思表示か。


「だって、今日はその、わたしのために……色々してくれたでしょう？　電車の中でも、ビーチバレーの時も、わたしが浮うかないようにさりげなく気を配ってくれたじゃない。ちゃんとこっちの面子メンツも立ててくれて」


　凄く嬉うれしかった、と詩緒里は小声で言った。


　何だ、解ってたのかと俺は思った。


　詩緒里とは何かとぎくしゃくしがちだが、俺の気持ちは伝わっていない訳じゃなかったようだ。だったらこの合宿は楽しい物になる。たった一度しか無い高校一年の夏休み、皆と良い思い出が作れるかもしれない。


「あなたって優やさしい……」


「ったく、何を訳の解んない事言ってんだよ」


　照れた顔は見せたくないので俺は前を見ながら言う。


　すると詩緒里は一段と強く胸を押しつけてきた。


「あなたのそういうところ、凄く好きよ」


（……好き？）


　俺の心臓がドクンと跳はねて──


　いや、無論解ってる。詩緒里は俺みたいな性格が好きだと言っただけで、俺個人を好きな訳ではない。


「俺は普ふ通つうにしてるだけだよ」何故か素っ気ない口調になってしまった。「何を言ってるのか全然解んねー」


「うふふ。そうなんだ」


　詩緒里は何故か嬉しげに笑い、しがみつく腕にギューッと力を込こめた。


「うわ！　お前、変なところ触さわるなよっ。そこはお前……ぐわああ!?」


「な、なになにっ？　どうしたのよ……って、キャアアッ！」


　詩緒里の手が俺の腹部の下方に伸のび過ぎたのだ。振り解ほどこうと身を揺ゆらしたからバランスが崩くずれ、横道に逸それた俺達の自転車は、砂浜に続く下り坂を凄い勢いで滑かつ降こうしていく。


「だあああああっ！」


「キャアアアンッ！」


　浜辺で転てん倒とうし、自転車から派手に放ほうり出された。黄土色の砂すな煙けむりが濛もう々もうと立ち上る。


「うーっ、いってえ……。大だい丈じよう夫ぶか、詩緒里っ？」


「……ハゥ……アアッ……」


　今の衝しよう撃げきでどこか痛めたのか──目を凝こらして俺は更さらに震しん撼かんした。


（うっ……）


（何て事だ！）


　思いもよらぬアクシデント。転んだ弾はずみで、俺の両手は仰あお向むけで倒たおれた詩緒里の胸を鷲わし摑づかみにしていた。柔らかなグレープフルーツみたいな感触。驚おどろきのボリュームと掌てのひらを押し返す弾だん力りよくに俺の背筋を戦せん慄りつが駆かけ抜ぬけ、それでつい力が入った。


「──ハアァンッ！」


　しまった、と俺は唇くちびるを嚙む。……揉もんでしまった。


　やがて砂煙は薄うすれて完全に消えた。今俺の躰からだの下には悔くやしげに頰ほおを染める詩緒里がいる。


「ゆ、許さないわ……」


　彼女は勝ち気な瞳ひとみを潤ませて言う。


「入学してから今という今まで、揉み揉み揉み揉み……。一体何度揉みしだけば気が済むのよ。言っておくけれど、わたしの躰はまだあなたの所有物になった訳じゃないのよ？」


「まだ……？　いや、そんな事は全然思ってねーから！」


「噓うそよ！　ばかっ！」


「悪かったよ！」


「柊一君のエッチッ！　変態っ！　女遊びの寵ちよう児じ！　時代と寝ねた男！」


「最後の何だ!?」





　何度も謝ったが、詩緒里はずっとぷりぷりし続け、おかげで夕食の仕し度たくは全て俺がやる羽目になった。……まともな食事を皆にご馳走できるとプラス思考で解かい釈しやくしておこう。


　スーパーから戻もどると、俺は台所で鶏とり肉にくをぶつ切りにし、刻んだ玉たま葱ねぎを飴あめ色いろになるまで炒いためた。スパイスとホールトマトを投入して弱火で煮に込こみ、盛りつけた皿を食しよく卓たくに並べる。


「おーい、できたぞー」


「うわああ……美お味いしそう！」


　献立こんだてはこういう時の定番でカレーだ。セロリとアボカドのサラダ付き。罪つみ滅ほろぼしのために詩緒里のは特に大盛りにしてあげる。


　皆みなさん相当お腹なかが空すいていたらしく、はふはふと猛もう烈れつな勢いで食べた。


「おいひっ！　あふっ、あふあふ……おいひっ、あふ！」


「冷まして食べろ！」


「あふはふ！」


　カレーの味が余程ツボだったのか、かへらへは目を爛らん々らんとさせてぱくつき、半ばおかしくなっていた。


　苺やみつけちゃんは黙もく々もくと食べて黙々とおかわりし（三杯ばい食べた）、そしてせしる先輩は好物のセロリサラダが大変お気に召めしたらしい。


「ウフフッ、このセロリはシャキシャキしていて凄すごく美味しいなっ。ドレッシングに柊一君のエキスもかかっているし、君の作るサラダはいつもながら絶品だぞ！」


「や、かけたのはオリーブオイルと塩しお胡こ椒しようですよ……」


　バルサミコ酢すがあれば更に美味しくなったのだが、見当たらなくて密ひそかに残念だった。


「ふんだ。確かに味はなかなかのものね。……美味しいわ」


　と、口いっぱいに料理を頰ほお張ばって言ったのは詩緒里だ。わたし程じゃないけれど、と律りち儀ぎに付け加えるのを忘れない。お腹が膨ふくれたら機き嫌げんも良くなったようで何よりだった。





　三十分後──かへらへがパンパンと腹はら鼓つづみを打った。


「美味しかったあ。まんぷく、ブクブクー！」


「おいおい……」


　それは女子高生にあるまじき台詞せりふだろう。


　とは言え、全員満足したようだ。食後は猛烈な眠ねむ気けに襲おそわれたようで、口数少なく各おの々おのの寝しん室しつへ引っ込む。この別べつ荘そう、部屋数が妙みように多くて一人ずつ個室があてがわれているのだ。


　俺は静かになった台所で皆の食器を洗った。


　後片付けを終えて、一階の隅すみにある自分の寝室へ向かう。


　部屋の灯あかりを点つけ──俺はギョッと目を瞠みはった。


　室内に薔ば薇らのアロマが漂ただよっている。俺が寝る筈はずのベッドに誰だれかが寝ね転ころんでいた。


「久しぶりね、柊一君」


　腰こしにタオルケットをかけている他ほかには何も身につけていない。生まれたままの姿だ。


「何な故ぜここにいる？」俺は呻うめくように言った。


「フフフ、あなたを尾つけてきたに決まっているでしょう」


　うつ伏ぶせでベッドに両りよう肘ひじをつき、剝むき出しの脚あしをぷらぷらさせているのは彼女だった。以前俺を散々誘ゆう惑わくし、謎めいた告白をして去った詩緒里の二歳年下の妹──


　水谷紫し音ね麻ま！


「ねえ柊一君、わたしとも『恋れん愛あい勝負』しましょうよ？」


　そう言って紫音麻はウインクし、俺は小さく舌打ちをする。面めん倒どうな事になった。


　以後、俺にとっての合宿は和なごやかムードから一転して危険な様相を帯びる──
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　第三話　美少女が美少女ゲームを作る
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　さて翌朝。


　皆みんなを二階の座ざ卓たくに座らせると、先せん輩ぱいは腰に手を当てて元気良く宣言した。


「おはよう諸君！　それでは今日から本格的にギャルゲー作りを始めるぞっ！」


「あー……。ギ、ギャルゲー？」


　俺は眠ねむい目を擦こすりながら言う。


　同人ゲームと言うから何かとは思っていたが──そうか、ギャルゲーを作る気だったのか。もっと驚いた方が良いのかもしれないが、昨夜の出来事のせいで感覚が麻ま痺ひ気味だ。


　他の皆はどうかと言うと、好こう奇き心しん丸出しの様相で、みつけちゃんも苺いちごもかへらへも互たがいを肘ひじで突つつき合い、ギャルゲーギャルゲーとはしゃいでいる（多分ノリで騒さわいでいるだけ）。


「ギャル、ゲー？」


　一人だけ訝いぶかしげに細い眉まゆを顰ひそめているのは水みず谷たに詩し緒お里りだった。


「何よ、それってまさか……エッチなゲームの事？　ちょっと、涼すず風かぜさん！　そういう事なら全力で妨ぼう害がいさせてもらうわよ！　うら若き乙女おとめが変態ゲームを作るだなんて、生徒会的には絶対に看過できないわ！　涼風さんの破は廉れん恥ち娘むすめ！　恥はじ知しらずの淫いん獣じゆうっ！」


　喋しやべっているうちに興奮してきたのか、ガタンと立ち上がる詩緒里に向かって俺は言う。


「落ち着け、詩緒里。お前ちょっと語ご彙いが豊富過ぎるぞ。あと、ギャルゲーってのは単に可愛かわいい女の子が出てくるゲームの事だよ。必ずしもエロい物とは限らない」


「え？」詩緒里はキョトンとした。「そうなの？」


「そうだよ。成人向けゲームを意味する言葉じゃないらしい。普通に家庭用コンシユーマゲーム機でも出てるギャルゲーとかあるしな」


「ふ、ふーん。何だかよく解わからないけれど……そうなんだ。柊しゆう一いち君ってエッチなのね！」


「何で俺がエッチだ！」人の話を聞いてなかったのか。


「だ、だって詳くわしいんだもの……」


「吉よし村むらがいつも言ってるから、自然に覚えちまったんだよ」


　俺は家庭用ゲーム派だが、友人の吉村は大のパソゲー派だ。ギャルゲー、美少女ゲー、萌もえゲー等々、どう違ちがうのか自分でも判断不能のゲームを大量にプレイしており、それらはシステム的には概おおむねノベルゲーという範はん疇ちゆうに分類される。


　これは昔から脈々と続くジャンルで、遡さかのぼれば紙かみ芝しば居いにまで遡れるかもしれない。つまり画面に絵と文章を表示し、その場面に合わせたサウンドを再生するという物だ。


「アクションゲームとかは専門技能が無いと作るのが難しいんですよ。プログラムで思い通りに物体を動かすのは大変なんです。ボクも昔作ろうとして断念した事があって……」


　地味に色んな物を作るのが好きなみつけちゃんが口を挟はさんだ。


「物作りにおいて技術的な敷しき居いが低いのは重要な事なんです。ノベルゲーは絵とお話をきちんと書ける人さえいれば、アクション系より作りやすいと思いますよ。作製ツールもネットで無料配布されていたりしますから、ボク達高校生が夏休み期間に作るのには意外と向いてるんじゃないでしょうか……」


　キャラが跳とんだり跳はねたり敵を踏ふんづけたりしながらゴールへ突き進む──ああいったゲームは単純そうに見えるが、実は作るのが非常に困難との事だった。無論、せしる先輩なら一人で容易にプログラムできそうだが。


「という訳で、ギャルゲーなのだよ！」


　みつけちゃんの解説に便乗する形で先輩が言った。


「プログラムはわたしが担当しよう。そして、ストーリーも既すでに考えてある」


　見たまえ──バンッ！


　と、自分の口で効果音を言いながら、先輩は薄い小冊子を座卓の上に置いた。


　プリンタ用紙を数枚ホチキスで留めた物で、どう見てもお手製だ。表紙には『超ちようせしる脚きやく本ほんその１』と書かれている。


「うわ……事前にこんなの作ってたんですね。マメだなあ」


　呆あきれると言うか、感心すると言うか。《その１》という事は当然《その２》もあるのだろう。表紙に今日の日付が入っているから、続きは明日あしたにでも渡わたす予定なのかもしれない。


　俺達を驚おどろかそうとホクホク顔で準備する先輩の姿が脳のう裏りに浮うかび──桜色の唇くちびるを綻ほころばせてハミングしている──それが思いがけず可愛くて一いつ瞬しゆん萌もえた。非常に不覚である。


「ウフフッ、君を楽しませるためならわたしは手間は惜おしまないよ。言うなれば昨夜作ってもらった料理と同じさ。その一手間を惜しむかどうかで、料理の美味しさは劇的に変わってくる。わたしは常につまみ食いに備えて、全力で女の味を高めているのだよ！」


「はいはいはいっと」


　変態発言はいつものようにスルーさせて頂く。とは言え──


「絵は？」


　俺と同じ疑問を素そ朴ぼくに言ったのは苺だった。


「ノベルゲームで一番大変なのは絵だと思うの。あれって量が必要でしょ」


「確かに」何十枚も必要に思える。「なあ、みつけちゃん。ああいうのって一枚描かくのにどのくらいかかるんだ？」


「うーん、そうですね……。ボクの場合、背景有りのちゃんとしたカラーイラストなら、描くのに専念しても一枚二週間くらいかかるかも……」


「そんなに大変なのか！」


　とは言え、よく考えれば妥だ当とうなのかもしれない。絵心の無い俺の場合、美術の時間に同じ事をしろと言われたら、一学期費ついやしたところで一枚も完成できない気がする。


「でも困ったな。他に絵が描けそうなヤツはいないし……」


「ふんふん、絵については心配無用だよ。画期的なアイデアがある！」


　何だ何だ？　俄にわかにきな臭くさくなってきた。著作権フリーの絵でも準備済みなのか。或あるいは画期的なグラフィック自動作制システムでも発明したのか？


　しかして先輩は不敵な目をして言った。


「写真を使う！」


　え……？
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　と、ここで時は昨夜に遡る──


　俺は夕食にカレーとセロリのサラダを皆に食べさせ、後片付けを終えて寝室のドアを開けたのだが、そこで見たのは裸はだかでベッドにうつ伏せになっている水谷紫し音ね麻まの姿だった。


　肘をついて挑ちよう発はつ的な瞳ひとみを俺に向けている魔ま性しよう系美少女──初めて会ったあの日のように彼女は俺のテリトリーへ忍しのび込み、密ひそかに待ち受けていたのだ。


　紫音麻は言った。


「柊一君、わたしとも『恋愛勝負』しましょうよ」


「何を言ってるんだ、お前？」


　邪じや険けんにあしらうと紫音麻はしなやかに立ち上がった。タオルケットが肢し体たいを滑すべり落ち、俺の肌はだは一いつ瞬しゆんゾクリと粟あわ立だつが、紫音麻は悪戯いたずらっぽくピンク色の舌を出す。


「なあに、そんな怖こわい顔して。ちゃんと水着を着ているわ。あ、もしかして期待しちゃったのかしら？」


（……相変わらずだな、こいつ……）


　俺はギリッと唇を嚙かむ。流石さすがは悪わる知ぢ恵えの働く女。生まれたままの姿かと思いきや、タオルケットや巧こう妙みようなポーズでそう見せていただけだった。


　紫音麻は乳白色の肢体を揺ゆらして俺に近づいてくる──


　長い睫まつ毛げに縁ふち取どられた悪女風の瞳に、貴族的に通った鼻筋、波打つ細い銀ぎん髪ぱつは月の魔ま力りよくでも帯びていそうだ。大人びて、どう見ても俺と同い年かそれより年上だが、それでいてどこか甘やかな少女じみた雰ふん囲い気きも纏まとっている。


　ドーナツはクリスピークリーム以外食べなぁい、とかいかにも言いそうな……いや、それはいいとして。


　吐と息いきがかかる程ほどの距きよ離りまで近づき、俺達は睨にらみ合う。互いに一歩も退ひかない。


　と、不意に紫音麻はにんまりと目を細めた。


「ねえ。あなたはわたしと姉さんの躰からだ、どっちが好き？」


「突とつ然ぜん何言うんだ!?」


「わたしの方が肌は白いわ。きっと弾だん力りよくも上よ。確かめてみてはいかが？」


　長い髪かみを搔かき上げ、薔ば薇らのパフュームを漂ただよわせる紫音麻──相変わらず予測できない女だが、確かにスタイルの良さは尋じん常じようではなく、姉に匹ひつ敵てきする程なのだ。


　水着は詩緒里のによく似た黒のビキニだ。髪や躰のあちこちにつけたゴス風の細いリボンがセクシー＆キュート。


「冗じよう談だんはさておき、紫音麻。お前に訊ききたかった事がある」


　本来は姉に訊くつもりだったが、話が早い。一気に核かく心しんに切り込ませてもらう。


「お前と詩緒里は俺とどう関かかわりたいんだ？」


「関わり？　交わりの間ま違ちがいじゃなくて？」


「間違ってるのはお前の倫りん理り感覚だ！」


　相変わらず突っ込みが速いのね、と紫音麻は笑えんだ。そっちも相変わらずだと俺は思う。


「人が真ま面じ目めに訊いてるんだから真面目に答えろよ」


　不意に右の首筋が甘く疼うずいた。あの日の去り際ぎわに紫音麻がキスした箇か所しよだ。浴びせられた台詞せりふが頭に甦よみがえる。


　──わたし、あなたの事を本気で好きになっちゃったかも！


（本気というのは、本当の意味で本気なのか）


（或いは噓うそなのか、得意の駆かけ引きか……）


（真意を訊きたい）


　俺の恥はずかしムービーを盾たてに誘ゆう惑わくしてきた紫音麻だが、前の騒そう動どうが終わった後に残ったのは意外にも姉妹しまい愛あい。彼女は姉である詩緒里が悪い男に弄もてあそばれていないかと心配し、俺を試ためしていたのだ。動機を好ましく感じた俺はそれまでの行こう為いを許した──


　とは言え、紫音麻が捉とらえ所の無い女だというのもまた事実。気になる事ははっきりさせておきたい。


「なあ、どうなんだ？」


「言ったでしょう。わたしはあなたを好きになってしまったの。一人の女として」


「そう……なのか？」


　意外なくらい率そつ直ちよくな返答にむしろ俺が面めん食くらう。


「そうよ。当たり前じゃない。好きじゃない殿との方がたのベッドに入るなんて御ご免めんだわ。こんなに際どい格好をしているのも相手があなただからこそなのよ？」


「や、初対面の時も思い切りうちの風ふ呂ろに入ってただろ……」


「フフフ、あれは作戦だからいいの！　細かい事には拘こだわらないで、柊一さん」


　いつの間にか、さん付けになっている。俺に年下だと知られたせいだろう。


「だったら今までどうしてた？」俺はこめかみを押さえて訊いた。「去り際に意味深な事を言って、一度も連れん絡らくしないってのも……いや、単に学校が忙いそがしかったのかもしれないが」


「考えていたの」


「何を？」


　あなたを好きになった。だから自分の思考を整理する必要があった、と彼女は言う。


「ねえ柊一さん、わたしはあなたという男性を心底好きだけれど、詩緒里姉さんの事も大好きなのよ。だから一時は睫毛をカールさせるのも忘れるくらい、とっても悩なやんだわ」


「それは別に忘れてもいい。て言うか、何を悩んだんだ？」


　すると紫音麻は切れ長の目をパチパチと瞬しばたたいた。数秒、変な沈ちん黙もくがある。


「そうか──。そうよね。あなたにとって姉さんは単なる恋れん愛あい勝負の相手だものね。単に争っているだけだものね？」


「……そうだよ」


　正確には違うが、この場ではそうとしか言えない。紫音麻は軽く溜ため息いきを吐ついた。


「ン、いずれにしても好きだという気持ちに、ある程度の支配欲は付き物だと思うわ。そしてわたしは皆みんなが幸せになれる凄すごいアイデアを閃ひらめいてしまったの」


「何だよ、そのアイデアって？」


　そして彼女は前代未み聞もんの途と轍てつもない爆ばく弾だん発言をした──





「あなたをペットにしたい」





「……は？」


　掛かけ値無しに仰ぎよう天てんした。うっとりした甘い声で紫音麻は歌うように言う。


「わたし、あなたを恋こいの奴ど隷れいに落としてペットにしたいの！　心身共に支配して昼も夜も愛あい玩がんしたい。だって、あなたを水谷家共有のペットにすれば、わたしも姉さんもたっぷり楽しめるでしょう？　姉妹二人で愛しちゃうわ。これならわたしだけでなく、姉さんの気持ちも満たされるし……。ねえ柊一さん、わたしと恋愛勝負しましょう！　わたしが勝ったらあなたはペット。あなたが勝ったら、わたしを好きなようにすれば良いわ！」


「あ、あのなあああああ……っ！」


　何て事を言い出すんだこいつは！


「フフフ、この合宿中にあなたをデレさせるわ。これは宣告よ！」


　今まで動かなかったのはチャンスを窺うかがう意味もあった。意外と身持ちの固い俺が、合宿という非日常的空間で放ほう埒らつになるのを待ち受けていたのだ、と紫音麻は言う。


「って、おい！　どこまでぶっ飛んだ恋愛観かんなんだよ！」


　前々からブレーキの壊こわれた女だとは思っていたが──紫音麻、恐おそろしい子！


「姉さんには秘密にしていてね。あなたをわたしのとりこにしてから教えて驚かせてあげたいのだから」


「待て！　何を勝手な事を言ってんだっ」


「フフフ。それじゃ、また来るわ」


　紫音麻は踵きびすを返して窓辺に近づくと、ガラス窓を開けてひゅんと跳ちよう躍やく。水着姿のまま夜よ闇やみに身を躍おどらせたのだった──





　……そして時は元に戻もどり。


　今現在。


「んー、いいねいいねー」パシャッ、パシャッ！「もっと笑ってー」


「んもう！　充じゆう分ぶん笑っているでしょう」頰ほおがひくひくっ。


　回想から我に返った俺の眼前では、世にも愉ゆ快かいな撮さつ影えい会が行われていた。


　ここは苺の別べつ荘そう、一階の広間──壁かべには画が鋲びようでばかでかい白い布が留めてある。


　カメラを構えているのはせしる先せん輩ぱいで、被ひ写しや体たいは水着の女の子達だ。今は詩緒里の番。


　詩緒里は昨夜の紫音麻に似た黒の水着をつけており、だからつい連想して、長々と回想に浸ひたってしまったのだが。


（妹の紫音麻とも恋愛勝負だもんな……。水谷家は血の気が多い家系なのかも）


（いずれにせよ、それが勝負なら理り屈くつは無用だ。俺は勝つ！）


　俺は決して好戦的な人間ではないが、そこはやはり男だから勝負と名の付くものには闘とう争そう本能が刺し激げきされる。紫音麻が何を仕し掛かけてきても正面から受け止め、そして勝ちたい。


　さておき、この唐とう突とつな撮影会──先輩が言うにはゲーム作りに必要な素材撮影だ。


「写真を使う！」


　先程せしる先輩はこのように説明した。


「ノベルゲーには大量のグラフィックが必要になるのだが、全すべて実物を使うつもりだ。一枚ずつ絵を描かくのは大変だから、写真を加工して使用するのだよ！」


「写真って誰だれの……？」


「不思議な事を訊くんだなあ。我々以外の誰がいるのだね？」


　キョトンと目を瞬くせしる先輩の自由過ぎる発想に俺は呆あきれる。つまりは《実写ノベルゲーム》を作るという事だ。


「画面の描びよう画がは大まかに三段階だ。最初に背景を表示し、その上にキャラクターを描かき、最後にアイコンやテキストの類たぐいを描画する。ふんふん、アイコンは絵が得意なみつけちゃんに用意してもらう予定だが、キャラの素材には我々自身を使うぞっ。スクリプトで色々動かしたいから、写真は沢たく山さん撮とらせて頂くっ！」


　……という訳で、先程からデフォルトの私服姿やイベント用の水着姿をパシャパシャと撮影していたのだった。壁に張はられた白い布は人物だけをトリミングしやすくするための工夫で、スタジオ撮影で言うバックペーパーだ。


　流されている己おのれに納なつ得とくいかない風の詩緒里に向かい、笑って笑ってー、と先輩が促うながしているのはキャラにフェイスアニメをさせるため、喜き怒ど哀あい楽らくの素材が必要だからだそうで。


「いいねいいね、可愛かわいいねー、その表情は最高だよ、しおりん君！　それじゃ、そろそろビキニ脱ぬいでみようか！」


「はい！　わたし脱ぎます──って、何やらせるのよ!!」


「はっはっはっ。しおりん君はノリがいいなあ」


「わ、わたしは仕方無しにやってるだけっ！　あと、しおりんって呼ばないで！」


　先輩は単にカメラマンの真ま似ね事ごとがしたかっただけなのかもしれないが、とりあえず俺達は朝から苺の別荘内で写真撮影をしまくったのだった。
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　さて、いつまでも別荘内でカメラマンごっこをしていた訳ではなく──


　基本的なキャラクターの撮影を終えた俺達は私服に着き替がえて外に出た。画面のバックグラウンドに使う風景写真を撮とるためだ。


「わあ……。今日も凄くいい天気ですねっ」


「にゅひひひ、気分は超ちよう最高ー！」


　みつけちゃんとかへらへが目を細めて笑い合う。この二人は仲が良い。


「朝のひかりが・夏色の・少女達に・ふりそそいで……」


　苺はスマートフォンをぽちぽち突つついて、自作のポエムをツイートしていた。


　まだ朝の九時前だから人は疎まばらで、陽光は眩まぶしく澄すみ渡わたり──非常に撮影に向いているぞ、とせしる先輩はご機き嫌げんである。


　あっちへ行ったりこっちへ来たり。嬉うれしげにカメラのシャッターを切りまくる先輩に先導されて海岸線を歩いた。


　砂すな浜はまや、瀧たき川がわヨットハーバーに停てい泊はくする船せん舶ぱく、薄うすいブルーに燦きらめく海なんかを撮りつつ橋を渡って島の外へ。朝のすばな通りを観光客と逆行するように歩き、竜りゆう宮ぐう城みたいな外観の片かた瀬せ江えノ島しま駅をカメラに収めたところで、


「うむ、大体こんなところかなっ」


　と、せしる先輩が手の甲こうで汗あせを拭ぬぐった。


「基本的な背景素材はこれだけあれば充分だろう」


「後は何が必要なんです？」俺は先輩に訊きいた。


「ボイスだね」


「ボイス？　あうー……何かアイス食べたくなってきた……」かへらへが横で言う。


「解わかりやすい連想だなあ。ホラ、あそこに売店があるぞ」


「ほんとだ！　ＹＥＡＲ！」言われた途と端たんに両手を広げて駆けていった。


「ふんふん、かへらへ君は実に元気が良い。しかし、それでは年という意味になる。正しくはＹＥＡＨ、だね」


　先輩は意外と細かいところに気がつく人でもある。


「さておき、ボイスの話に戻ろう。ＢＧＭやＳＥはフリーの素材を使う予定だが、せっかく実写のキャラを使うのだから、ここは声も当人に演じてもらいたい。脚きやく本ほんも完成している事だし、この辺でボイスの収録といこうか」


「この辺？　どこ？」


「あそこ」


　苺の問いに先輩が指差したのは駅の傍そばに建つカラオケボックスだった。
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　先輩が言うには、今回作るギャルゲーの概がい要ようは青春ラブコメだそうだ。湘しよう南なんの別荘を訪おとずれた主人公の男子高校生を五名の美少女が己の魅み力りよくを駆く使しして奪うばい合うという、どこかで聞いたような物語──


「ふっ。よくある話だからこそ王道ストーリーなのだよ。英語で言うストリーキングさ！」


「や、それ意味が全然違いますからね？　素すっ裸ぱだかで外を走る事ですからね？」


「ん？　似たようなものじゃないのかね」


　……真顔でそんなリアクションを返されても。


　ともあれ、先さき程ほど配られた『超せしる脚本』からストーリー内容を読み取るのは不可能だ。何な故ぜならこの脚本の用よう途とはキャラのボイス録どりに特化した物で、地の文や主人公の台詞せりふは一いつ切さい書かれていない。


　当然と言えば当然だが、長大なシナリオをそのまま印刷して渡されても声優的には困るだけ。言うなればこれは録るべき台詞を抜ぬき出し、キャラごとに並ならべ替かえたリストだ。脈みやく絡らくの無い台詞がずらずら箇か条じよう書がきになっているだけである。


「こ、来ないで」


　詩緒里が言った。


「それ以上近づいたら撃うつわ」


「カット！」


　先輩がぴしゃりとＮＧを告げた。


「しおりん君、もっと感情を込めて言ってくれないかね。思い切り棒読みじゃないか」


「だって恥はずかしいんだもの……」


「恥ずかしい。だからこそ気持ち良い」


「それはあなただけでしょうっ!?」


「や、二人とも落ち着けよ……」


　睨にらみ合う二人を俺は取りなす。そのためにこの部屋に残ったのだ。


　ここは駅の傍のカラオケボックス内──先程せしる先輩が指差した店である。


　部屋は二つ取っていて、俺と先輩と詩緒里がいるのは収録用ルームだ。他ほかの者は出番待ちの間、隣りん室しつで脚本をチェックしている……事になっているが、先程覗のぞいたら歌いまくっていた（かへらへが愉快なモンキーダンスを披ひ露ろうしていた）。


　録音機材は詩緒里が握にぎり締しめているハンディレコーダーと大量のＳＤカード。


　本格的な道具立てとはお世辞にも言えないが、せしる先輩曰いわく、それは目的と手段を取り違ちがえている。後からプログラムで処理すれば、実際に出した声よりも高品質になるそうだ。とりあえずノイズ混入については心配しなくて良いだろう。


「来ないで。それ以上近づいたら撃つわ」


「カーット！　しおりん君、もう少し緊きん迫ぱく感かんを出してほしい！」


　やれやれ、一体何度目になるか。詩緒里の演技はまたもＮＧで、せしる先輩が側頭部をガリガリ搔かき毟むしる。この台詞のどこが『青春ラブコメ』なのかは理解不能だが、今のままでは埒らちが明かないだろう。録るべき台詞はまだまだ沢たく山さんあるのだ。


　どこか拗すねたような、困った顔の二人を見て俺は考える。


（参ったな……）


　先輩は良い物を作りたいから妥だ協きようしないのだろうし、詩緒里は詩緒里で少し意固地になっている部分があるのかもしれない。彼女の立場からすれば、普ふ段だん敵対している相手にいつの間にか協力させられているという不本意な事態なのだ。気持ちは解る。


　でも残念だ、と俺は溜ため息いき混じりに思う。詩緒里は声も可愛いし、感情表現も豊かだから、本気を出せば一発でＯＫが出る筈はずなんだが……。


　と、いきなり詩緒里がピーンと背筋を伸のばした。


「わたしの声が可愛いですって!?」


「うげ！」


　俺は思わず赤くなる。無意識のうちに思考を声に出していたらしい。


「い、いや、何でもないんだ！　ちょっとした言葉の綾あやというか！」


「ふ、ふーん、可愛い声……か」


　詩緒里は赤くなり、ドヤッと微び妙みように味のある顔をした。


「言われてみればそうなのよね。わたし、声には結構自信あるのよ。歌も好きだし、小学校の合唱コンクールでは喉のどから血が出るまで歌って、見事クラスを優勝に導いたわ」


「美談……にしては重いな、そのエピソード」


　努力家過ぎるだろう、小学生時代の詩緒里さん。


「降りしきる雨の中、荒あら波なみに向かって何度も何度も声を張り上げて……」


「いや、そこは別に掘ほり下げなくていいよ！　必殺技わざの特訓じゃないんだから！」


「そ、そう言えばそうね！」


　わたしったら何言ってるのかしら、と言って詩緒里はコホンと咳せき払ばらいする。


「ン、良いわ。せっかくの機会だもの。努力の果てに身につけた、完かん璧ぺきな女の凄すごみという物をあなたに見せてあげる！」


　言い終えた途と端たん、詩緒里はギクッと身を強こわ張ばらせた。何が起こったのかと俺まで一いつ瞬しゆんギョッとするが、それは詩緒里の役作り──


　悲ひ壮そうな顔ながらも果か敢かんに銃じゆうを構え、恐おそれと闘とう志しが入り交じる絶ぜつ妙みような雰ふん囲い気きを醸かもし出す。


「こ、来ないで！　それ以上近づいたら撃つわっ！」


　凄い演技力だ。目にうっすら涙なみだを溜めて、完全に役に入り込んでいる。


「お願い、ジャック。この銃を撃たせないで！　あなたを殺したくないのよっ」


　しかしこれはどういう状じよう況きよう下かの台詞なんだ……？


　頰ほおをポリポリ搔く俺の眼前で、詩緒里は自分の世界に浸ひたりまくった名演技を重ねる。


「うむ、オーケーッ！」


　やがて先せん輩ぱいが嬉しげに立ち上がり、ぱちぱちと拍はく手しゆした。


「素晴らしいよ、しおりん君！　わたしが君に望んでいたのはまさにそれだったのだよ！」


「任せてくれる？　わたしが本気を出せばざっとこんな物よ」


　得意げに栗くり色いろのサラサラ髪がみを搔き上げる水谷詩緒里。言いたい事は多々あるが、完璧系美少女の面目躍やく如じよという事にしておこう。


　それ以降の収録は滞とどこおりなく進行した。


　全員分のボイスを録り終え、俺達はカラオケボックスを後にする。


　かくして絵を撮り、音声を録りと、一通りの素材は揃そろった。


「後はわたしに任せてくれ！」


　別べつ荘そうに戻もどると、せしる先輩はノートＰＣに向かい、水を得た魚の如ごとく作業に取りかかった。収録したデータを取り込み、凄い集中力でキーボードを打ちまくって──


　結果、できあがる物はまさしく俺達の度ど肝ぎもを抜く。




　第四話　カミルレ＆ダニエルデロンダ
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　合宿三日目の朝を迎むかえた。朝食もそこそこに別荘二階の座ざ卓たくの前に集まった俺達は今、せしる先輩の周りで啞あ然ぜんとしている。


「……凄い」と苺いちご。


「やるじゃない」と詩し緒お里り。


「流石さすがとしか言いようがないです」とみつけちゃん。


「昨日の今日で、もうできちゃったんだねー！　さっすが、せしるん！」とかへらへ。


「はっはっはっ」


　と、笑うせしる先輩の背中越ごしに、俺達は座卓に置かれたノートＰＣのモニタを見つめていた。


　映っているのはせしる先輩が作ったゲームのタイトル画面だ。


　湘しよう南なんの砂すな浜はまに『せしるＨｅａｒｔ』というロゴが浮うかび、キラキラと夏の陽光が明めい滅めつしている。写真をそのまま使うのではなく、照明効果に似たフィルタ処理を加えているようで、独特の綺き麗れいさがあった。バックには打ち寄せる波音のＳＥがざざーん、ざざーんと流れていたりしてそれっぽい。


「昨日ボイス収録した部分までしか作っていないが、とりあえず遊べるようにしてみたのだよ。基本システムはできたから、後は絵と音の素材リソースを随ずい時じ追加していけばいい」


　この手のプログラムは一いつ旦たん基本構造を作ってしまえば後は楽なんだ、と先輩は言う。


「とは言え、それを一日でやってしまうあたりが先輩らしいと言うか……。でもこの光のキラキラとか綺麗だなあ。どうやって作ったんです？」


「それは勿もち論ろんパーティクル制せい御ぎよだよ！　光や爆ばく発はつや流体といった形状のあやふやな物を描びよう写しやする場合、パーティクルと呼ばれる小さなオブジェクト群──３Ｄ空間の場合は極ごく小しようの板ポリゴンに相当するそれを発射口エミツタごとに制御するのが効果的なのだが、このパーティクルシステムはわたしなりの改良によってほぼＣＰＵの処理をくわないようになっている！　つまりは想定される三次元的事象を二次元的にカスタマイズする事により……」


「や、その辺でいいっすー！」


　そんなに詳くわしく説明されても俺は別にゲームクリエーターを目指している訳ではない。とりあえずエフェクト一つにも大変凝こっているという事は理解した。


「何にせよ、遊んで楽しいかどうかが全すべてだよ。さあ柊しゆう一いち君、プレイしてみてくれ！」


「じゃ、遠えん慮りよなく」


　ぽちっとな。


　俺がマウスをクリックするとメニュー一覧が表示された。コンフィグやオプションも完備されているようだが、まずは最初から遊ばせてもらおう。


　ニューゲームを選ぶと画面がフェードして黒くなり、こんなテキストが表示された。





　それは俺、日ひ野の柊一と美少女達が織り成す一夏の恋こい物語……。





「って、ちょっとおーっ！　俺の名前をデフォルトにしないでくださいよ！」


「ウフフッ。良いじゃないかね、細かい事は」


　益やく体たいも無いやり取りをしている間にもテキストは次々表示されていく。


　何でもこのゲームの主人公である俺ではない『日野柊一』は、花も恥じらう十五歳の男子高校生だそうで、その甘いマスクと肉体はあらゆる女を魅み了りようしてやまない。だからして五人の美少女に一方的に求愛されているらしいのだが──先輩が作ったギャルゲーなのだからここでは突つっ込みを入れず、そういう世界観なのだと割り切ろう。


　俺はマウスをクリックしてナレーション的な文章を進めていった。





　夏です！


　部活の合宿のため、湘南にやってきた俺は密ひそかに決意していました。


　この夏こそ、五人の美少女の中から運命の一人を選ぶゾ！


　俺達、いま青春してます！





「なーんか酸すっぱい語り口調ですね……」背中が痒かゆくなってきた。


「ウフフッ、気にしない気にしない。ゲームなんだから」


「そりゃまあそうなんですが」


　自分の名前だと妙みように気になるのだ。俺は酸味を堪こらえてマウスをクリックする。





　ところが別荘に向かう途と中ちゆう、俺はとんでもない事に巻き込まれてしまうんです。


　それは何と──


　血みどろの戦い！





「今何て言った!?」


「戦い？」


「血みどろの戦い!?」


「これ、何のゲームよ!?」


「まあまあ、先に進めてくれたまえ。ゲームはここからが本番なのだよ！」


　先輩の不ふ穏おん発言に促うながされてクリックすると、画面がワイプして切り替かわった。


　湘南の海岸線と俺の写真を使ったキャラクターが唐とう突とつに表示され、思わず啞然。画面構成がまるでギャルゲーではなかった。妙に陽気なラテン系のＢＧＭが流れているし、何と言うかこれは──


　と、不意に画面下からテキストウインドーがせり出してきた。





　柊一「別荘はここからずっと右だ。ジャンプで穴を飛び越こしながら進んでいこう！」





「横スクロール!?」


「まさかの横スクロールアクションかよ！」


「その通り。いきなり恋れん愛あいパートでは味気無いからね。ギャルが登場する場所まで辿たどり着くのをプロローグにしてみたのだよ」


「……また無む駄だに豪ごう華かなプロローグを作ったもんですね！」


　それで誰だれが得をすると言うのだ。


　ともあれ、主人公はマウスのポインタを合わせた箇か所しよに向かって移動するらしい。先輩がプログラムしただけに操作性はやたらと良く、それが見た目のシュールさとミスマッチだ。画像に部分的な拡縮や変形を加え、極きわめてリアルな歩行アニメーションを実現している。画面内の『柊一』が海岸線をトコトコ歩くのを俺は相当微び妙みような気分で眺ながめた。


「地形もちゃんと歩けるようになってるし……。凄いですよこれ。無意味に凄いです！」


「ウフフッ、お褒ほめの言葉をありがとう。当コたリりジ判ヨ定ンは風景の見た目に合わせて手打ちで作ったのだが、道路だけを歩けるようにするのには少々工夫が必要だったよ。それより柊一君、呑のん気きにしていて良いのかい？　早さつ速そく敵がやってきたようだぞ？」


「敵……って、うわあ！」


　何じゃこりゃああ!?


　右方向から異様なキャラがゾロゾロと歩いてくる。


　ガチムチの大男だ。例によって写真を使用した──どれも全部同じ顔である。


「って言うか、これ！」


　……生徒会長の剛ごう田だ隆りゆう介すけじゃないか！


「はっはっ。合宿前に撮とらせてもらっていたのだよ。その剛田君達は全て敵だからね」


「生徒会長に何て事してんだ！」





　剛田「俺だって辛つらいんだ！」





　だよなー。


　折しも表示された台詞せりふに俺は大いに頷うなずくが、しかし同情している暇ひまは無い。近づいてきた剛田の一人が画面内の『柊一』に組み付いたからだ。そして組んだまま──


　何故か腰こしをクネックネッと振ふり始めた。


「ち、ちょっと先輩っ、何すかこれ！　凄すごいヤな感じの動きしてるんですけど！」


「それは《モーション》をかける予備動作だよ」


「何!?　モーションって何!?」


「直訳すれば『動作』。このゲームでは『技わざ』を意味する。剛田君は主人公に組み付くと色っぽい動きをするのだが、それはフェイントなのだよ。隙すきを見計らって腰を落とそうとするから、こちらもそれに合わせるのだ。タイミング良くマウスをダブルクリック！」


　剛田が腰を落としたので、俺は咄とつ嗟さにその通りにした。かちかちっ。すると──





　柊一「でぃーやっ！」





　ベチッ！　プロレス技で言うボディスラムだ。画面内の『柊一』は剛田を軽々と持ち上げて地面に叩たたき付けた。





　剛田「オアアァーッ……」





　背中を路面に強打した剛田は断だん末まつ魔まの声をあげ、明滅しながら消えた。


「一発でやられるのか、生徒会長……」


「投げた時の感かん触しよくが割と気持ち良いだろう？」


「ベチッとね。いや確かによくできてますが」


　操作の爽そう快かい感かんはともかく、このゲームあまりに自由過ぎる。本人が見たら逆上しそうだ。


　剛田は他ほかにも大勢いて、現れる端はしから次々と『柊一』に群がっていった。


「クソッ、数が多過ぎる。何とかできないんですか、せしる先せん輩ぱいっ！」


「あそこを見たまえ、柊一君。電信柱の陰かげに何か落ちてないか？」


「ん？　言われてみれば……」


　変な物が落ちていた。小さくてよく見えないが、鉢はち巻まきのようだ。


「あれはアイテムなのだよ。取ると自キャラがパワーアップするぞ」


「うげ、ほんとだ!!」


　鉢巻に触ふれた途と端たん、『柊一』が赤い鉢巻を身につけたのだ。体も心なしかでかくなった。


「その状態でマウスをダブルクリックしたまえ。強力な《モーション》が出せる」


　半ば自や棄けになりながら俺はその通りにした。かちかちっ。すると──





　柊一「はどーけん！」





　その瞬しゆん間かん、『柊一』の掌てのひらから青白いエネルギーの塊かたまりが迸ほとばしった。


　格かく闘とうゲームにはしばしば飛び道具が存在するが、この技の規模は半はん端ぱじゃない。画面の大部分を埋うめ尽つくす凄すさまじいエネルギー波が剛田軍を根こそぎ消滅させる。





　剛田「オアアァーッ……」


　剛田「オアアァーッ……」


　剛田「オアアァーッ……」





「……この主人公、強いな！」


「強すぎますよっ！」


「剛田さん軍団があっという間に！」


「クルックー！」


　口々に突っ込みを入れる皆みんなを傍はた目めに、せしる先輩は両手を腰に当てて高笑いしている。先輩は基本的にサービス精神旺おう盛せいなのだ。……過か剰じようとも言うが。


　かくして強力な技を得た主人公はほぼ無敵状態となった。剛田軍を蹴け散ちらし、時折冗じよう談だんのように地面に設置されている《穴》をジャンプで飛び越え、着々と右に進んでいく。


　やがて別べつ荘そうに到とう着ちやく──


　ここで再び画面がフェードして切り替わった。


　玄げん関かんのグラフィックが表示され、横から滑すべるように詩緒里が出てきた。例の、写真を使った詩緒里だ。ＣＧと実物の中間みたいに見える処理がかけられており、綺き麗れいだ。


「な、何だかこうして画面で見ると恥はずかしいわね」


　詩緒里は赤面しているが、満まん更ざらではない様子。


「でも……可愛かわいいわ」


　俺もそう思う。口には出さないけど。


　表示されているアイコンやテキストウインドーはみつけちゃんが描かいた物で、こちらも非常に高品質だ。ようやく正統派ギャルゲーと言うべき画面となり、俺は安あん堵どの息を吐はく。先さき程ほどまでのゲーム内容があまりに殺さつ伐ばつとしていたから、見ているだけで心が和なごむのだ。


　そして会話が始まる──





　詩緒里「遅おそかったじゃない、柊一君」


　柊一「道が混んでね」


　詩緒里「まあ、素す敵てきなユーモアのセンス！　あなたって最高ね！」





「何それ!?」


　詩緒里が突つっ込んだ。


「『道が混んでね』？　どういうセンスなのよ！」


「いや、『あなたって最高ね！』も大たい概がいだろ……」


　色んな台詞を収録したが、こう使われるとは。


　やはり先輩の感性は計り知れない。いや、思い返せば確かに道は混んでいたけれども。


　ちなみに世の大半のギャルゲーと同様、主人公の『柊一』に声は無く、詩緒里だけがテキストに合わせたボイスを発している。音声に合わせてリップシンクさせたりして、先輩のプログラムはここでも無駄に芸が細かかった……が、とりあえず先に進めよう。


　マウスをクリックすると画面内の詩緒里がピョンと飛び跳はね、新たな文章が表示された。





　詩緒里「ところで柊一君、長旅疲つかれたでしょう。ご飯にする？　お風ふ呂ろにする？　それともわ・た・し？」





　１・ご飯


　２・お風呂


　３・わたし





　ったく、ありがちな展開だなあ、と苦く笑しようしつつ俺は選せん択たく肢しをクリックしにかかる。


「ここは無難に１にしとこう」


　すると先輩がはっとした表情で制止した。


「待ってくれ柊一君！　ここにはちょっとしたギミックを仕込んでいるのだよ。現実のコミュニケーションと同様、人は質問に対する答え方でも言外の意思を表現できる。試ためしに３の選択肢にカーソルを合わせようとしてから、１を選んでくれないか？」


「合わせようとしてから？」意味が解わからなかった。「それ、何の意味があるんです？」


「ウフフッ、試してみれば解る」


　仕方無いので先輩の要望を聞く事に。


　俺は３の『わたし』を選ぼうとしてから、フェイントのように素早く１の方向にマウスカーソルを動かした。その刹せつ那な──





　詩緒里「んもう、焦じらさないでヨ！」





「え!?　反応した!?」俺は驚おどろいた。


「ふっふっ、選択肢が出る場面では、選択に要する時間やマウスの微び妙みような動きを感知するように思考ルーチンを組んである。意外な箇か所しよでのリアリズム……これが男女の駆かけ引きという物なのだよ。焦らしたり、ヤキモキさせたりしながら情じよう欲よくを搔かき立てるのさ！」


「……何という無む駄だなリアル！」


　ありがちどころか斬ざん新しん過ぎる──このギャルゲー、芸が細かいというレベルではない！


　さておき、画面内の詩緒里を『焦らした』せいだろう。何も選択しないうちにテキストが勝手に進み、あたかも会話のように新たな場面が展開された。……この詩緒里はかなりのせっかちさんだ。





　詩緒里「いいから。わたしの事がその、好きなんでしょう？　正直に言いなさいよ」





　１・どうして解ったんだ？


　２・そんな事は思ってないよ


　３・な、に、を……ラブコメみたいな事を言ってるんだあああ！　詩緒里いいいい！　好きとか嫌きらいとか、そんな感情は、迸る濁だく流りゆうの如ごとき俺の愛の前ではちっぽけな物なのだああああっ！　俺は！　お前が！　欲ほしい！　必ず娶めとる！　いいか、必ずだッ！　ウェディングドレスを着たお前をお姫ひめ様さま抱だっこして、日本中を練り歩いてやるからなあああ！





　思わずポカーン。……何なんだ最後の選択肢は？


　他は割合まともだが、３だけがあまりにカオス過ぎるだろう。無論、お遊び的なネタの選択肢なのだろうが──


　しかし禁じられた事程ほどしたくなるのが人間心理の常で、俺はつい３を選んでしまう。


　カオスな台詞せりふを画面内の『柊一』が口にした途端、詩緒里の顔が恐きよう怖ふに歪ゆがんだ。





　詩緒里「こ、来ないで！　それ以上近づいたら撃うつわっ！」





　ここでその台詞に繫つなげてきたか！　と俺は思う。流石さすがは先輩、虚きよを衝つく構成力だ。





　詩緒里「お願い、ジャック。この銃じゆうを撃たせないで！　あなたを殺したくないのよっ」


　柊一「誰だれがジャックだ！」


　──ＢＡＮＧ！





　不意に銃声が響ひびき、画面の上から赤い液体がタラタラ流れてくる。文章が表示された。





　柊一「いくら好きでも、相手への優やさしさを忘れたら恋れん愛あいとは言えないよね。俺、最初から飛ばし過ぎちゃったのかナ？　ウオオ、意識が薄うすれていく……ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ」





「……あのなあ！」


　それは死に際ぎわに言う事じゃないだろう。何が『飛ばし過ぎちゃったのかナ』だ……。


　真っ赤に染まったＰＣのモニタを前に俺はジト目になっていたが、先輩はいかにも『名台詞を言ってしまった！』的に翠すい玉ぎよくの双そう眸ぼうをキラキラさせている。


「や、これ別に良い話じゃないですからね？　要はどぎつい変態発言した挙げ句、射殺されただけですからね？」


「その通り。この結末でわたしが表現したかったのはそれなのだよ！　愛と死！　青春の光と影かげ！　命短し、恋こいせよ変態！　人は生きている限り、精せい一いつ杯ぱい誰だれかを愛さなければいけないのだ。そういった、ある意味非常に文学的で崇すう高こうなテーマを……」


「いや、のっけからヒロインに射殺されても何も伝わりませんよ！」


「そうかね？」顎あごを摘つまんで首を傾かしげる。「そんな事は無いと思うが」


「そんな事あります！　とは言え……全体的には凄すごいと思いました。カオスな部分は多いけど、単純に面おも白しろかったし。何よりこれ、技術的にも半端じゃないっすよね？」


　にこーっ。せしる先せん輩ぱいは陽ひだまりの仔こ猫ねこみたいに目を細めた。


　じゃ仕様変へん更こうしましょうか、と俺はボリボリ頭を搔いて言った。


「無駄にボリュームのあるプロローグはスキップ可能にしましょう。あと、間ま違ちがった選択肢で即そくゲームオーバーってのも無しで。それだけで随ずい分ぶん印象が変わる筈はずですよ」


「成程。ライトユーザーの事も考こう慮りよに入れろという事だね？」


「ライトユーザー？　まあ……そうですかね。普ふ通つうの人と言うか、常識人と言うか」


「うん、柊一君が望むのならそうしてみよう」


　アドバイスありがとうと朗ほがらかに言い、早さつ速そく先輩はプログラムの修正に取りかかった。


　そう、元々の技術レベルは高いのだから、ちょっとアレな箇所を直すだけで相当なクオリティになるだろう。最初は乗り気じゃなかったゲーム制作だが、ここにきて妙みように楽しみになってきた。完成版を見たいし、せしる伝説に新たな一ページが加わるかもしれない。


　座ざ卓たくのＰＣに向かい、うきうき顔でキーボードを打ちまくる先輩の邪じや魔まをしないよう、俺達は静かに立ち上がってその場を離はなれた。


　皆に冷たい緑茶でも淹いれてやろうと思って一階に向かう。


「あら？」


　階段を下りながら不意に詩緒里が言った。


「その手首どうしたの、柊一君？　何かアザになっているようだけれど」


「ん？　あ、これはちょっと……」


　俺は段の上にいる詩緒里から手首が見えないように隠かくした。かへらへ達はその間にトコトコと階段を下りていく。


「ちょっと、何なの？」


「別に」俺はさりげない口調で言う。「虫にでも刺さされたかな。とにかく何でもないんだ。心配してくれてサンキュー」


「べ、別にあなたの事を心配した訳じゃないわよっ」詩緒里はカッと赤くなった。「単にわたし、救急セットを持ってきているから、使う機会があったら使いたいだけっ。恋愛勝負のアピールをしたいからよ！　それだけなんだからっ」


　そこで立ち止まられると下りられないわ。早く進んで、と彼女はツンとして言う。


「解ったよ」


　と、言いながら俺は昨夜の事を思い出していた。微かすかに身み震ぶるいしたのは味わった戦せん慄りつが甦よみがえったからだ。この痣あざができる契けい機きとなった危険な出来事、それは──





　　　　２




　俺は霊れい感かんも無ければ幽ゆう霊れいも信じていないし、金かな縛しばりにあった事もない。だが昨夜だけは流石に全身が総毛立った。


　皆みんなが寝ね静しずまっていたから時刻は真夜中だ。


　その時、俺は別べつ荘そう一階の寝しん室しつで眠ねむっていたのだが、微睡まどろみの中でふと違い和わ感かんを覚えた。


　よく解らないが、何か変だ。半覚かく醒せい状態のまま、俺は寝返りを打とうとする。


　打てない。


（参ったな……。これが噂うわさの金縛りってやつらしい）


　俺は意志の力で覚醒し、事態の詳しよう細さいを見極めようとした。ゆっくりと目を開き──


　そして愕がく然ぜんとする。


　窓から射さす月光に照らされた薄うす暗ぐらい部屋の中、俺はベッドに仰あお向むけで両手両足を広げているのだった。Ｘの字みたいな格好だが、そのポーズは己おのれの意思による物ではなく。


「って、おい！　何の真ま似ねだ！」


「フフフ、起こしちゃったかしら。御ご免めん遊ばせ！」


　一挙に目が覚めたのは、薄うす闇やみの中で水みず谷たに紫し音ね麻まがベッド脇わきに立ち、妖よう艶えんな笑えみを浮うかべていたからだ。そして俺は手首足首に縄なわを掛かけられ、パイプベッドの四よ隅すみの柱に拘こう束そくされている。ここまでされるまで気づかないとは不覚中の不覚だ。着ていたパジャマは既すでに脱ぬがされ、黒のボクサーパンツしか身につけていなかった。


「柊一さんって、凄くいい躰からだしてらっしゃるのね。本当に素す敵てきよ。肌はだが瑞みず々みずしくて、それでいて筋肉がぷりぷりしているし」


「悪かったな！」


　いや、そんなにぷりぷりしてないと思うけど──と省かえりみている場合ではない。これはいわゆる服装格差だ。俺は裸はだかに近いのに向こうは服を着ているから、微妙に屈くつ辱じよく的である。


　闇やみの中で月光を浴びている紫音麻は例によってゴシックファッション。細いリボン付きの涼すずしげなブラウスに、細かいフリルで縁ふち取どられたミニスカートを穿はいていた。


「やれやれ、性格通りの小悪魔っぽい格好しやがって……」


「早く脱がせたいでしょう？」


「誰が！」俺は鋭するどく言った。「いいからこの縄を解けっ」


「イーヤ」


　悪戯いたずらっぽく笑むと、不意に紫音麻はするりとベッドに入り込んできた。俺の両足の間に膝ひざをつき、そっと太ふと股ももに触ふれてくる。その瞬しゆん間かんゾクッ──


　不覚にも全身に鳥とり肌はだが立つような快感を覚えた。紫音麻は掌てのひらで俺の太股を撫なで回す。


「ンー、いいわぁ……」


「お、おい！　やめろ！」


「すべすべよぉ……」


　紫音麻の瞳ひとみは熱を帯び、頰ほおも赤く染まっている。呼吸も速いから興奮しているのだろう。とは言え、分ぶん析せきしている余よ裕ゆうは俺にも無い──


　いきなり彼女が位置を変え、俺の躰に跨またがってきたからだ。


「よいしょ……」


「うおああ!?」


　紫音麻のヒップが俺の下腹部を圧あつ迫ぱくして潰つぶし、一瞬息が詰つまった。


　俺の臍へそに跨がったまま紫音麻は躰を左右にくねらせ、腰こしを押し込むようにぐんぐん体重をかけてくる。布地に包まれた釣つり鐘がね型の胸が激しく揺ゆれていた。


「いい加減にしろっ……！」


　俺は拘束する縄を力ちから尽ずくで解こうとしたが──クソッ！　余程きつく結んだらしく、ベッドのパイプが軋きしむだけで解けない。無駄な抵てい抗こうを嘲あざ笑わらうかのように紫音麻は俺の胸に掌をつき、胸骨の形を確かめるように這はわせる。この妹、まさに魔ま性しようだ。


「クッ……。紫音麻、お前は何がしたいんだ！」俺は下から紫音麻を睨にらみ付けた。「こんな真似はやめろ。お前は俺と恋愛勝負をするんだろうっ？」


「そうよ。お手合わせして頂きたいわ。わたし、あなたと恋愛勝負がしたいの」


「だったら！」


「ただし、大人の恋愛勝負よ」


「……何だって？」


　啞あ然ぜんとする俺に跨がったまま、紫音麻は頰を上気させて語った。


「わたしは姉さんとは考え方が違うわ。大人の男女の恋愛は近接戦せん闘とうよ！　躰ごとぶつかっていく事に意味がある。そう、躰を重ねれば心は後からついてくるわ。大人の恋愛は既き成せい事実を作ってしまえば勝ちなの。柊一さんは大人だから意味がお解わかりでしょう？」


　物凄い事を言っていた。


　要は色いろ仕じ掛かけで俺を落とそうという事らしい。


「……お前、中学生だよな？」俺はボソッと言った。「て言うか、本当に中学生か？」


「ええ、若わか鮎あゆみたいに生気溢あふれる正真正しよう銘めいの中学二年生よ。スリーサイズ聞きたい？」


「聞きたくない」


「上から83、56、82……」


「俺の返答に関係なく言うつもりだっただろ！」確かに抜ばつ群ぐんのスタイルだが。「年上の男を舐なめてると、生徒指導の先生に言いつけるぞ！」


「あなたって意外にユーモアのセンスがあるのよね。でも、いつまでそうやって余裕ぶっていられるかしら？」


　紫音麻がどこか意地悪そうに双眸を細めた。──危険な香かおりが漂ただよう。


　不意に彼女はするりと俺の躰から離れてベッドの横に移動した。四よつん這ばいになり、絹糸みたいな髪かみをサラサラ零こぼして、小さな顔を俺の胸むな元もとに近づける。


　妖艶な上うわ目め遣づかいで俺を見た。


「ねえ柊一さん、好きな人の躰をペロペロしたいと思った事はない？　美お味いしそうな躰にたっぷり舌を這わせたいと考えた事はないかしら？」


「アホか！　ある訳ねーだろ！」


「そう……」


「！」


　いきなり紫音麻は、ペロッ。


　俺ははっと目を見開き──


　それから砕くだけんばかりに強く歯を食い縛しばった。ギリギリと奥歯が軋む。


　……その通り。彼女は俺の返答がどうあれ、最初からそれをするつもりだったのだ。


「フフフ、良い反応をしてくださるのね！　最高よぉ。堪たまらないわぁ、柊一さん！」


「この不純異性交遊娘むすめ！　こんな事で俺をペットにできると思うな！」


　強気な態度が気に障さわったのか、それから紫音麻は拘束されて動けない俺に容よう赦しやなくチロチロと舌を這わせた。色んな意味で男を舐めている。俺は手首足首の縄を外そうと奮ふん闘とうしたが、余よ程ほど念入りに縛ったらしく解ける気配は無い。


「ペロッ……。ところで柊一さん、この合宿を企き画かくした涼すず風かぜさんという人の事だけれど」


「せしる先輩が何だって言うんだ？」


「そうそう、先輩なのよね」紫音麻は口こう端たんを持ち上げた。「あなたとその先輩って、どういう関係なのかしら？」


　唐とう突とつに何を言い出すんだ？　俺は一瞬答えに詰まる──が、


「姉から聞いてないのか？　俺とせしる先輩は家が隣となり同士なんだよ。いわゆる幼おさな馴な染じみってやつだ。それ以上でも以下でもない、普通の幼馴染だよ」


　ふうん、と紫音麻は意味ありげに目を細めると、性悪猫ねこみたいに舌なめずりして、


「だったら、今ここで大声を出して呼んでも構わないかしら？」


「は？」


　何が『だったら』なのか理解不能だった。


「だって、恋れん愛あい感情の無い只ただの幼馴染なんでしょう。なら、見知らぬ娘との情事を見られても問題無いわよね？　やる事やってるんだ、みたいな感じよね？」


「意味が解んねー……。何な故ぜわざわざそんな事をしなきゃならないんだよ」


「見られたいの」紫音麻は艶なまめかしく笑んだ。「官能は見られると高まるのよ。昔から知っている幼馴染に見られれば、柊一さんの官能もきっと燃え上がるわ」


　どう、面おも白しろい試みじゃなくて？


　挑ちよう発はつ的にそう囁ささやくと、俺の顔を覗のぞき込んで反応を窺うかがう。


「いい加減にしろよ、紫音麻……。俺を本気で怒おこらせるな」


　一いつ旦たんスイッチが入れば、俺は彼女が震ふるえ上がるような力を出せる。そして今、紫音麻は俺の逆げき鱗りんに触ふれかかっているが──それでも女の子に怪け我がはさせたくない。


「大人の恋愛では、恋こい敵がたきを潰していく事も重要なファクターなのよね……」


　俺の内心に構う事なく、紫音麻は深く息を吸い込んだ。そして、


「すーずかーぜさーん！　今わたし達……」


「うおおおっ！」


　その瞬間、ベッドが僅わずかに宙に浮いた。


　紫音麻が血相を変えてベッドから飛び降りたのは、俺が全すべての縄を無理やり引きちぎったからだ。自分でも信じられない物凄い膂りよ力りよくだった。


「な、何だと言うのよ……」


　紫音麻は細い身を抱だいて震えた。


「怖こわいわ、柊一さんったら。軽い冗じよう談だんのつもりだったのに」


「今のは軽くない冗談だった」俺は大きく肩かたを上下させて言う。


「何よ。そんなに熱くならないでくださる？　本気で叫さけんだら姉さんにもバレてしまうわ。そのくらいあなたなら見み抜ぬけない筈はずないでしょうに」


　紫音麻は壁かべ方向へじりじり後ずさる。言われてみればその通りで、何故気づかなかったのか自分でも疑問だが、俺は真っ赤な痣あざができた手首を擦さすりながら、


「見抜けるとか見抜けないとか、そういうのは場合によりけりなんだよ。人が常に予測通りに動くと思うな。紫音麻、お前は何も解ってない。他人の事も……恋愛の事も」


　すると紫音麻は窓際で立ち止まり、細ほそ眉まゆを片方だけピクリと動かした。


「……どういう事かしら？」


「恋愛ってこういう物じゃないだろって事だよ」


　俺は軽く鼻を鳴らした。


「いや、正直俺もその辺の事には疎うといんだけど、少なくとも相手の意思を無視して無理やりするものじゃない筈だ。ベッドに拘束するなんて論外だろ。よく解らないが……もっとこう、相手の気持ちを想像したり、思いやったりする姿勢が必要なんじゃないのか？」


　紫音麻は形の良い唇くちびるを微かすかにすぼめ、しばし無言だった。


　やがてボソリと言う。


「わたしが本気であれをしたと思う？」


「え？」


　どういう事だ。今までのあれは噓うそか、或あるいは演技だったのか？


「あなたに何が解るというの……」


　呟つぶやくと同時に紫音麻は窓を開け、制止する間もなく外に身を躍おどらせた。


　銀ぎん髪ぱつが月つき影かげの下でキラキラ輝かがやき、波間に飛び込むマーメイドのよう──俺は慌あわてて窓辺に駆かけ寄るが、既すでに紫音麻の姿は見当たらず、外には夏の闇が広がっているだけだった。
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（紫音麻……）


（あいつの真意は一体どこにあるんだ？）


　何が演技で何が噓なのか？　光の当て方で色調が変わる偏へん光こうパールのような娘……。


　手首の痣に目を落とし、そんな昨夜の回想に浸ひたっていた俺だが、不意に現実に引き戻もどされた。二階からいきなり奇き妙みような音が聞こえてきたからだ。


　ノイズ混じりの大音量に階段途と中ちゆうで立ち止まっていた詩緒里もギョッとした顔で、


「何、この変な音っ？」


「行こう。先せん輩ぱいが何かやらかしたのかも！」


　俺と詩緒里は階段を駆け上がり、広間に足を踏ふみ入れた。


　異音の正体はクラシック音楽だった。ワグナーとかそういう勇ましい系の曲が座ざ卓たくに置かれたノートＰＣから流れている。ボリュームが大き過ぎてスピーカーの音割れが凄すごい。


　せしる先輩はモニタを前に渋しぶい表情で腕うで組ぐみしていた。


「何事ですか、せしる先輩？」


　先輩の横に駆け寄ると、モニタ内にはムービー再生用のウインドーが開いていた。


　何だこれ。映っているのは見知らぬ人物だ。


　民族風の衣い装しようを纏まとい、頭に青いターバンを巻いた二十代半ばの白人青年。細い双そう眸ぼうと尖とがった鼻が怜れい悧りな印象を与あたえるが、つるんとした卵形の輪りん郭かくがそれを和やわらげている。虫も殺さぬ……と言うより、にこにこ笑って殺虫剤ざいを撒まきそうなタイプだ。意図不明の機器類に囲まれ、カメラに顔を向けている。大音量の音楽はその男が流しているらしい。


「こいつは一体……？」俺は眉を顰ひそめて訊きく。


　デロンダ博士、と先輩は言った。


「Ｄｒドクター．ダニエルデロンダという。かつて《エイリアンブレインに最も近い人間》と言われた工学博士だ。専門は思考ソフトウェアを中心とした情報工学で、糸いと川かわ君の話によれば今は中東にいるのだったか。テロ組織の首しゆ謀ぼう者しやでもある」


「あ！　そういや何かありましたね、そんな話」


　クソッ、と俺は思う。すっかり忘れていたが、ここでそいつが絡からんでくるとは……。


　青春ラブコメにそぐわない不ふ穏おんな空気が漂い始め、俺は頭を抱かかえたくなる。


　先輩の話によれば、先程ウイルスメールが送られてきたらしい。何故ウイルスメールだと解って開かい封ふうしたのか理解に苦しむが、差出人名がDaniel Derondaだから興味を覚えたそうだ。先輩はクローン化でＰＣに入れ子的な仮想機械を作り（ＰＣの中に丸ごと仮想のＰＣを作る事）、防ぼう御ぎよ態勢を整えてからメールを開封した。


「そうしたらこのザマだよ。見事に支配権を乗っ取られてしまった。はっはっはっ！」


「笑い事じゃないですよ！　このデロンダとかいう奴やつ、テロリストなんですよ？」


「うむ、何故わたしに接せつ触しよくしてきたのか目的が気になるところだ」


　これは強制的に再生されたムービーメールだからそのうち用件を言い出すだろう、とせしる先輩は言う。


　やがてけたたましい音楽が鳴り止やむと、ダニエルデロンダは無表情で言った。


「さて、序曲も終わったところで──久し振ぶりだね涼風さん！　ＩＩＰＳにいた頃ころ以来になるか。夏の休きゆう暇かを楽しんでいるところ大変申し訳無い！」


　無表情だが饒じよう舌ぜつなヤツだ。奇きを衒てらった登場の仕方と馴なれ馴れしい口調が気に食わない。申し訳無いなら最初からやるなよ、と俺は思う。


「ふんふん、デロンダ君は相変わらず日本語が堪たん能のうだな。弁舌、実に淀よどみない！」


　せしる先輩は変なところに感心しているが、別にビデオ通話用のヘッドセットがある訳でもないから、これは只の独り言である。


「さて、用件は何だろう？」先輩はサラリと黒くろ髪かみを搔かき上げて独語した。


「さて、用件を単刀直入に言おう！」デロンダは言った。……嚙かみ合わない筈の会話が嚙み合っているように見えるのは先輩の読みの鋭するどさ故ゆえだ。


「実はパスワードを教えてほしいんだ」


「ふんふん、何のパスワードだね？」


「例の《スパゲティー》をＤＬダウンロードしたいんだよ。エイリアンサーバにアップしている君の秘蔵プログラムの一つ──あれが今開発中の思考ソフトの実用化にどうしても必要でね。現状の処理では時間がかかり過ぎて実戦では使い物にならないんだ。どうにかして高速化する必要があるのだが、劇的な高速化を見み込こめるのは君が作成した魔法数式マジツクプログラムだけなんだよ」


「ふむ、それで《スパゲティー》か……」


「なるべく早く欲ほしい。こちらとしては金に糸目は付けない」


「そうか。じゃ一千万で」


「こら！　先輩っ！」俺は横から突つっ込んだ。


「冗談だよ」


　先輩はチロッと舌を出し、


「五百万でいい」


「やめなさい！」再び突っ込む俺。


　その間もダニエルデロンダは話を続けていた。


「この思考ソフトが完成した暁あかつきには、裏世界の市し場じようを牛ぎゆう耳じり、表世界からは莫ばく大だいなパテント収入を得る事ができるだろう。ドルでも円でも欲しいだけの金額を払はらう！」


　もちろん考える時間はあげるよ。明日あしたまた連れん絡らくする──


　一方的にそう告げると始まった時と同様、唐突にムービーメールは終しゆう了りようした。無礼千せん万ばんにも程ほどがある。


　せしる先輩は目を瞬しばたたき、しばらく何か考えていたが、


「ふう、本当に困ったものだよ」


　やがて深い溜ため息いきを吐ついて肩を落とした。


「恋こいと水着の青春ラブコメにまたしても異物の介かい入にゆうとくる。これでは寸止め状態だ。せっかくイチャイチャ尽ずくしの夏合宿を満まん喫きつできると思ったのに、デロンダ君は本当に空気が読めていない……」


「や、そういう問題じゃないと思いますが」


　とは言え、普ふ通つうの学園生活に憧あこがれるせしる先輩にとってはテロ組織の依い頼らいなんか本気で厭いとわしい事なのだろう。


「この件、どうするつもりですか、せしる先輩？」


「どうもしないさ。テロ集団に力は貸せない。開発中の新しい思考ソフトというのに若じやつ干かんの興味はあるが、関かかわらないのが上策だろう。放ほうっておく」


「ですね」


　賛成だ。危険人物を下手に突つついて、先輩が危険に巻き込まれるのは御ご免めん被こうむる。


「それはさておき……《スパゲティー》ってのは何なんです？」俺は訊いた。


「パスタ」


「そっちじゃない方」


「ちょっとしたプログラムだよ」


　先輩の話によればこうだ。


　エイリアンテクノロジーは専用のＳＤＫ（System Development Kit）を使って研究開発されるのだが、せしる先輩は一時期そのＳＤＫの統とう括かつを担当していた。つまりエイリアンテクノロジーは先輩の作った基き盤ばんから作られた物も多いのだ。


　用いられるプログラミング言語はＡｌｉｅｎと呼ばれ、既き存そんの言語では扱あつかえない高度な処理が可能である。先輩はそれで書いた様々な関数をＩＩＰＳの他のメンバーにも使えるよう、ＳＤＫの基き礎そライブラリに収納した。


　だがそこに収納していない関数も多々存在する。便利だが使い方が難しかったり、あまりにも強力過ぎたり。そういったトリッキーな物を作ってしまった場合、先輩はエイリアンサーバの専用フォルダに放り込む事にしていた。それが天才せしるの魔法数式マジツクプログラムと呼ばれる封ふう印いん関数群で、彼女しか知らないパスワードがかけられているという。


「《スパゲティー》はある種の計算を飛ひ躍やく的に高速化するプログラムなんだが、正直どうやって作ったのか思い出せなくてね……。定期的に変えていた最新のパスワードも忘れてしまった事だし、どのみちデロンダ君の依頼には応こたえられないのだよ」


「あ、そういう事でしたか」


　とある事情で、先輩は去年の記き憶おくが無い──その時パスワードを変えていたなら、知る者は地上に皆かい無むだ。フォルダは開けられず、ダニエルデロンダの望みも叶かなわない。


（結果は最初から決まっていた訳か……）


　俺が腕組みしながら思考を巡めぐらせていると、


「ところで柊一君、《スパゲティー》というプログラム名は結構可愛かわいくないかっ？」


　せしる先輩は唐とう突とつに空気を読まない事を言い出した。……自由な人だなあ。


「て言うか、高速化するのに何で《スパゲティー》なんです？」


「ふんふん、だって何かこう、巻き取るように速い感じがするだろう？」


「え？　何そのふわっとした理由!?」


「巻き取って、あーんして、食べさせてあげたいぞっ」


「何言ってんの!?」


　先輩は両手の人差し指を付き合わせるようにクルクル回して言う。


「ウフフッ……。君がわたしをお嫁よめさんにしてくれれば毎日でも食べさせてあげられる。だからわたしは絶対に君を妻にするつもりなのだよ」


「いや、マジで何言ってるのかさっぱり解わかりません！」


　天才の思考は常人には理解できない事が多々ある。とりあえずダニエルデロンダの件、糸川刑けい事じに一応連絡を入れておくか──


　と、俺がポケットから携けい帯たいを取り出した時である。突とつ然ぜん外で凄すさまじい音が轟とどろいた。


「何だこれ、地じ震しんかっ!?」


「いや、何か墜つい落らくしたような──」


　あまりの轟ごう音おんに昼間の雷かみなりでも落ちたのかと、俺は皆みんなを連れて玄げん関かんから飛び出した。


　別べつ荘そうの外に広がっていたのは驚おどろくべき光景だった。


「これは……」俺は瞠どう目もくした。「誰だれかいる！」


　別荘の庭に白はく煙えんが立ちこめ、線状の蒼あお白じろい光が時折地面をパリッと駆かけ抜ぬける。


　その中央に人がいた。


　子供だ。苺と同程度の背せ丈たけの幼女が仁に王おう立ちしている。セミロングの髪かみに近未来的デザインのヘッドホンが印象的。何か普通の存在ではないようだ。人形じみて表情が無く、意思の感じられない大きな垂れ目は眩まばゆい深しん紅くに染まっている。そして何より──


「はだかんぼうだー」


　かへらへがあっけらかんと言った。


「この子ってば、ヘッドホン以外すっぽんぽんだよー！　全ぜん裸ら全裸！　裸族ー！」


「お前、もう少し言い方ってものがあるだろ！」


　俺は思わず突っ込んだが、事実としてはその通りだ。


　……白煙に隠かくれて見えない部分もあるが、幼女は生まれたままの姿なのだった。


「大だい丈じよう夫ぶっ!?」詩緒里が慌あわてて駆け寄り、「爆ばく発はつにでも巻き込まれたのっ？」


　とにかくまずはこれをっ、と詩緒里は自分の羽織っていたカーディガンを脱ぬいで幼女に着せようとしたが、


　断る力！


　と、でも言いたげに幼女はビシッと掌てのひらを突き出した。


「結構でス！　ワタシは衣服を必要とシまセん！」


「え？　必要としない……って」意外な反応に詩緒里は目を白黒させた。「ううん！　着なくちゃダメよ！　ちゃんと法律で決められているんだからっ」


　幼女は目をバチバチッと瞬しばたたくと、せしる先せん輩ぱいに首を向けた。


「この世界で会うノはひさシぶりでスね、せしる様」


「ふんふん、君の調子も良さそうで何よりだよ」


　どうやら知り合いらしい。妙みような博士との通信が終わったばかりだというのに、間かん髪はつ容いれず新たなヤツが登場したりして、今日は非日常イベントが目白押しだな、と俺は思う。


「先輩、この子は誰なんです？」俺は訊きいた。


「彼女はカミルレ博士という。わたしの《悪友エイリアンフレンズ》だ！」





　　　　４




　さて、ここは別荘一階の広間──


　俺達は各おの々おのソファーや床ゆかに座り、突とつ拍ぴよう子しも無い話を聞かされていた。


　話し手である幼女ことカミルレ博士は子供用のパーカーとシャツとホットパンツを身につけている。衣服は不要とは言っていたが、品行方正な詩緒里がどうしてもと食い下がり、無理やり着させたのだ。……正しい判断である。


　先輩曰いわく、カミルレに衣服が必要でないのは仮の存在だからだ。


　エイリアンブレインには《電界》と呼ばれる常時アクセス可能な共有の仮想世界──精神が直接アクセスできるサーバみたいな物があるのだが、彼女はそこから来たＥＴだ。


　……いやいや、自転車で空を飛んだりする指の長い宇宙人じゃない。


　ＥＴ──エレクトリック・テレストリアル（The Electric-Terrestrial）。


　それは電界のイレギュラーで偶ぐう発はつ的に生まれた人工生命だ。義体で構築した容れ物に精神をインストールして現実世界に現れる事ができる。


　そしてカミルレは世界に十二人存在する最高知性者エイリアンブレインの一人でもあるのだった。


　そう言えば前にプール事件でやり合ったフィーバーフュー博士と口調が酷こく似じしている。確かカミルレの弟で子しと言っていたから……要は彼もそういった存在だったのだろう。


　で、そんな希少的存在、カミルレ博士がここに何をしに来たのかと言うと──


「そうデすか」


　カミルレはがっくりと項うな垂だれて言った。


「パスワードを忘れてシまっタのでスか、せしる様……」


「すまない。協力してあげたいのは山々だが、こればかりは記憶の問題なのだよ」


「残念でス」


　カミルレは言った。


「しかし、考えようニよっテは好都合かもシれまセん。せしる様の記憶が失われていル以上、彼もまた《超ちよう高速化プログラム》を入手できナいわケですかラ……」


　そう。電界に住むカミルレが何な故ぜわざわざ現実世界に転移してきたのかと言うと、目的はダニエルデロンダと同じで、先輩の作った超高速化プログラム《スパゲティー》を入手するため。そしてダニエルデロンダの動向をせしる先輩の近くで監かん視しするためだ。


　──ダニエルデロンダとカミルレは敵対しているのである。


　何でもダニエルデロンダは以前カミルレの管かん轄かつ下かにあった技術を盗ぬすみ出したという。彼が主しゆ宰さいするテロ集団《パニックハンド》の高い戦せん闘とう能力はそれに依よる部分が大きいそうだ。


「ふうん。一体どんな技術を盗んだんだ？」俺は訊いた。


「思考ソフトウェアでス」


「何それ？」


　それは戦闘用のシミュレータです、とカミルレは語る。


「脳にマイクロチップを埋うめ込んで起動させる物で、思念操作タイプのシミュレータですネ。あなたガたの言葉で言うコンピュータ・ゲームみたいな物でしょウか。心で思うだケでいつデもどこデも起動でき、電気信号による精フ神ア的ンなト幻ムを網もう膜まくに投とう影えいしまス」


　さて、それで何ができるのか？


　脳に直接働きかけ、これ以上無い程ほどリアルな戦闘訓練ができる。


　戦闘において最大の壁かべになるのは人命を奪うばう事だが、このハイパーリアルな戦闘シミュレータで脳を慣らせば罪悪感を感じなくなる。だからこそ彼らは最強のテロ集団たりえているのだという。


「何てヤなシミュレータなんだ……。要は究極の実用系ゲーム、『実戦トレーニング』か」


　差し詰ずめ、『脳を鍛きたえるテロリストの精神トレーニング』。略りやく称しようテロトレ！


　……そんなゲームはプレイしたくねーなあと俺は思う。


「恐おそらくダニエルデロンダは《超高速化プログラム》でそれに更さらなる強化を加えるつもりでシょう。よりメカニカルで、よりコントローラブルなテロ組織を作り上ゲるために」


　俺は深い溜ため息いきを吐つく。もう少しマシな事に頭を使えと声を大にして言いたい。


「ワタシは彼を打だ倒とうするタめ、とある『画期的なウイルス』を開発しまシた。でも、それには現状幾いくつかの問題がアり、せしる様の《超高速化プログラム》がなケれば運用が不可能なのデす……」


　何だろう。その『画期的ウイルス』とやらからも物ぶつ騒そうな香かおりがぷんぷんするんだが。


「カミルレ君、もうその辺でいいだろう」


　と、不意にせしる先輩が咳せき払ばらいした。


「サイエンスの話はそれくらいにしてくれたまえ。君は忘れているのかもしれないが、今のわたしは花も恥はじらう女子高生なのだよ。我々にとっての物語とは桃もも色いろの青春ラブコメであり、決して超科学ではない！　見たまえ、彼女達がすっかり退たい屈くつしてしまっているじゃないか。これではハーレムラブコメとはとても言えないよ！」


「ハーレムラブコメェ……？」


　何か意味不明の発言があった気がするが、しかし実際その通りだ。詩緒里は目を白黒させつつもまだ話についてきていたが、みつけちゃんは啞あ然ぜんとした顔で、苺とサブレはまさしく豆まめ鉄でつ砲ぽうを食った鳩はとの如ごとく。そしてかへらへは口をボヘラッと開けて盛せい大だいに寝ねていた。


　かくしてカミルレは凜りんと表情を引き締しめると、


　断る力！


　とでも言いたげに、再び掌を前に突つき出すのだった。……変な癖くせである。


「確かに退屈させてしマったようでス！　申し訳ありマせン、せしる様！」


「いや、解れば良いのだよ」


「そうダ！　ちょっとシた罪つみ滅ほろぼしニ──」


　唐とう突とつにカミルレは意外な申し出をする。




　第五話　せしるＨｅａｒｔ
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　さて、ここで状じよう況きようを整理しておきたい。


　中東でテロ行こう為いに勤いそしむダニエルデロンダと、彼と対立するカミルレ博士。


　二人は共にせしる先輩が作った超高速化プログラムを欲ほつしているが、先輩はそのＤＬ用のパスワードを忘れてしまい、一種の膠こう着ちやく状態に陥おちいっている。俺達が今すべき事は何だ？


　それは──夏合宿を満まん喫きつする事だ。


　意外なようだがこれが正解。俺もせしる先輩もトンデモ系の連中に振ふり回される気は無く、大切なのは自分が今何をしたいのか、主体性を失わない事だろう。俺は先輩の作る同人ゲームを完成させたい。この合宿の目的は本来それなのだから──


　と、立派な理念の下もと、ビーチに繰くり出した俺達が現在何をしているのかと言いますと。


「ねえ、来て……」


「せしる先輩」


「柊しゆう一いち君、もう待ちきれないんだ。早く来てくれ……」


　水着の紐ひもを解き、うつ伏ぶせで待ち構えているせしる先輩の背中に日焼け止めを塗ぬろうとしている俺がいた。……先程までの立派な理念が台無しである。


　時刻は昼過ぎで、本日のビーチは大盛せい況きよう。


　俺と先輩の周りにいるのはジト目の詩し緒お里りと、微び妙みように顔を赤くしたみつけちゃん、苺いちご、かへらへ、そしてデジタルビデオカメラを構えたカミルレである。


「早くしテくだサい、柊一様。カメラはもう回っていマス！」


「解わかってるよ。そう急せかすな」


　カミルレの意外な申し出──それは俺達の同人ゲーム作りを手伝うというものだった。


　せしる先輩は目をぱっちり丸くして訊き返したものである。


「ふんふん、良いのかね、カミルレ君？」


「はい、せめてモのお詫わびデす。こノまま電界に帰るのも忍しのびないですシ、いつも丁てい寧ねいにデフラグしてくれるせしる様のお役に立ちたい」


　断る力！


　とでも言いたげに掌を前に突き出すカミルレ。……いい加減しつこいなこの人も！


「ふむ、そうか。ならばお言葉に甘えよう。カミルレ君には撮さつ影えい係を頼たのもうか」


　せしる先せん輩ぱいの話によれば、ＥＴであるカミルレはその手の仕事に適任だ。スピード、パワー、タフネス、あらゆる面で人間を凌りよう駕がし、更には《空間転移》も可能──最初に登場した際、線状の青い雷かみなりを帯びて現れたのがそれだという。


「カミルレ君、あれは多用するとまずい事が起きるかもしれない……。いくら君がＥＴとは言え、周囲の環かん境きようには影えい響きようを与あたえる。普ふ段だんはなるべく徒歩で移動してくれたまえ」


「了りよう解かいしまシた！」


　かくしてカミルレはＨＤビデオカメラを片手に俺達の周囲をウロウロしているのだった。


　さて、現在やっているのはイベントシーンの撮影だ。


　説明するまでもないと思うが、イベントとは特別な展開の事。時折そういったご褒ほう美び的アクセントを挿そう入にゆうし、ゲーム内容が単調にならぬようメリハリを付けるのが狙ねらいである。


　既すでにせしる先輩作のギャルゲー『せしるＨｅａｒｔ』の基幹部分はできているから、あと必要なのはイベントシーンの素材となる写真とボイスなのだ。


　そして写真とボイスを別々に収録するよりはムービーとして同時に撮とってしまう方が手っ取り早いだろう。その方が演技にも熱が入るだろうし……という先輩の発案で、俺達はイベントシーンを実際に演じ、その様を撮影してもらっているのである。


　リアリティを出すため台本無しで、台詞せりふは全すべてアドリブという体当たり撮影だ。


　今は収録イベント[image: ]──『日焼け止め塗って』を収録中である。


「ねえ、いつまで焦じらすんだ、柊一君……。意地悪はやめてそろそろ塗ってくれ」


　豊かな胸を両りよう腕うでで抱かかえるようにして俺を待つせしる先輩。白はく桃とうみたいな美び尻じりを高く突き出し、モジモジくねらせて懇こん願がんする。


　何と言うか──あまりにもセクシーでやりにくい。制服の上から肩かたを揉もむ程度なら普ふ通つうにやれるのだが。


「うう……柊一君、いいのかい？　このままではわたしが大切にしている女の白しろ肌はだが無む慈じ悲ひな太陽に焼かれてしまうよ……。いいのかい？　わたしがフライパンに焦こげ付いた真っ黒なベーコンみたいになっても」


「そりゃ焼け過ぎですよ！」


　とは言え、あまり躊ちゆう躇ちよするのも意識しているようで宜よろしくない。これは撮影。あくまでも撮影のためにやる事なのだから。


「お願いだ。早くわたしの柔やわ肌はだにオイルをぬるぬるぬるぬる、これでもかというくらい滅め茶ちや苦く茶ちやに塗りたくってくれ！」


「解りました！　普通に塗ります！」




[image: ]


　俺は掌てのひらにオイルを出し、指で感かん触しよくを確かめた。ふうん、意外にサラッとした感触で粘ねん度どは低い。日焼け止めってこういう物なんだなと思いつつ、肩から背中にかけて満まん遍べんなくオイルを塗っていった。


　先輩の肌は凄すごく滑なめらかで、触ふれているだけで不覚にも胸が高鳴る。


「ああん！　気持ちいい……」


「変な声あげないでください！」


　俺まで顔が熱くなるじゃないか。……これは単なる撮影の筈はずなのに。


　無我の境地を心こころ懸がけ、俺が薄うすくバターを伸のばすようにオイルを塗りまくると、滑なめらかな曲線を描えがく先輩の生白い躰からだがキラキラと照り輝かがやく。


「はぁあん……柊一君、わたしは女に生まれてきて、本当に幸せ……だぞ」


「だから喘あえがないで！」


「喘いでなんかない……あぅんっ……」片手で口を押さえるせしる先輩。「クッ、君の掌が気持ち良過ぎるのだ。このまま時間が止まってしまえばいい……」


「や、そういうのはもっと良いシーンで言う台詞ですからね!?」


　普通にオイルを塗られているだけで恍こう惚こつ状態に陥っているせしる先輩をカミルレ以外の全員が羨うらやましそうに指をしゃぶりながら見ている。


　出し抜ぬけに詩緒里が意外な行動に出た。


「……えい」


　裂れつ帛ぱくの気合（という程ほどでもない）と共に飛び出し、先輩の隣となりにうつ伏せになったのだ。


「し、しおりん君？」


　先輩はトロトロと溶とけてしまいそうな半眼で、「一体何を？」


「イベントシーンに飛び入り参加よっ。さっきから羨ましくて……ううん、恥ずかしくて見ていられないわ！　これはアドリブＯＫなんでしょう？　だったらわたしにも塗って頂ちよう戴だいっ。柊一君は右手で涼すず風かぜさん、左手でわたしの背中を塗ればいいのよ！」


　あと、しおりんって呼ばないで、と地味に付け加える完かん璧ぺき系美少女。大だい胆たんな提案をしつつも意外に冷静だった。


「まあ……それも……良いだろう……」先輩の闘とう争そう意欲は半はん睡すい状態だ。


「さあ柊一君、わたしにも塗って！」


　詩緒里は顔を赤らめつつ眉まゆを吊つり上げる。機き嫌げんが良いのか悪いのか。


「何だか知らねーが、はいはい解ったよ」


　仕方無いので、俺は右手でせしる先輩に、左手で詩緒里にオイルを塗る。とろりとした透とう明めいの液体を優やさしく伸ばすように──


　途と端たんに詩緒里が甲かん高だかい嬌きよう声せいをあげた。


「フアァァーッ!?　何これやだ！　凄い気持ちいい！」


「そうだろう、しおりん君。女に生まれてきて良かっただろう？」


「その言い方やめてよ、涼風さんの淫いん乱らん娘むすめ！　アァッ……でも、本当に気持ちいいわ」


「愛する者に触さわられているのだから当然だ……。ああ、我々はまるで柊一君というＤＪに回されるレコードのようだよ。搔かき乱され、回転しながら官能の底へ落ちていく……」


「って、おい！　二人とも少しオーバー過ぎるだろ！」


　感度が良過ぎてオーバードライブである。何がＤＪ・柊一だ！


　ところがそれに触しよく発はつされたらしい素すっ頓とん狂きよう娘むすめかへらへが文字通りすっ飛んできて、


「ぽっひゅーん！　みんな気持ち良さそう。わたしも参加したいよー！」


「……いや、どうしろと？」俺は両手が塞ふさがっていますが。


「わたしが柊一君の背中に塗ってあげる！」


「え!?」


　予想外の発言だった。かへらへは俺の背中に嬉き々きとしてオイルを塗り始める。


「ういしょー、ういしょー」


「や、気持ちは嬉うれしいけどさ……。これ日焼け止めだし、俺は別に焼けてもいいんだが」


「にひひひ、堅い事を言いなさんなー」ご機嫌状態のかへらへは聞く耳持たずだ。


「でしたら、かへらへさんの背中にはボクが塗ってあげますっ」とみつけちゃん。


「じゃ、わたしは浅あさ笠かささんの背中に」と苺が飛び出してきて、


「おい!?」


　かくして全員連結──


　先輩と詩緒里に日焼け止めを塗る俺の背中にかへらへが。


　かへらへの背中にみつけちゃんが。


　みつけちゃんの背中に苺が、ぺたぺたぺたぺた日焼け止めを塗るという残念な事態に。


　……微妙に変態チックでもあるが、仲良き事は美しき哉かなと肯こう定てい的に捉とらえておこう。


「はい、カット。とっテも愉ゆ快かいな画えが撮れまシたー！」


　撮影係のカミルレも大変ご機嫌だった。
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　さて、それからもイベントシーンの収録は続いた。カミルレにカメラを任せ、俺達は台本に書かれたシチュエーションで自由に演技すればいいのだから楽な物だ。





　収録イベント[image: ]『スイカ割り』の場合──


「みつけちゃん、もっと右もっと右！」俺はメガホンみたいに手で口を覆おおって言う。


「えっと……こっちですか、柊一さん？」


「いや、もう少し左。いいぞ、あと三歩前だっ」


「こっちですね？」


　目め隠かくししたみつけちゃんが木の棒を握にぎり締しめて歩いていく。台本では俺の誘ゆう導どうで見事にスイカを叩たたき割ったみつけちゃんがガッツポーズで喜ぶというシーンが想定されていた。


「よし、今だみつけちゃん、目の前を叩け！」


「ここですね!?　てやああー！」


　ぽすん。


　見事に命中──したはいいが、僅わずかに力ちから及およばず、スイカは割れなかった。


「おいおい、みつけちゃん……」


「ご、ごめんなさいっ。あまり乱暴に割ったら食べる時に大変かなと思って」


　言われてみれば確かにそうだ。気配り屋のみつけちゃん──良い嫁よめになりそうだ。


「でも、もう少し力入れて叩こうぜ」


「そうですね。えい！　えい！」


　ぽこん。ぽこん。


　ところが力加減が上う手まくいかずに何度叩いてもスイカは割れない。うーむ、ここで難航するとはまさかの展開だ。スイカの表面はツヤツヤと夏の陽光を反射するばかり。


「あー、みつけちゃん、食べ物を粗そ末まつにしたくない気持ちは解わかるけどさ」


「ごめんなさい。結構頑がん張ばってるんですけど……。えい！　えい！」


　ぽこん。ぽこん。ぽこん。ぽこん。……木魚でも打っているようだ。


　と、そこに彗すい星せいの如ごとく飛び込んできた者がいて。


「だったらわたしが助すけ太だ刀ちしてあげるよー！　ばっびゅーん！」


「……あー！」


　衝しよう撃げきと共に辺りに飛散する真っ赤な液体と黒い種子──


　ヒップアタックで飛び込んできたかへらへがスイカをぺしゃんこに押し潰つぶした。


「グジャグジャじゃねーか！　これじゃ食べられないだろ！」


「にひひひ！　食べられないなら汁しるを啜すすればいいんだよー」


「はしが渡わたれないなら真ん中を渡ればいいんだよー……って、お前は一休さんか！」


「とんち、とんち！」


　非常にカオスなイベントシーンが収録できた（スイカはちゃんと啜った）。





　収録イベント[image: ]『貝かい殻がら拾い』の場合──


「おーい、苺。何やってんだ？」


　俺は砂すな浜はまを物色している苺に声をかけた。


　このイベントの段取りはこうだ。


　砂浜に打ち上げられた貝殻を拾い、それを話題にフリートーク。要は少しセンチメンタルな雰ふん囲い気きでお喋しやべりだ。さて、どんな話になるのだろう？　微び妙みように夢見がちなところのある苺の事だから、白い貝殻を耳にあてがい、「波の音が聞こえる……」等とロマンティックな事を言うのじゃないか。


　なんて思いながら近づいていくと、


「おいおい……」


　意外な光景に遭そう遇ぐう──苺は砂浜に打ち上げられた大きなヒトデを、地べたに座り込んで食い入るように見ていた。貝殻拾いも忘れて何をやってるんだか。


　ところが俺が隣に屈かがみ込んでも苺はヒトデにご執しゆう心しんだ。凝ぎよう視ししたまま目を逸そらさない。


「どうしたんだ？　もしかして初めて本物を見たのか？」


　苺はこくんと頷うなずいた。


　成程、水嫌ぎらいを克こく服ふくしたのは最近だから──と俺が得心していると、苺は不意にヒトデを指差した。


「見て、柊一君」


　動いてる、と苺は小声で呟つぶやいた。


「え？　まさか」


「ほんとよ。少しずつだけど、海に帰ろうとしてる」


　目を凝こらして事実だと解った。ヒトデは僅かながらも滑すべるように海へと向かい──


　きっと体の裏にある短い触しよく手しゆみたいな物で移動しているのだろう。このヒトデは波で運ばれてきた訳ではなく、誰だれかが捕つかまえた後、海に逃にがすのを忘れて放置した物なのだ。


「……頑張れ」


　苺は呟くように言う。


「頑張れ、頑張れっ」


「クルックー！」


　ランチボックスから鳩はとも檄げきを飛ばす。


　あえて手を貸さずにヒトデ自身の力に任せているあたりが苺らしい。野生の生物にとって人間の手出しは必ずしも歓かん迎げいする物ではないという事を知っているのだろう。流石さすがは動物好き──そういう者に悪人はいないというのが俺の持論だ。


　やがてヒトデは濡ぬれた砂地へ辿たどり着き、波に浚さらわれて無事海に帰った。


「良かったね」


　海に向かって苺はにっこり笑えんだ。


「良かった良かった」俺も気軽に相あい槌づちを打つ。「苺って優しいな」


「そ、そう？」苺はビクッとして振ふり返る。


「そう思うよ。何を挙動不ふ審しんになってるんだ？」


「べ、別にキョドってはいないけど」


　苺は顔を赤くして俯うつむきながらボソッと言う。


「……ありがと」


　そして、うふふっと美お味いしい物でも頰ほお張ばっているみたいに頰ほおを膨ふくらませて笑った。何だかよく解らないが楽しそうである。


　オーケー。普ふ通つうに貝殻を拾うより興味深いシーンを見せてくれたという事で、イベント名は後から『ヒトデ観察』にでも変えて頂こう。





　収録イベント[image: ]──


　俺が手洗いから帰ってくるとせしる先せん輩ぱいと詩緒里の姿が無かった。行方ゆくえを訊きいても誰も知らないと言う。


「仕方無いな……。俺、ちょっと捜さがしてくる」


　一人だけなら良いのだが、この二人が揃そろって姿を消した場合、警けい戒かいの必要があるのだ。


　あちこち徘はい徊かいするうち、小規模な人だかりの中に二人を見つける。


　人の輪の中心に、見知らぬ子供とその母親と思おぼしき女性がいた。微妙に変な雰囲気だ。傍そばでせしる先輩がそっぽを向き、詩緒里はぺこぺこと頭を下げている。


　何があったんだろう……？　トラブルの気配を嗅かぎ取った俺は彼女達の許もとへ走った。


「おい、二人ともっ」


「あっ、柊一君！」詩緒里がぱっと俺に顔を向け、「どうしてここに」


「捜してたんだよ。せしる先輩が何かやらかしたのかっ？」


　普段の先輩は他人に迷めい惑わくをかけるような人ではないが、夏の海は魔ま物ものだ。はしゃぎ過ぎて変な事をしでかし、この母子に迷惑をかけたのかもしれない……。


　が、杞き憂ゆうだった。


「ううん、違ちがうわ。その逆よ」


　詩緒里は首を横に振り、経けい緯いを説明した。


「涼風さんと一いつ緒しよにお手洗いに向かっていたのだけれど、途と中ちゆうで迷子さんを見つけたの。この子なんだけれど……」


「お嬢じようさん達のおかげ様で助かりました。ありがとうございます！」


「ありがとー！」


　母親が深々と頭を下げ、その横で鼻を垂らした子供が無む邪じや気きにＶサインをしていた。


　話によれば、泣きながら浜はま辺べを彷徨さまよう迷子の少年を見つけた詩緒里と先輩は、一緒に親を捜してあげたらしい。この混雑状じよう況きようで人捜しするのはどう考えても大変だが、天才せしると完かん璧ぺき系美少女が力を合わせれば大たい抵ていの事は可能となる。


　何度かの聞き込みと推理を繰くり返し、二人は迷子さんを無事に親元まで連れていった。


　大いに感謝する母親のお礼の言葉に照れ臭くさくなった先輩はそっぽを向いて頰を搔かき、その行ぎよう儀ぎの悪さについて詩緒里が頭を下げていたという事らしかった。


　……まあ、行儀が悪いという程ほどでもないと思うけど。


　俺には解る。先輩は当たり前の事をしただけだと思っているから、困こん惑わくしているだけなのだ。


　とは言え、普段は犬けん猿えんの仲の先輩と詩緒里なのに、こういう時は互たがいの長所を活いかし合ったりして、結構息が合っている。いつか気の合う親友同士になれるかもしれない。


　鼻をポリポリ穿ほじっている子供の頭を母親がさりげなく下げさせて言った。


「本当にお嬢さん達二人には頭があがりません。本当に何とお礼を言ったらいいか」


「いや、この程度、別に感謝される程の事では……」


「だから涼風さん！　こういう時はもっと行儀良く謙けん遜そんしておきなさいよっ！」


「謙遜はしているだろう」


「もっと態度良くよっ！　全くこの人は……」


　何はともあれ、照れ臭そうな先輩と品行正しい詩緒里は、迷子の母親から終わる事の無い感謝の言葉を浴び続けている。


　考えてみれば面おも白しろい絵え面づらだ、と俺は不意に思いついた。


「せっかくだし、イベントシーンに加えてもらうのも面白いかも」


　イベント名は差し詰ずめ『感謝されて照れ照れ』か。


　呼んでこよう、カミルレを。


　と、俺が小声で呟いた瞬しゆん間かん、ばしゅん！　いきなり虚こ空くうに蒼あお白じろい稲いな妻ずまが炸さく裂れつし──


「……ワタシを呼びまシたか？」スタッ。


「まだ呼んでねーよ！」


　空間転移してきたカミルレが、ＨＤビデオカメラを片手に俺の傍へと着地した。


「て言うか、お前、その移動方法はやめろって先輩に釘くぎを刺さされてなかったか？」


「……断る力」


「それはもういい！」


　まるで空中から突とつ然ぜん現れたような（実際そうなのだが）幼女の出現に親子は啞あ然ぜんとしていた。これはもう撮さつ影えいどころの雰囲気ではなく、


「し、失礼しましたあー！」


「今の事は忘れてくださいーっ！」


　善行をした筈はずなのにスタコラ逃げ出す羽目になる俺達だった……。





　収録イベント[image: ]──『帰り道』


「ふんふん、今日は色んなイベントが目白押しだったな。沢たく山さん撮さつ影えいできて大満足だぞ！」


「そうですね。ギャルゲーイベントみたいな物は少なかった気はしますが……」


　とは言え、それはそれでこの面子メンツらしいだろう。常に予想の斜ななめ上を行くのがハーレム団らしさだし、せっかく今は良い景色の中にいるのだから。


　あの後、親子の許もとから逃げ出した俺達は皆みんなに合流し、本日の撮影は終しゆう了りよう。今は苺の別べつ荘そうに向かい、各おの々おの気ままに帰り道を歩いている。


　さくっさくっと音を立てる足元の砂。


　道路ではなく砂浜を歩いているのは綺き麗れいな夕ゆう陽ひを少しでも近くで見たいからだ。


　海は金色の光に照らされ、波飛沫しぶきの神秘的な輝かがやきはいつまで見ていても飽あきる事がない。ボケツッコミの応おう酬しゆうをする雰囲気でもなく、これも是ぜ非ひイベントに加えるべきだろう──


　という訳で、カミルレが一人離はなれた道路側から俺達を撮とってくれているのだった。タイトルを付けるなら『ある夏の日の終わり』というところか。


　客の大半が帰ったせいで、昼間とは打って変わって砂浜は静か。少し淋さびしい程だ。吹ふき抜ぬける風も涼すずしく、打ち寄せる波の音が不思議と胸に迫せまる。


　俺の隣となりを歩くせしる先輩も詩緒里も。


　後方をゆっくり歩いているみつけちゃんも苺も。


　波打ち際ぎわを飛び跳はねているかへらへも。


　今は皆、黒々としたシルエットだ。橙だいだい色いろの輝きの中、影かげ絵えみたいに浮うかび上がっている。


　いつかこの日を懐なつかしく思い返す日が来るのだろうか──


　何な故ぜかふとそんな事を考える。日にち没ぼつは人を感傷的にさせるのだ。


　青春時代にはいつか終わりが来るらしい。今は実感が湧わかないが、世間的にはそう言われている。


　それが歳月の彼方かなたに過ぎ去ってしまった時、俺は今日という日をどんな気持ちで思い出すのだろう。或あるいはすぐに忘れ去り、思い出す事もないのだろうか。全すべては忘ぼう却きやくの渚なぎさに消えてしまうのか。


（いや、大人になっても忘れないと思う）


（絶対──）


　意味も無く唇くちびるを引き締しめ、隣を歩くせしる先輩に首を向ける。何か伝わる物があったのか、彼女もタイミング良く俺を見た。


「ん？」先輩は眩まぶしげに目を細めて、「どうしたんだ、柊一君？」


「いや、何と言うか」


　考えていた事を言うべきか少し迷い、俺が口を開こうとした瞬間──


「肝きも試だめしに行かない？」


「……はい？」


　思わずキョトン。意外な時に意外な台詞せりふで、瀧たき川がわ苺が話に割り込んできた。


「何だよ突然」


「思いついちゃったの」苺は目を輝かせて言う。「島の西奥に岩屋って呼ばれてる洞どう窟くつがあるんだけど、夜はそこで肝試ししない？　今日は色んなシーンを撮ったけど、これはきっと面白いイベントになると思うの。是非ゲームに追加してほしい！」


　波は浪ろうによって形成された天然洞窟──正確には海かい蝕しよく洞どうというのだが、そこを観光スポット化したのは瀧川グループらしい。スタッフに頼たのめば特別に開けてくれるとの事だった。


「へえ。……面白そうじゃない」


　詩緒里が好戦的な表情でこの提案に食い付いた。髪かみを搔き上げて自信ありげに言う。


「わたし、この手の度胸試しは物もの凄すごく得意なのよね。是非やりましょうよ！」


「ふむ、わたしは構わないぞ」


「ボクも参加します」


「んー、んー？　何か解んないけど、わたしもー！」


　それで柊一君はどうするの？　と言いたげに皆が俺をじっと見た。


　──断る力！


　と、ここでカミルレばりの拒きよ絶ぜつ芸を見せてもいいのだが、いやいや、女の子達だけを夜のそんな場所に行かせる訳にはいかないだろう。先輩が作るゲームの更さらなるクオリティアップも見み込こめそうだし、夕食後は皆で肝試しに出かける事となった。





　　　　３




　岩屋洞窟──


　長い歳月、波に浸しん食しよくされて形成された海蝕洞だ。歴史は古く奈な良ら時代にまで遡さかのぼる。役えんの小お角づのが修しゆ行ぎようし、平安時代には弘こう法ぼう大師が訪おとずれ、鎌かま倉くら時代には源みなもとの頼より朝ともが戦勝祈き願がんに訪れたと言われ、要は昔から信しん仰こうの対象にされてきた霊れい験げんあらたかなスポットなのだが、関東大だい震しん災さいで島全体が約一メートル隆りゆう起きして地続きとなった。今はごく普通に歩いていける。


　時刻は夜の八時過ぎ。


　荒あら々あらしい崖がけに穿たれた暗い洞窟の前に俺達は集合していた。


「ふうん、確かに雰ふん囲い気きあるな」


　海風が冷たく頰を撫なでる。マグライトを片手に俺が軽く喉のどを鳴らすと、


「でしょう……」


　と、背後から誰だれかの不気味な声がした。振ふり返れば、


「うわああああ!!」俺は思わず叫さけんでしまった。


　そこにいたのは顔の下からライトを当て、いかにも恐おそろしげな表情をした苺だった。


「苺か！　びっくりさせるなよ」


　そんな俺の言葉に耳を貸さず、苺は雰囲気に浸ひたりながら言う。


「ふふ……。早さつ速そくルールを説明するね……。簡単よ……。岩屋の一番奥に人数分の鳩はとサブレが置いてあるから、それを取ってくる事……。解わかった……？」


「解ったから、その怖こわい言い方はやめような？」





　二人一組のペアを作る事になり、クジ引きをした。一番手はせしる先せん輩ぱいと苺。二番手はかへらへとみつけちゃん。最後が俺と詩緒里という組み合わせになる。


「ううむ、柊一君とペアにはなれなかったか」


　せしる先輩は肩かたを落として残念そうだ。


「結構期待していたのだがな。暗くら闇やみに怯おびえ、パートナーに抱だきつくタイミングを今か今かと計りまくるわたし……。いつ抱きつかれるかと気が気じゃない柊一君……。せめぎ合う二人の情欲にいつしか洞窟は官能の迷めい宮きゆうと化し、やがて我々は──という桃もも色いろ吐と息いきのエピソードを考えていたというのに」


「や、珍ちん道中過ぎるでしょそれは！」


「そうでもないよ。ふんふん、だって女の方から殿との方がたを押し倒たおす訳にはいかないからね。どうやって押し倒してもらうのか？　いかに組み敷しいてもらうのか？　常に試し行こう錯さく誤ごして努力を重ねる。それが女という物さ」


　……とても倒とう錯さく的な自論だった。


「もうっ。見た目は清せい楚そなのに心底淫いん乱らんね、涼風さんは！　いいからさっさと行ってらっしゃいよ！　後がつかえてるんだからっ」


　そうだな、と先輩は静かに頷うなずいた。


「こういうのは誰と行っても楽しいものさ。苺くん、わたしは地質学にもそれなりの知識があるんだよ。愉ゆ快かいな話を聞かせてあげるから、我々は我々で楽しもうか」


「んー、よく解んないけど、動物が出てくる話がいい」


「じゃ、そうしよう」


　先輩と苺は仲良く洞窟内に入っていき、二十分後に鳩サブレを持って出てきた。慣れている苺がナビゲートしても片道十分かかるのだから、内部はそれなりに広いのか。


　刻々と夜は更ふけ、みつけちゃんとかへらへの番を経へて、やがて俺達の番になった。





「よし、準備はいいか、詩緒里？」


「ふんだ。あなたに言われるまでもないわ！」


　洞窟前で彼女は両手を細ほそ腰ごしにあてがい、ツンと尖とがった顎あごを反らした。


「言っておくけれど、わたしはまだデレてもいないし落とされてもいない、完かん璧ぺきで難しい女なの。いかにも俺の女みたいに仕切らないでっ！」


「そんな事は思ってねーよ！　ま、とにかく行こう」


　マグライトを苺に渡わたし、代わりに蠟ろう燭そくを受け取った。しゃもじを思わせる木の棒の先せん端たんに蠟燭が付いていて、これは岩屋の営業時間中に貸し出しているブツらしい。


　淡あわい光を頼たよりに闇やみの中を進んでいく。


　岩屋内は驚おどろく程ほど静かだった。音も無ければ光も無く──


　恐らく本来はどこかに照明が灯ともったりするのだろう。光源が手元にしか無いこの状じよう況きようは割と危険だ。見回せば退路以外は全てが石の壁かべで、所々が腐ふ食しよくし赤茶色を帯びている。


「大だい丈じよう夫ぶか、詩緒里。怖くないか？」


「な、舐なめないで頂ちよう戴だいっ。わたしがこれしきの暗闇を怖がると思って？」


「そりゃお前の事だから怖くないんだろうけど」


「ふんだ。あなたはわたしを見くびり過ぎなのよ！」


　と、詩緒里が高たか飛び車しやな台詞を俺に浴びせた瞬しゆん間かんである──


　バシュウウン!!


　突とつ然ぜん凄い音と光が間近で炸さく裂れつし、洞窟内に反はん響きようした。


　線状の蒼あお白じろい光がパリパリと壁へき面めんを駆かけ抜けていくのを見ながら俺は深呼吸する。


「……やっぱお前か！」


　俺の眼前に出現したのは人ひと魂だまでも神しん霊れいの類たぐいでもなく、片手にカメラを持ち、もう片方の掌てのひらを張り手のように突つき出したカミルレだった。


「流石さすがでス、柊一さん！　落ち着いたものデすね！」


「肝試しだからな。心構えができていれば怖い事なんてそうそうないんだよ」


　そのうち来るだろうと思っていたのだ。


　この岩屋探検は肝試しイベントの素材収録が目的。そのためにクジを引かなかったカミルレが、脅おどかし役も兼かねるであろう事は容易に予測できる。そしてカミルレの特技──激しい音と光を発する《空間転移》は人を驚かすのにうってつけなのだ。


「とは言え、こんな見え見えのやり方で驚かされてたまるか。だよな、詩緒里？」


　ところが詩緒里からの返事が無い。もう一度問うが、返ってくるのは静せい寂じやくのみだ。


「おい、どうしたんだよ？」


　振り返れば、いつの間にか詩緒里は床ゆかに座り込んでいた。俺はそっと蠟燭を近づけ、傍そばに屈かがみ込む。詩緒里は何か小声で呻うめいているが、あまりにか細くて聞き取れなかった。


「なあ、何だって？　もう少し大きい声で言ってくれよ、詩緒里」


　すると彼女は悔くやしげにキッと唇を嚙かみ、ほぼ泣く寸前まで瞳ひとみを潤うるませて叫んだ。


「こ、腰こしが抜ぬけてしまったわ！」


「え？」


「だ、だからその、腰が……抜けちゃったのよ！」


　うううっ、と詩緒里は半泣きで訴うつたえる。


「わたし、ほんとは怖いのが駄だ目めなのよ！　本当は凄く無理してたのっ。足に全く力が入らないわ。絶望よ！　きっとわたし、もう二度と立ち上がれないんだわ……！」


　いやいや、そんな事は無いだろう、と俺は思う。しばらくすれば元に戻もどると思うが──


　しかし、詩緒里には意外とこういう面があるのだった。プールのウォータースライダーで震ふるえ上がってしまうくらい高い所も苦手だし……そうか、これ系も駄目だったか。


「だったらカミルレ──って、いねえ!?　アイツいつの間にっ」


　カミルレはさりげなく姿を消していた。詩緒里の腰を抜けさせた事が気まずくなったのだろう。流石は転移の使い手だけあって機を見るに敏びんだ。


　とは言え、この先どうしたものか？　俺は暗闇の中、ポリッと頰ほおを搔かく。


　気が強いようで意外と脆もろい完璧系美少女、水みず谷たに詩緒里はしょんぼりと肩を落とし、


「いいからわたしはここに放置して、柊一君は先に行って……」


　傷ついた表情でそんな事を俯うつむきがちに呟つぶやく。地面を指先で意味も無く擦こすったりして、多分さっきまで散々高こう慢まんに振る舞まっていたから、ばつが悪いのだろう。


「何いじけてんだよ。俺が手を貸してやるって」


「や、やめて頂戴っ。……わたしみたいに惨みじめな女の子の事は放ほうっておいて。本当に無理なのよ。足にまるで力が入らないの」


「ふうん……」


　醜しゆう態たいを見られたせいで傷つき、悄しよう然ぜんとした彼女の姿を見て俺の心は決まった。


「だったら詩緒里、この蠟燭はお前が持て」


　戸と惑まどう詩緒里の手に灯あかりを握にぎらせ、俺は彼女を抱かかえ上げる。


「キャッ!?」


　びくんと彼女の躰からだが強こわ張ばったのが伝わるが、俺はそれなりに腕わん力りよくがあるから問題無い。


「歩けないなら仕方ねーだろ。引き返すのも面めん倒どうだし、奥まで行ってみようぜ」


　妙みようにぶっきらぼうな口調になってしまうが、こればかりは勘かん弁べんだ。俺だってその……照れ臭くさいのである。抱え上げた詩緒里の躰は重くはないが、柔やわらかい。甘い蜜みつを蓄たくわえて咲さき誇ほこる花のように芳かぐわしい香かおりでいっぱいだ。
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「お、お姫ひめ様さま抱だっこ……」


　詩緒里の長い髪かみがサラサラと流れて俺の肌はだを撫でる。


　彼女の鼓こ動どうはドクドクと驚く程速いが、恐らく俺も似たりよったりなんだろう。気にしない事にして洞どう窟くつの奥へ進む。二人分の体重を乗せた足音が洞窟内にこだまする。





「結構歩いたわね……」


「そうだな」


　天てん井じようの低い通路を俺達は歩いていた。


　いかにも冷静な相あい槌づちを打った俺だが、内心かなりモヤモヤしている。詩緒里の豊か過ぎる胸が俺の躰に押しつけられているからだ。……こういうのはいつまで経たっても慣れるもんじゃない。


　とは言え、無論わざとじゃない事は知っている。これは詩緒里の心こころ遣づかいだ。


　腰を抜かしながらも健けな気げな詩緒里は俺の首に両手を回してしがみつき、体重という負担を僅わずかでも軽減させようと頑がん張ばってくれているのだった。抱き心地ごこちは最高に良い。


「ねえ、柊一君。いつもの事だけれど……。また悩なやみを聞いてもらってもいいかしら」


　詩緒里が恥はずかしそうに小声で言う。この状態で悩み相談するなんて──何か可愛かわいい。


「どうぞ」


「妹の事なんだけど」


　来たか、と俺は歩きながら思う。


　詩緒里はこんな風に語った。


　前にも相談したけれど、やっぱり妹とうまくいってない。素行の悪さを注意したはいいが、一向に聞き入れる様子が無いというのだ。姉として手を焼いているらしい。


「ふうん、まだ夜遊びとかしてるのか？　お前の妹の……あー」


「紫し音ね麻ま。そう言えばまだ名前を言ってなかったわよね。妹の名は紫音麻っていうのよ。センスの良い素す敵てきな名前でしょう？」


「まあな。面おも白しろいよ」


「夜遊びは最近していないみたい。でもやっぱり色々と不良なのよ。中学生なのに年ねん齢れい詐さ称しようしてアルバイトとかしているし、ゴス系っていうの？　服装も乱れ気味だし」


　しばらく詩緒里は溜たまっていた不満を語り続け、俺は静かに話を聞いた。こういうのは訳知り顔で説教するより、聞いてあげるのが肝かん要ようだと今までの経験で知っている。


　詩緒里は話し続けるうちに要点を整理できたらしく──或あるいは単にすっきりしただけかもしれないが、今度は逆に妹を弁護し始めた。


「でも本当は良いい子なのよね……。ええ、それは間ま違ちがいないのよ。一見不良っぽいけれど、紫音麻は良い不良なの。ホラ、よく漫まん画がとかでもあるじゃない？　悪そうに見えるけれど、陰かげでは捨てられた仔こ犬いぬにご飯をあげていたりするような」


　いつの時代の漫画なんだ、と俺は思う。


「とにかく、根は優やさしいの」


　詩緒里の表情はどこか誇らしげでもある。悩み相談という名目だったが、既すでに半ば解決しているようだな、と俺は思った。この機会に訊きいてみるか。


「お前と紫音麻って、仲が悪い……訳じゃないんだよな？　基本的には」


「ええ、そうよ。今は少しギクシャクしてるだけ」


　出来の良い妹にわたしは昔から微び妙みようにコンプレックスを持っているけれど、向こうは何とも思ってないわ、と詩緒里は言った。


「仲が良いなら……俺の話とかもしたりするのか？」


「エッ？」


　詩緒里は急に赤くなる。


「いやその、学校の話とか！」俺は素早く補足した。


「あ、ああ、そういう事ね！　しないわ。姉妹しまいでそんな話しない。だから安心して！」


「だよな！」


「ただ……恋こいバナ的な話は、その、訊かれたら答えるかもなんだけど」


「答えるのかよ！」


「だって、紫音麻がそういうのに興きよう味み津しん々しんなんだもの！」


　乞こわれればつい教えてしまうという詩緒里さん。妹にさりげなくコントロールされていそうだ。無論、だからこそ紫音麻はこちらの動向を熟知しているのだろうが。


「それで詩緒里。結局お前は妹とどうしたいんだ？」


　どういう事？　そう問いたげに彼女は抱だかれたままキョトンと俺を見上げる。


「素行が悪いとか、服装とか態度がどうとかさ。それを矯きよう正せいする前にやる事がある気がするんだ。俺の事を話すのはいいけど、ちゃんとしたコミュニケーションは取れてる？　もしかしたら妹にも姉貴に打ち明けたい悩みがあるのかもしれないぞ」


　この姉妹の問題はそこに行き着くように俺には思える。たとえ紫音麻の素行が良くなっても、姉妹間がギクシャクしていれば詩緒里は問題が解決したようには感じられない筈はずだからだ。要は二人が今よりもっと仲良くなればいい。姉と妹が互たがいの価値観を解わかり合えば実は全すべて解決するのでは──？


「一度腹を割って話してみなよ。素行がどうとかじゃなくて、色んな事をじっくりさ」


「……ン、そうね」


　詩緒里は俺に抱きついたまま素直に頷うなずいた。


「そうかもしれない。言われてみれば確かに最近、ちゃんと紫音麻と話せてなかったわ。あの子も何か相談事があったのかも──」


　柊一君の言う通りにしてみる。


　詩緒里は己おのれに言い聞かせるようにそう呟いた。紫音麻が今何に関心があるのか、何をどう感じているのか知りたいわ。そしてわたしも気持ちを理解されたい、と。


「おかげですっかり楽になっちゃった。いつもありがとう、柊一君」


「ま、あまり気負い過ぎるなよ」


「わ、解ってるわ……」ツンッ！


　抱かれたまま器用に顔を背そむける詩緒里を連れて、俺は洞どう内ないを歩き続ける。


　サンダルの爪つま先さきが時折ピクピク動いているから多分もう歩けるのだろうが、詩緒里は余よ程ほど俺の腕うでの中がお気に入りらしく、おりる気配は無い。俺も別におろしたくない。


　紫音麻と俺の関係については現状、口を噤つぐんでおく事にした。詩緒里は妹の事を心の底では信しん頼らいしているようだからだ。その気持ちに水を差す気は無いし、俺は彼女の願いを叶かなえたいと思う。姉妹が心を開いて話せるように力を貸してあげたかった。


（それには……どうしたらいいんだろうな）


　思考を巡めぐらせているうちに洞窟の最さい奥おうに到とう着ちやくした。





　洞窟最深部の突つき当たりに巨きよ大だいな龍りゆうの像が設置されていた。


　蠟ろう燭そくの灯りでそれが浮うかび上がった瞬しゆん間かん、怖こわがりの詩緒里がヒイッと悲鳴をあげて俺にしがみついたので首が絞しまって酸欠状態に。


「お、落ち着け詩緒里……只ただの像じゃねーか！」


　と、呻きながら接近すると、今度は龍の咆ほう哮こうが響ひびき渡わたり、再度しがみつかれる。


「お、落ち着け詩緒里……只の録音じゃねーか！」


「わ、解ってるわっ！　何度も何度も抱きつかせないで！」


「俺が悪いのか!?」


　……また首を絞められるのも何だから、これ以上の突っ込みは入れないでおこう。


　龍神像の足元に鳩はとサブレが置かれていた。予期せぬトラブルに多々見み舞まわれたが、ブツを回収して任務は完かん了りよう！　後はのんびり帰るだけだ。流石さすがに腕が疲つかれてきたが、出口までは何とか持ちこたえられそうである。


　俺達は来た道を今度はゆっくり逆に辿たどった。ところが──


　そこで俺は幽ゆう霊れいを見る。


（おかしい）


（何か変だ……）


　最初は目の錯さつ覚かくかと思った。洞窟内の狭せまい通路の向こう、闇やみの奥で何かがゆらめいている。目には見えない。見えないが見える──と表現するのも変だが、空間そのものが歪わい曲きよくしているような奇き妙みような感覚があった。何かがいる、と直感が告げる。


　そして俺は慄りつ然ぜんとした。


　視線の先に突とつ然ぜん子供が現れたのだ。


　それは蒼あお白じろく発光する少年だった。炎ほのおのように揺ゆらめき、半はん透とう明めいで石いし壁かべが透すけて見える。


　小学一、二年生ぐらいだろうか？　見知らぬ……それでいてどこか既き視し感かんを呼ぶ外見で、Ｔシャツに短パン姿だった。大きなボールを胸に抱かかえている。俺達を怖がらせようとする気配は無く、闇の中で無む邪じや気きに遊んでいるだけなのだが──


　それだけに背筋が寒くなった。


　どこから来たのか、何が目的なのか不明だからこそ怖い。何よりこいつは肝きも試だめし用に仕し込こまれた物じゃないのが明白だ。


　俺は詩緒里を抱く手に力を込め、その時ふと気づいた。彼女は別の何かに怯おびえている。


「どうしたっ？」


「し、柊一君っ……あ、あああ……あそこっ！」


　詩緒里が指を向けたのは俺の背後だ。振ふり返った俺は今度こそ震ふるえ上がる。


　そこにも詩緒里がいたからだ。


　説明するのも異常だが、今まで歩いてきた道の先にもう一人、半透明の詩緒里が立っていた。少年と同様に蒼白い光を帯び、蜃しん気き楼ろうのように揺らめきながら俺達をじっと見ている。俺の背中には鳥とり肌はだが立ち、心臓が激しく動どう悸きした。


　一体何がどうなってるんだ？　幻げん影えいじみたもう一人の詩緒里──


　ドッペルゲンガー、という言葉がふと頭をよぎる。


「イヤアアァァーッ、怖いいいっ！」


　不意に俺の腕の中の詩緒里が身も世も無い悲鳴をあげた。


「怖い怖い！　怖いわ！　お願い助けて！　助けて柊一君！　イヤアアァァーッ！」


　完全にパニックを起こし、ガン泣きする詩緒里。可哀かわい想そうな程ガタガタ震えて必死にしがみついてくる。俺は説明できない衝しよう動どうに貫つらぬかれ、胸がギュッと締しめ付けられて。


　気づけば下腹に力を入れていた。


　幽霊を見たのは生まれて初めてだ。本当にいるとは思わなかったが──


「大だい丈じよう夫ぶだ、詩緒里。俺が必ず守ってやる」


　俺は彼女を強く抱き、闇に浮かび上がるそいつらを睨にらみ付けた。
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　合宿三日目の朝を迎むかえた。


　今日も夏そのものという快晴で、窓から鮮せん烈れつな光が射さし込み、蟬せみも輪唱状態──おかげで別べつ荘そうにいる間は目覚まし要いらずだ。


　時刻はまだ六時半。俺は寝ね癖ぐせの残る頭を搔かきながらベッドを抜ぬけ出した。


　自室を出て廊ろう下かをぺたぺた裸足はだしで歩き、一階の広間に向かう。


「あ！　早いのね、柊しゆう一いち君」広間には既に詩し緒お里りがいた。「おはよう」


「おはよ」


　詩緒里はソファーに座ってペットボトルの水を飲んでいた。血色は良く、栗くり色いろの髪かみもサラサラで、いつも通りの完かん璧ぺきな美び貌ぼうが朝の光の中で輝かがやいている。


「よく眠ねむれたみたいだな」俺は言った。


「ええ、朝までぐっすりよ」


　詩緒里は照れ臭くさそうに少しツンとしながら髪を搔き上げた。


「おかげですっかり元気になっちゃったわ」


　良かった、と俺は思う。


　流石の俺も昨夜ばかりは心底焦あせった。肝試しの最さ中なか、まさか本物の心しん霊れい現象に出くわしてしまうとは……。詩緒里はパニックでガン泣きするし、俺は彼女を守るとは言ったものの、具体的に何をすべきかは見当も付かず──


　しかし、結局は何事も無かったのだ。


　どこか見覚えのある謎なぞの少年と、幻影じみたもう一人の詩緒里。


　二体の幽霊はしばらくすると現れた時と同様、いきなり消えてしまった……。そのあまりの唐とう突とつな消失に俺は啞あ然ぜんとし、おーいと思わず呼びかけてしまった程だった。


　彼らは何のために現れたのか……？


　解らない。目的は今も謎だ。


　もっとも、心霊に理り屈くつは通じないのかもしれないが──幽霊達は俺に何か要求するでもなく、何か通告する訳でもなく、只現れて只消えた。そうとしか言いようが無かった。


　あれからすぐに洞どう窟くつを出た俺と詩緒里は、早さつ速そくせしる先せん輩ぱいに幽霊の件を訊きいた。


「ちょっと落ち着きたまえ、柊一君。一体何を言っているんだ？」


　困こん惑わく顔がおでそう言われる。先輩達の仕し込こみではないらしく、俺達の他ほかに見た者はいない。


「ふんふん、子供の幽霊とドッペルゲンガーか……。興味深い。調べてみよう！」


　せしる先輩が意気込んでそう主張するので、俺は詩緒里をみつけちゃん達に任せ、もう一度洞窟に入る羽目に。


　とは言え、いくら調べても異常は見つからず……そのうち本格的に夜も更ふけてきたので別荘に引き上げたのだ。


　色んな部屋の室内灯をつけて、必要以上に別荘内を明るくする。


　カタカタと震えが収まらない詩緒里を心配し、全員彼女が眠るまで傍そばについていた。


　詩緒里が安らかな寝ね息いきを立て始めたのを見計らい、俺は静かに玄げん関かんから外に出た。思考を整理したかったのだ。


　夜道を歩く。別荘周辺を一人ぶらつきながら心を落ち着かせる。


　と、不意に彼方かなたから近づいてくる影かげが目に入った。髪をなびかせる細いシルエット──


「せしる先輩、どうしたんです？」俺はキョトンとして訊いた。


「いや、君がなかなか戻もどらないものだから……」


　間近まで来ると、せしる先輩は少し困ったような顔で言った。


「知っての通り、わたしは霊れいの存在を信じていない。君の言葉は信じるが、洞窟内で見た物も何らかの科学的説明がつく事象だと考えている。とは言え、しおりん君の怯えようは尋じん常じようではなかったし、備えあれば憂うれい無しという言葉もあるし……」


　俺はくすっと笑えんだ。要は心配して捜さがしに来てくれたらしい。


「詩緒里は元々少し怖がりなんですよ」


「それは解わかっているのだが……」


「心配要いりませんって」


「しかし、もしもまたその現象が起こったら……」


　天才的な頭脳を持ちながらも生来の優やさしさがそうさせるのだろう。心霊現象なんか全く信じていない癖くせに先輩は俺の傍から離はなれようとしないのだ。健けな気げだ、と素す直なおに思う。


「せっかくだから、少しその辺を歩きますか」


　気づけばそんな事を言っていた。


　最初先輩はびっくりしたように大きく目を瞠みはっていたが、やがて嬉うれしげに頰ほおを染め、首をびゅんびゅん縦に振った。


　二人で斜しや面めんをおりて砂すな浜はまへ向かった。


　夜の海には俺達以外誰だれもいなかった。聞こえるのは寄せては返す波の音だけ。夜空には数多あまたの星がちりばめられ、さながら天然のプラネタリウムのよう。


「綺き麗れい……」


　せしる先輩が素そ朴ぼくに呟つぶやいた。


　ちらりと横に目をやれば、先輩の横顔はやはり綺麗だ。微かすかな夜風に揺れる黒くろ髪かみをそっと押さえ、星に見入っている──


　普ふ段だんは騒さわがしい先輩だが、何も考えていない時は今のように意外とおとなしい。俺だけが知っている彼女の知られざる一面だ。


　そのまま二人並んでゆっくり砂上を歩いた。


　どちらも何も言わない。


　穏おだやかな夜風が静かに頰を撫なでる。


　幼おさな馴な染じみ同士だから、こういう時は何も言わない方が伝わる物がある。共有してきた二人の思い出に今この瞬しゆん間かん、新たな一ページが書き加えられているのだ。


　多分いつまでも忘れない、印象的な夏の思い出……。


　美しい星の輝きの下もと、俺達はいつまでも黙だまって歩き続けた。


　やがて砂浜の先に岩場が見えてきた──そろそろ戻った方がいいだろう。


　先輩は立ち止まってポツリと言った。


「柊一君、君はどうして星が光るか知っているかい？」


「え？」


　唐突に何を言うんだ、と俺は思う。


「えーと……。確か太陽の光を反射してるんじゃなかったでしたっけ？」


　ふふっ、と笑むと先輩は首を小さく横に振って、


「それは月が光る仕組みだよ。夜空の大半の星は太陽と同じく恒こう星せいだから、自力で光っている。星の中にある水素が熱ねつ核かく融ゆう合ごう反応を起こして燃えているんだ」


「あ、そうでしたっけ」


　言われてみればそう習った気もした。


「ねえ柊一君、わたしの中にも光り輝くような気持ちがいっぱい詰つまっているんだよ」


　不意に先輩は天を仰あおぐように両手を広げた。両目を細めて俺に向き直る。


「いつも星のように輝いていたい！」


　そんな風に言う彼女は背後に満天の星空を従え、まるで宇宙の女王のようだ。


　先輩ならできるよ、と俺も思わず目を細める。


「君のために」不意に先輩は小声で付け加えた。


「え……？」俺は戸と惑まどう。「今何て？」




[image: ]


「何でもない」


　先輩は笑った。そして、


「ビューン！　流れ星っ！」


　いきなり両手を広げた格好のまま砂浜を軽快に走り出した。


「ウフフッ、わたしはお星様だよ柊一君！　君は摑つかみ取れるかなっ？」


「全くもう！」


　斜面を駆かけ上がり、はしゃぎ声をあげながら夜道を駆けていく先輩を追う。そのまま追いかけっこするみたいに俺達は苺いちごの別荘へ戻った。





　そして深夜。


　ようやく俺が自分の寝しん室しつに戻るとベッド脇わきに書き置きがあった。


『皆みんなで夜遊びかしら。会えなくて残念だわ』


　紫し音ね麻まの筆ひつ跡せきだった。……夜よ這ばいに来たはいいが、俺が不在だったせいで帰ってしまったらしい。


　洞窟内での詩緒里との話を経へて、俺も紫音麻に言ってやりたい事があったのだが、流石さすがに今夜はもう疲つかれた。即そつ刻こくベッドに倒たおれ込み、朝まで泥どろのように眠ったのだった──





　と、少し長めの回想から我に返って。


「あー、昨夜の事はあまり気にするなよ。結局は何事も無かったんだからさ」


　俺はポリポリ頰を搔きながら詩緒里に言った。


　今は朝だ。この清い光の中にいると昨夜の事は全すべて夢だったようにすら思える。


「幽ゆう霊れい……かどうかは知らないが、悪意のある存在じゃなかった。それだけは確かだよ」


「ン、そうよね」


　詩緒里は上うわ目め遣づかいでぎこちなく微笑ほほえんだ。「ありがとう、柊一君……」


「だから気にするなって」


「おっはー！」


　と、そこに朝から元気潑はつ剌らつのかへらへがやってきた。


　背後にはせしる先輩と苺とみつけちゃんの姿もあり、詩緒里の事が心配で全員早めに目を覚ましたらしい。基本的にハーレム団は優しい子揃ぞろいだ。


「ふんふん、具合はどうだね。大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「ええ、おかげ様で平気よ。昨日はその……迷めい惑わくかけてごめんなさい」


「別に迷惑ではない。困った時はお互たがい様だよ、しおりん君」


「その呼び方やめて！」


　詩緒里が元気そうなので皆一様にホッとした様子。簡単な朝食を摂とり、その後いつものゲーム作りを開始した。
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「さて、昨日撮とりまくったイベントシーンの素材だが、早さつ速そくゲーム用に変換コンバートしてみたぞ！」


「もう!?」


「この手の物は一度仕組みができてしまえば後は簡単なのだよ」


　ゲーム制作は本日で三日目──


　艶つややかなみどりの黒髪にサラリと指を絡からめて先輩は言った。


「大たい抵ていのゲーム開発会社ではゲームを作るにあたって専用のツールを用意する。環かん境きよう開発系のプログラマーが『何とかツクール』みたいなアプリケーションを作り、それを使ってプランナー達がゲーム用のデータを作るのだが、基本的にこの流れはどんなゲームでも共通だ。ＲＰＧでもアクションゲームでもレースゲームでもね。理由は時間短縮だよ。逐ちく一いちプログラマーの手を借りずとも色んな事を試ためせればゲームのクオリティアップに貢こう献けんする。ある意味、オブジェクト指向という考え方の恩おん恵けいでもあるのだが──」


　更さらにわたしは簡易的なＡＩを昨日開発ツールに組み込んだ。今やそれがわたしに代わって細こま々ごました部分を作ってくれるのだ、とせしる先せん輩ぱいは涼すずしげに語った。


「ＡＩ？」


「即すなわち、愛！」


「って違ちがうだろ！　人工知能の事ですよね？　それくらいは知ってますが……」


「まあ、言う程ほど大したＡＩではないのだがね。急いで作ったからモモンガ程度の知性しか持ち合わせていない」


「モモンガ！」意外なワードだった。


「見たまえ柊一君、これがモモンガの手を借りて昨日作成したイベントだ！」


「いやー、何だかよく解りませんが、とりあえずプレイさせてもらいますよ」


　俺はノートＰＣに向かい、マウスを握にぎった。


　データ確かく認にん用のデバッグモードらしく、画面にはイベントビュワーが表示されている。


　イベント番号１を選ぶと、砂浜を背景に水着姿のせしる先輩が映し出された。リップシンクで彼女が喋しやべり、テキストウインドーに文字が流れる。





　せしる「ねえ柊一君、日焼け止めを塗ぬってくれないか？」





　昨日のあれか、と俺は思う。……ＡＩという言葉で連想した訳ではないが、俺にも学習能力はある。しばらく何もせず放ほうっておいた。





　せしる「柊一君、もう待ちきれないんだ。早く来てくれ……！」





　案の定、このゲームの独創的──と言うか変態的なシステム、『焦じらし』が発動し、画面内のキャラクターが勝手にテキストを進め、入力を催さい促そくしてきた。うむうむ、君は実によく解ってるなあ、と現実世界のせしる先輩は俺の隣となりでご満まん悦えつである。


　じゃ、もう少し放置してみよう。





　せしる「いつまで焦らすんだ、柊一君……。意地悪はやめてそろそろ塗ってくれ！」





　更に放っておく。すると何な故ぜか突とつ然ぜんけたたましいファンファーレが鳴った。





　合計３の焦らしポイントを獲かく得とく。柊一はレベルが上がった！　『ムッシュやきもき』の称しよう号ごうを手に入れた！





「って、何だそりゃああああ!?」俺は堪たまらず突つっ込んだ。


「ウフフッ、女との接し方で、主人公が成長するようにしてみたのだよ！　この主人公は相手をやきもきさせ、ガードが下がったところを急きゆう襲しゆうするタイプに育ちつつある。レベルが上がると凄すごいんだぞっ？　テクニシャンだから色んな技わざを習得する。例えば《マジックフィンガー》《はずかし固め》《ギガフェロモン》、他ほかにも多種多様なスキルを……」


「俺を何に育てようとしてんだ!?」


　アホな応おう酬しゆうをしている間に新たなテキストが表示された。今度は主人公の独白だ。





　柊一「フッ──これ以上焦らすのは酷こくというもの。『伊だ達てワル』って言葉は俺のためだけにある。塗ってやるぜ！」





　レベルアップしたせいか口調がキザになっている。……この柊一は割と残念な柊一だ。





　柊一「さあ、どんな作戦で塗る？」





　１・ガンガンいこうぜ


　２・いのちをだいじに


　３・じゅもんをつかうな





　ズルッ。俺はマウスを滑すべらせて座ざ卓たくに突っ伏ぷした。作戦ってそれか！


「何かもう色々カオス過ぎて突っ込む気力が……。まあいいや。ここは無難に」


　俺は１の『ガンガンいこうぜ』を選せん択たくした。





　柊一「フッ。ならばガンガンいかせてもらおう。どこまでもクレバーに──うおおおおおあああっ！」





　いきなり画面がフェードして切り替かわった。


　今の選択で日焼け止めを塗るイベントが始まったらしく、ストリーミングムービーが再生される。流れている映像はあれだ。昨日浜はま辺べで撮さつ影えいした突とつ飛ぴな一幕──


　俺の背中にかへらへが、その背中にみつけちゃんが、そのまた背中に苺が……みたいに皆で連結して日焼け止めを塗りまくる残念過ぎる様だった。


「……かなりガンガンいってますねー」


　俺は冷ひや汗あせを流して呟つぶやいた。


「ふんふん、という風にだ。イベントの素材は収録した端はしからゲームに組み込んでいけるのだよ。今日もばっちり撮影するぞっ！」


　嬉うれしげに腕うでをワキワキさせるせしる先輩を見ながら俺は深い溜ため息いきを吐つく。


「ったく、解わかりましたよ……。毒食わば皿までですからね」


「うむ、せっかくここまで作ったのだから最後まで手は抜ぬきたくないのだ。制作は佳か境きようだよ。今日はクライマックスのイベントを収録する予定だから、ちょっと台本を見てくれ」


　俺達は本日配られたばかりの『超ちようせしる脚きやく本ほんその３』に目を落とした。


　ページを捲めくると、成程、ゲーム中最大の見せ場であるらしいイベントが書かれている。


　即すなわち──『メインヒロインからの告白』。


　内容はこうだ。夏合宿という名のはしゃぎ過ぎた日々を経へて、主人公は求愛してきた美少女の一人に愛の告白をされるのだが、その相手とは長い黒くろ髪かみの乙女おとめ──涼すず風かぜせしるだった。そして主人公もまた密ひそかに彼女を選ぶ事を決めていた。何故？　理由はシンプルだ。


　運命だったから──


　主人公とせしるが結ばれるのは出会った時から運命で定められていたのだ！


　その事に気づいた二人は抱だき合い、皆が見守る中で誓ちかいのキスをする。もう離はなさない。


　かくして二人は結ばれ、永遠に仲なか睦むつまじく暮らすのだった。めでたしめでたし──


「って、ちょっと待って頂ちよう戴だいぃぃぃ！」


　物凄い勢いで突っ込みを入れたのは俺ではなく水みず谷たに詩緒里だった。


「全然めでたくないわよ！　何よこれ！　涼風さん、一体どういう事っ!?」


「どういう事も何も、書いてある通りの意味だが」


「ふざけないで！　これだと、柊一君とあなたが結ばれるって事じゃないの！」


　うん、と先輩は頷うなずいた。


「そんなに可愛かわいらしく肯こう定ていしたってダメ！　ダメダメダメダメ絶対ダメよっ！　これって、その……要するにあれでしょうっ？　涼風さんと柊一君がわたし達の前で実際にキスするって事なんでしょうっ？」


「それをカメラで撮ってもらうのだ」先輩は目を細めて言う。「ゲームにイベントとして実装し、全校生徒に配布してプレイしてもらう」


「もっとダメじゃないのよおおっ！」


　キイイイーッとハンカチを嚙かみちぎらんばかりに逆上する詩緒里。顔を前に突き出して先輩に食ってかかり──いつもの修しゆ羅ら場ばが始まった。


「許さない！」


「ふっ」


「軽く受け流さないで！　わたし、そんなの絶対許さないからっ！」


「ふんふん、しおりん君はそう言うがね。ではゲームは一体どうなるのだろう」


　不意に先輩は神しん妙みような表情で言う。


「せっかく全員一丸となって一生懸けん命めい作ってきたゲームじゃないか。ここで諦あきらめてしまっては合宿で流した血と汗と涙なみだが全すべて無む駄だになってしまうよ？　君はそれで良いのかい？」


「別に血は流してないけどね……」詩緒里がボソッと突っ込む。


「皆みんなで一つの何かを作るのは素す晴ばらしい事だ。青春ラブコメに必ひつ須すの連帯感と達成感をこれ以上無い程実感できる。完成させた時の喜びはきっと格別だろう。それなのに……ああ、それなのにそれなのに。ここでやめてしまうだなんて勿もつ体たい無さ過ぎないか？」


　うぐっ、と詩緒里は言葉を呑のむ。せしる先輩の言い分は実に正しく、まさに正論中の正論だ。それだけに俺は感じ入る物があった。


（流石さすがだ──）


（こんな事も考えていたとは）


（『皆で協力して一つの物を作る』。『青春の思い出作り』──確かにそれは先輩の動機の最たる物だろう。とは言え、皆で楽しむという根幹部分はきっちり押さえつつ、それでいて自分にとっての嬉しい事もちゃっかり企たくらんでいたんだ……！）


　複眼思考と言うか、並列思考と言うか、やはり先輩は只ただ者ものではない。キスシーン撮影計画を迂う遠えんながらも内心ワクワクしながら着々と進めてきたに違いなく。


　やれやれやれやれ……と俺がこめかみを押さえていると、


「時に柊一君、《コンコルドの誤ご謬びゆう》という言葉を知っているかね？」


　せしる先輩が澄すまし顔でそんな事を言う。


「や、何すかそれ？」


「ふんふん、これは行動経済学の用語なのだがね──」


　コンコルドという超ちよう音速ジェット旅客機の開発には多くの時間と資金がかかった。その多大な投資が上層部の判断を曇くもらせ、途と中ちゆうで計画を中止するべきだったのに中止できず、結果的に赤字を取り返す事ができなかった。《コンコルドの誤謬》とはそれに由来する心理現象で、いわゆる『認にん知ちバイアス』の一種なのだとせしる先輩は言う。


「我々の同人ゲーム制作にもこの概がい念ねんは当てはまるだろう。既すでに大変な時間と労力をつぎ込み、このゲームには高校一年の夏の思い出が凝ぎよう縮しゆくされて詰つめ込まれていると言っても過言ではない。もはやコンコルド同様止められない、恋こいの極ごく楽らく旅客機なのだよ！　中止するのは心理的にも無理という物さ！」


　はーっはっはっはっ！　と腰こしに手を当てて高笑いするせしる先せん輩ぱい。……本当に好きだなこういうのが。まさしく乗りに乗り、先輩の瞳ひとみは物凄く活いき活きしている。


　ところがその時、意外な提案をした者がいて。


「あの……ごめんなさい。ちょっといいでしょうか？」みつけちゃんである。


「構わないよ」


「ボクもその、やっぱりゲームは完成させるべきだと思います。せっかくここまでやったんですもん。完成品を見たいですし、最後までやり遂とげたいです」


「うむうむ、そうだろう」


　でも、とみつけちゃんは口元を押さえて言った。


「キスシーンの撮影に待ったをかけたい水谷さんの気持ちも解るんですよね……。今日初めて知らされたんですもん。びっくりしちゃうのは当然だと思います。だからその、イベントの内容を……こういう風にアレンジしてみてはいかがでしょうか？」


　全員参加型、とみつけちゃんは言った。


　主人公に女の子全員が告白する。要はオーディションみたいな告白比べだ。そして一番心を揺ゆさぶった女の子を主人公が選び、自らキスをする──


「どうでしょう。これならチャンスは公平だと思うんですけど……」


「賛成っ」


　苺が小さな手をしゅぴっと挙げた。


「涼風さん、わたしも参加したい。森の申し子として是ぜ非ひ参加させて！」


「クルックー！」


「……お前はダメよ、サブレ」


「にひひひっ、わたしも参加したーい」多分よく解っていないかへらへも挙手した。


「そうよ、涼風さん。皆の言う通りだわ！」詩緒里がグッと拳こぶしを握にぎり、「ここは民主主義国家だもの。チャンスは万ばん人にんに平等であるべきよ。わたしだって柊一君とキス……じゃなくて、完かん璧ぺきな女なんだから、主役の座は渡わたさないわ！　いいこと？　わたしは女優よ！」


「何言い出すんだ、お前!?」


　突っ込んだはいいが、時既に遅おそし。詩緒里の『女優』発言は皆の対たい抗こう意識に火をつけた。


　わたしだって女優だよー、だったらわたしも、と修羅場はヒートアップする。


　炎えん上じようする美少女達を見ながらせしる先輩はしばらく腕うで組ぐみして黙もつ考こうしていたが、


「解った」やがて深々と頷いた。「確かに機会は公平であるべきだな。一人で先走ってすまなかった。みつけ君の提案通りにプランを変へん更こうしよう！」


「やったあー！」


「だが無論、わたしも女優だ。勝ちに行くぞっ」


「望むところよ！」


　かくして五人の美しき女優が各々趣しゆ向こうを凝こらして俺に擬ぎ似じ的に告白するという、イベント用の素材撮影──『トロピカ～ル告白バト～ル』が幕を開けるのだった！
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「準備オーケーでース」


　カメラを構えたカミルレが合図すると、かへらへが親指を立てた。準備ＯＫらしい。


　ここは別べつ荘そう一階のかへらへの寝しん室しつだ。造りは俺の寝室と同じだが、ｉＰｏｄや音楽系の雑誌やお菓か子しが散らばっているあたりが、らしいと言えばらしい。


　俺はかへらへに言われるがまま窓の桟さんに腰こし掛かけ、先輩や詩緒里達は少し離れた所で待機していた。告白を傍ぼう観かんするギャラリーとして。判定するジャッジとして。


　皆の表情は些いささか緊きん張ちよう気味だが──


　いや、別に構える事は無い。これはあくまでもイベント作成用の芝しば居いなのだから。


　と、解っている俺も何な故ぜか掌てのひらに汗が滲にじむ。何故だろう。一番良い演技をした者を選ばなければならないからか。それとも優勝者にキスする芝居をするのが……。て言うか、この部屋ちょっと暑いな！


　告白バトル収録の流れはこうだ。


　各おの々おの理想と思えるシチュエーションを想定し、それに合った演技をして告白に及およぶ。


　例えば、『放課後の校舎裏に呼び出して告白』が理想だったら、あたかもそこが学園構内であるように振ふる舞まう訳だ。背景は後から先輩がＣＧで差し替かえるらしい。


　クジ引きの結果、かへらへ、みつけちゃん、苺、詩緒里、せしる先輩の順で告白する事になり、今から一番手のかへらへが事に及ぶところなのだった。


　かへらへの理想のシチュエーション。それは──


『ライブ後の楽屋』！


　突とつ然ぜんかへらへがベッドにぴょんと飛び乗った。


「いっくよー！」


　威い勢せい良よくシャウトするとヌンチャクの如ごとく頭を振り、うぉうぉうぉうぉとエアギターを搔かき鳴らす。皆が啞あ然ぜんとしていたが、かへらへは構う事なく五分程ほど演奏していた。


　やがて額の汗を拭ぬぐい、ベッドから飛び降りた彼女は高こう揚ようした足取りで俺に近づいてきた。


「今のライブどうだったーっ？」


「お、おう……」


　俺は咄とつ嗟さにアドリブで答える。


「良かったよ。何か凄すごい盛り上がってたな」


「にひひっ！」


　彼女はにぱっと笑えんだ。素直に可愛い。


「そりゃあ、わたしは盛り上がったよー。柊一君は楽しめた？」


「ああ、楽しんだ」


「良かったね！」


「こっちこそサンキュー」


「やっぱ楽しいのが一番だよー」


　かへらへは俺の隣となりに移動するとトンと壁かべに背中をつけた。ちょっと様になっている。


「わたしねー。正直好きとか嫌きらいとか、愛とか告白とか、まだよく解んないんだよねー」


「え？」


　俺は戸と惑まどう。告白バトルなのにそういう事を言っていいのか？


　直後にハッとする──これは演技じゃなく、芝居に見せかけた本音なのでは。


「そうなのか？」


　ウン、とかへらへは深々と頷いた。


「女子は恋してなくちゃー！　みたいに学校では言われてるけど、無理してする物でもないと思うんだよー。皆に合わせるのは大事だけど、合わせ過ぎてると自分が無くなっちゃう。わたしはホントに好きな事を一生懸命やるのが一番大事だって思ってるんだ」


「そうだな……」確かにその通りだ。「俺もそう思うよ」


「でもねー、楽しいのは大好きなんだー」


　かへらへは俺にくるりと笑顔を向けてこう言った。


　恋れん愛あいの事はまだ自分にはピンと来ない。でもそれは楽しくて、日々をキラキラ輝かがやかせ、最高にワクワクする物だという。


「今わたし、実は毎日すっごいワクワクしてるんだよー。だって柊一君に構ってもらうと超ちよう楽しいんだもん！　もっともっと構って。そしていっぱい頭撫なでて。もしかしたら、これが噂うわさの恋かもしれない！」


　ずっとこの感覚を味わっていたい──


　そう言ってかへらへは俺の腕うでにギュッとしがみついた。


　いつも明るくて異性を感じさせないかへらへだが、ふわっとした甘い匂においと柔やわらかさは紛まぎれもない女の子の感かん触しよく。そして今まで知らなかった彼女の内面を垣かい間ま見みた気がして、俺は正直……胸がモヤッとした。


「はい、カット！　いいイベントが撮とれマした！」


　カミルレがＯＫを出してからも、かへらへは幸せそうに俺の腕に絡からみ付いていた。
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　次の出番はみつけちゃんだ──


　俺達は座ざ布ぶ団とんに座り、正座して向かい合っていた。


　ここはみつけちゃんの寝室である。


　俺の眼前には漆うるし塗ぬりのお盆ぼん、そこに湯ゆ呑のみとお茶ちや請うけの花か林りん糖とうが置かれている。


　みつけちゃんは着物姿だった。近くの貸かし衣い装しよう屋から借りてきたらしい。薄うす紫むらさきの布地に牡ぼ丹たんが幾いくつも咲さいたデザインで、髪かみの花はな飾かざりとも相まって綺き麗れいだ。


　俺はみつけちゃんの淹いれてくれた緑茶を飲み飲み、告白が始まるのを待っていた。


　結構な時間が経過して、俺が飲み干した緑茶は既に三杯ばい。かけつけ三杯という訳ではないが、壁かべ際ぎわで見ているギャラリーのやきもきする気配が伝わってくる。


　俺は緑茶をぐいっと飲み干した。空になった湯呑みにみつけちゃんがまた茶を注つぐ。


「なあ、みつけちゃん」


「何ですか？」にこっ。


「そろそろイベント、始めないか？」


　可能な限りみつけちゃんに合わせようと思っていたが、口火を切らせて頂いた。


　みつけちゃんは微笑ほほえんで言う。


「イベントはもう始まってます」


「え？」


「ここは京都にあるボクの田舎いなかのおばあちゃんのお屋や敷しき……。そういう設定なんです」


「へえ、みつけちゃんの田舎って京都なのか」ちょっと意外だと俺は思う。「てっきり赤あか坂さか見み附つけだと思ってた」


　みつけちゃんはクスッと笑った。


「赤坂見附はボクの両親の馴なれ初そめの場所です。その頃ころ、仲居をやっていたお母さんにお父さんが運命の出会いをして、プロポーズもそこでしたんですって」


「え!?　そうだったのか!?」


　道理で珍めずらしい名前だと思った。浅あさ笠かさみつけなんて余程の思い入れが無ければ付けないとは思っていたが、それで得心する。きっととんでもなく仲の良い夫婦なんだろう。


「って、そういう事を言ってるんじゃなくてさ。俺が言いたいのは、これって告白の……」


「あ、はいっ。そうですよね！　ボクの告白は何と言ったらいいか、その……『告白しない告白』ですっ」


　意外な台詞せりふが飛び出し、俺は思わず目を瞠みはる。……どういう事なんだ？


「ここはボクが一番好きな場所──京都のおばあちゃんのお屋敷で、柊一さんはそこを時折訪おとずれてはお茶を飲んでいくんです」


　儚はかなげに微笑んで謎なぞめいた事を言うみつけちゃん。それが告白しない告白だというのか？


　解わからない。何か禅ぜん問もん答どうのような展開になってきたが、もしかしたらみつけちゃんの祖母が住むという京都特有の話法なのか。詳くわしくは知らないけど、他家を訪問した時にお茶ちや漬づけを出されたら、意味は『早く帰ってほしい』みたいな。


（うーむ……）


　俺は思わず頭を抱かかえる。正直、言葉遊びは不得手なのだった。


「あのさ、みつけちゃん」


「ボク、柊一さんには凄く感謝してるんです」


　みつけちゃんは俺の困こん惑わくを察したように語り始めた。


「初めて出会った時は助けてもらって、普ふ段だんはとっても優やさしくしてくれて……。ボク、心から有り難がたいと思ってるんです。いつも憧あこがれと、ありがとうの気持ちでいっぱいです。だから本当に傍そばにいられるだけで幸せで……。高校を卒業しても、大人になっても、年ねん齢れいを重ねておばあちゃんになっても、柊一さんと二人でお茶が飲める関係だったら、どんなに素す敵てきだろうって考えたりするんです……」


　おばあちゃん？　と突つっ込む機会は逃のがした。


「ボク、それだけで満足なんです。……いかがでしょう。解ってもらえるでしょうか？」


　みつけちゃんは頰ほおを少し赤くしながら、困ったような顔で微笑んだ。


「ボク、そういう穏おだやかな関係も、結構ありなんじゃないかなって思うんです……」


　かくしてみつけちゃんの『告白しない告白』は、そんな言葉で締しめ括くくられたのだった。


　正直、俺の心の中ではかなり揺ゆさぶられる物があり──


　先程のかへらへのストレートな言葉も響ひびいたが、こちらは胸に不思議な余よ韻いんが残る。禅の神秘ではないが、後からボディブローのようにじわじわ効いてくる予感があった。


　と言うか、まだ二人の擬似告白が終わったばかりなのにこんなにモヤモヤさせられて、俺は最後まで耐たえ切れるのか？　詩緒里と先せん輩ぱいの番が来たらどうなってしまうんだ……。
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　苺の告白は本人の希望もあって野外で行われる事となった。


　玄げん関かんを出てぐるりと回るとあまり手入れされていない裏庭があり、そこに枝を広げる広葉樹の根元で俺と苺は今ピクニックシートを敷しいている。オーガニック志向──


　森ガール苺の事だから、緑に囲まれて木こ洩もれ日を浴びつつ告白したいのだろう。


　と、思いきやピクニックシートを敷き終わった途と端たん、


「……はー、疲つかれた。何だか眠ねむくなってきちゃった」


　と、苺は真顔でそんな事を言った。


「おいおい、冗じよう談だんだろ？」


「わたし、寝ねる」


「お前なあ……！」何て自由なヤツなんだ。そりゃ我が道を行き過ぎだろ、と俺は思う。


「柊一君、膝ひざを貸して」


「ん？　ああ、別にいいけど」


　ピクニックシートに正座した俺の膝に苺はぽふんと頭を乗せた。膝ひざ枕まくらというやつだ。


　正直こういうのは何となく男が女の子にしてもらうイメージがあるが……まあそれは良しとしよう。色素の薄うすい苺のふわふわ髪が夏の雲のようにボリューミィに広がり、木洩れ日を受けて燦きらめく。耳みみ搔かきがあったら耳掃そう除じもしてやるのに、と思ったりしていると、


「……柊一君って優しいよね」


　苺は小声でそう言った。


「何だよ突然？　そんな事ないだろ」


「ううん、優しい。今だって、わたしの我わが儘ままをちゃんと聞いてくれてるもん」


　む、と俺は思う。どうやら苺の告白イベントは既すでに始まっていたようだ。


「……わたしね、自分で言うのも何だけど、ちょっぴり箱入り娘むすめでしょ？　だから割と変な子みたいに見られがちなの」


「ふうん？」


　瀧たき川がわグループのお嬢じよう様さまで、森ガールで、変な子──箱入り娘とは微び妙みように関係無い気もするが、突き詰つめて考えるとあるのかもしれない。俺は引き続き苺の話を拝はい聴ちようする。


「そんなわたしに分け隔へだてなく優しく……それでいて切れ味鋭するどい突っ込みを入れてきてくれたのは柊一君だけだった」


「突っ込みの事には触ふれなくていいよ」そういう性しよう分ぶんなだけである。


「柊一君の前だと自然でいられる。安心できるの。わたしは優しい人が好き。だから……」


　そこで苺は少し溜ためを作った。


　否いな、そうではない──


　ビスクドールみたいな白い頰を仄ほのかに赤くして、苺は緊きん張ちようしている。或あるいは恥はずかしがっているのか、彼女は勇気を振ふり絞しぼるようにしばらく俺の膝の上でプルプル震ふるえていた。


「だから……その……」


　やがてこぷんっと喉のどを鳴らし、苺は叫さけぶように言った。


「お兄ちゃんになって!!」


　俺は頭を鈍どん器きで殴なぐられたような衝しよう撃げきを受けた。


「わたしのお兄ちゃんになって柊一君っ！　わたし絶対、いい妹になる！　お兄ちゃんに精せい一いつ杯ぱい尽つくす素敵な妹になるから……っ」


　だからいっぱい可愛がって！


　そう言って苺はコロンと転がり、俺の腹部にしがみついた。


「……お兄ちゃん！」


「はい、カット！　実にグッドな出で来き映ばえでース！」


　カミルレが撮さつ影えい終しゆう了りようを告げても苺は雰ふん囲い気きに浸ひたってうっとり状態。俺も彼女に強く抱だきつかれたまま動けずにいた。


　衝撃的な苺の『妹にして』発言。これこそ突っ込みを入れるべきところなのだが──


　一人っ子で兄弟や姉妹しまいに憧れがある俺にとっては今の発言、正直グッと来る物があった。告白イベントの趣しゆ旨しとは違ちがうけど、これはこれでいい。


　理性はそろそろ満身創そう痍いだ。果たして最後まで耐えきれるだろうか？


　次は詩緒里である……。
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「わたし、決める時は一言で決めるわっ！」


　始まる前に詩緒里は栗くり色いろの長い髪をバサッと搔かき上げてそう語った。


「これでも完かん璧ぺき系と呼ばれる女だもの。完璧な女に小細工は無用よ。千の言葉より、たった一つの言葉が心を揺さぶる事がある……。あなたにその事実を刻み込んであげるわ！」


　そして詩緒里は準備ができるまで部屋の外に出ていてほしいと俺達に要求したのだ。


「準備って何だ？」


「着き替がえよ。うふふ、あなたの度ど肝ぎもを抜ぬいてあげるんだから……」


　俺の問いを謎めいた笑えみではぐらかす完璧系美少女、水谷詩緒里──彼女もまたみつけちゃん同様、近くの貸衣装屋で服をレンタルしてきたらしい。


　何を着てどう出るのか？　どんな作戦で俺のハートを射い貫ぬくつもりなのか？


　想像もつかないが、今までで最も過か酷こくな戦いになりそうだ。ここで落とされる訳にいかない俺は、己おのれの頰をパンと張って気合を入れる。


　やがて寝しん室しつ内から声がした。


「準備いいわよ。入って」


　俺はごくりと喉を鳴らし、決戦の場に足を踏ふみ入れる──


　そして俺は戦せん慄りつした。


「……やられた！」


　と、頭を抱えて叫んだのは俺の背後にいたせしる先輩だ。


「その手があったか！」


　それはあたかもノートに名前を書くだけで人を殺せる青年と、目の下の隈くまが濃こい探たん偵ていの知ち恵え比くらべを思わせる悔くやしがり方で──恐おそらくこの二人はどちらがヒロインの座にふさわしいか、俺の感知できないエリアで精神戦を繰くり広げていたのだろう。


　詩緒里が着ていたのは純白のウェディングドレスだった。


　全すべての女の子が憧れるその姿はまさにお姫ひめ様で、真冬に咲さいた白しろ薔ば薇らのよう。あちこちに花をあしらい、腕うでにはレースの長い手て袋ぶくろをして、恐ろしい程ほど可愛かわいかった。彼女のツヤツヤした光こう沢たくのある白しろ肌はだの美しさがドレス姿でより引き立っている。


（詩緒里は一言で決めると言っていた）


（この状態で何か言われたら……やばいぞ。本気でやばい！）


　興奮のせいか、頰を仄かに紅潮させてベッドに腰こし掛かけている水谷詩緒里。こんなに麗うるわしい花はな嫁よめに誘さそわれたら、男なら誰だれもがクラッとくること請うけ合いだ。


　と、不意に詩緒里はベッドに倒たおれ込み、身を滑すべらせて仰あお向むけになった。


　両りよう腕うでを頭の上に回し、恥ずかしそうに身を捩よじらせる。そして台詞が放たれた。





「来て……」





　瞬しゆん間かん、俺は心臓を鷲わし摑づかみにされた──


　血が沸ふつ騰とうし、花嫁が待つベッドに即そつ刻こく攻せめ込みたくなる。否、来てと言われて行かないのは男じゃないだろう。俺は詩緒里の待つベッドに近づいた。


　間近で傲ごう然ぜんと見下ろす。


　詩緒里は怯おびえた風情ふぜいだが、それでいて嬉うれしそうでもあった。頰を染め、勝利を確信した表情で小刻みに震えている。


　まあいい。こちらも一言だけ言わせて頂く。


「念のために確かく認にんするけど……これって告白イベントだからな？　新しん婚こん初夜とか、そういうイベントじゃないからな？」


　一言では収まらなかったが、それだけは突っ込ませてもらった。


　俺の発言が余程意外だったらしい。詩緒里は十五秒程ポカンと口を開けていたが、


「イッ……イヤアアアアアアァァァーッ！」


　やがて顔を両手で隠かくして絶ぜつ叫きようした。


「やだもう、恥ずかしいっ！　わたし、今物もの凄すごく恥ずかしいっ！　すっかり勘かん違ちがいしちゃってたわっ。そうよ……そう言えばこれって告白のイベントよ！　ああもう、バカ！　わたしのバカァーッ！　いかに自分を可愛くみせるかに気を取られて、勝負のお題を忘れちゃってたわ。あああもう、こんなの恥ずかし過ぎるぅーっ!!」


　とまあ、そういう事らしい。心の丈たけを豪ごう快かいに吐と露ろしながら羞しゆう恥ちに悶もだえる完璧系美少女。この人は完璧を目指すがあまり、いつも初歩的なミスをしがちだ。


「おい、大だい丈じよう夫ぶか……？」


「み、見ないで！　こっちを見ないで柊一君っ。わたしを見ないで頂ちよう戴だいぃぃっ！」


　宥なだめてもすかしても詩緒里の煩はん悶もんはやまない。これは少しそっとしといた方がいいかもな、と俺が思い始めた頃ころ、不意に遠くから異音が聞こえた。


「ん？」


　何の音だろう。耳を澄すますとそれはクラシック音楽のようだ。


「恐らくデロンダ博士だろう」


　せしる先輩が溜め息混じりに呟つぶやいた。


「こんな時に全く……。次はわたしの告白だというのに、彼も空気を読まない男だよ」


　撮さつ影えいは一時中断となった。
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　一階広間のテーブルに置かれたノートＰＣから仰ぎよう々ぎようしい音楽が流れていた。


　今回はムービーメールではなく、デロンダ本人と直接回線が繫つながっているらしい。


「せしる様、なルべく会話を引き延ばしてくだサい」


「心こころ懸がけるよ」


「必ず逆探知しマすのデ！」


　せしる先せん輩ぱいはＰＣに取り付けられたビデオ通話用のカメラに向かった。マイク内蔵型だからヘッドセットは必要無い──敵対するダニエルデロンダが接せつ触しよくしてきた時のためにと、カミルレが環かん境きようを整備したのだ。


　カミルレによれば、ダニエルデロンダが中東のどこに潜せん伏ぷくしているのか突つき止めるのは非常に難しく──例えば衛星から地上をスキャンしたところで中東には判別不能の様々な武装勢力が存在する──よって彼が取り仕切るテロ集団《パニックハンド》を特定するには現状、逆探知を仕し掛かけるのが最も妥だ当とうなのだという。


　もっとも、簡単にそれができるならとっくに誰かがしていただろう。


　現実界のネットは匿とく名めい空間と思われがちだが、ＩＰアドレスという痕こん跡せきが必ず残り、これは然しかるべき法的機関が申しん請せいすれば個人情報を割り出す事が可能だ。身元を隠すには海外のプロキシサーバを複数経由する必要がある。


　ダニエルデロンダの場合、現実界特有のサーバを数百以上リアルタイムに高速切きり替かえしながら通信してきている。だからカミルレも不慣れな現実界のネットを使い、逆探知するしかないのだった──


　って、何というラブコメらしくない解説をしているんだ俺はっ！


　カミルレしかり、ダニエルデロンダしかり、空気を読まない連中がつくづくせしる先輩の周辺には集まりやすい。……可哀かわい想そうだな、と少し思う。


「さて、心の準備はできたかな？」


　ダニエルデロンダがモニタの中で仰々しく両手を広げた。


「パスワードを教えておくれ、涼風さん」


「断る」


　にべもなく撥はね除のけるせしる先輩。だがそれでいい。パスワードを教えなければ会話はいつまでも引き延ばせる。


「おやおや、まさか断られるとは。理由を聞かせてくれないか」デロンダは言った。


「君がろくでもない事に使うからに決まってるだろう。わたしは悪事に手を貸すのは御ご免めんなのだよデロンダ君。それが善行なら、くだらない事にでも喜んで手を貸すのだがね」


「ははは、何をまたそんな甘ったるい戯ざれ言を──」


「わたしは甘ったるい事が好きなのだから、文句を言われる筋合いは無い。そもそもわたしが今するべき事は、君との対話ではなく青春ラブコメなのだ」


「はあ……？」


　しばらく両者の議論は平行線を辿たどった。


　横で見ているとせしる先輩の表情がどんどん曇くもっていくのが解わかった。


　先輩は立場上、どうしてもこの手の輩やからと接触する機会が多い。恐らくその度たびに思い知らされるのだろう。自分が望む物──彼女の言葉を借りれば『青春ラブコメ』──と自分が得意とする分野とのギャップを。


「君はまだ解っていないようだね。いいかい、涼風さん？　我々は普ふ通つうの人間じゃないんだよ。選ばれた知的エリートなんだ。悪事とか善行とか、そんな俗ぞく人じんが定めたルールに従う必要は一いつ切さい無いんだよ。この世は頭さえ良ければ何をしたっていいのさ！」


　デロンダは傲ごう慢まんな事を語り続け、先輩の表情は更さらに曇っていく。


「俗人と戯たわむれるのも大たい概がいにしておくんだね、涼風さん！　天才というのは頭脳を活用する事にこそ存在意義がある。青春だか何だか知らないが、今の君は明らかに変だよ」


「わたしが変？　そんな事は無いだろう……」


「いいや、おかしい。むしろ異常者の極きわみと言ってもいいくらいだ」


「……何が言いたい」


「だって、天才の知性を行使しない天才は、どのような視座から鑑かんがみても異常者でしかないからね！　俗人でもなければ天才でもない──それでは本当に単なる異分子だ。もう一度言うが、我々は普通の人間とは異なる存在なんだよ。君が何を主張しようが、その事実は動かしがたい」


　デロンダの傲慢ぶりはとどまるところを知らなかった。先輩の顔が更に暗く沈しずみ、俺は横で歯は嚙がみする。クソッ、こんな表情をさせやがって──


「お前、少しうるさいよ」


　気づけば俺は通話用のカメラを奪うばって自分に向けていた。


「誰だ君は？」不思議そうにデロンダが言う。


「日ひ野の柊一」


「ああ、君が例の涼風さんの……」


「黙だまれ、ＫＹヤロー。俺は単なる高校生だ。お前らから見れば紛まぎれもなく只ただの凡ぼん人じんだ」


　だけどな、と俺は言う。


「人の気持ちくらいは察する事ができる。少なくとも嫌いやがってる相手に無理やり何かを強要したりはしねーんだよ！　どれだけ賢かしこいのかは知らないが、お前は幼よう稚ちな最低ヤローだ。小難しい詭き弁べんをいくら主張しようが、その事実は動かしがたい」


　二度と連れん絡らくしてくるな。そう言って俺は通信を切断した。


　ＩＰアドレスを特定しようとしていたカミルレが恨うらみがましい目で俺を見るが、今回ばかりは許してもらいたい。あのまま落ち込む彼女を看過するのは俺的に絶対無理だ。


「……ありがとう、柊一君……」


　せしる先輩は力無く項うな垂だれて呟いた。


「でもいいんだよ。確かに彼の言う通りなのかもしれない。結局、わたしはどこにいても異分子なのかもな……」


　そう言ってヨロヨロと広間を出て行き、先輩は自分の寝しん室しつに引っ込んでしまう。


　かくして告白バトルは先輩の出番を残して棚たな上あげ。ゲーム制作も一時中断となった……。
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　それからずっと、自室でじっとり膝ひざを抱かかえるせしる先輩を皆みんなが心配して慰なぐさめた。


　みつけちゃんも苺いちごもかへらへも……。普ふ段だんは敵対している詩し緒お里りもこの時ばかりは言葉を尽つくして元気づけていた。


「あんなの気にする事ないわ。忘れちゃうのが一番よ」


「うむ……」


「ああいう自己中な人って偶たまにいるもの。いちいち悩なやんでたら身が保もたないわ」


「それは解っているのだが……」


　解っているのと感情はまた別だ。


　きっとせしる先輩は今日のこれを凄く楽しみにしていたのだろう。擬ぎ似じ告白してキスするという『超ちようせしる計画』──あいにくプランの修正で皆が告白するバトル形式となったが、それでも充じゆう分ぶん楽しんでいたに違ちがいない。詩緒里の次は先輩の番だから、趣しゆ向こうを凝こらした告白シーンを演じるのを今か今かと待ち望んでいたのだ。


　そこにあんな水を差されては……誰だれだって落ち込む。先輩は確かに科学分野においては天才だが、心根はいたって普通の女の子なのだから。


　訂てい正せい。いたって普通で、ちょっと変態なだけの女の子なのだから。


　俺は何とも言えない思いで彼女達の様子を見ていた。


　そしてふと思いつく──そうだ、あれを使おう。





　やがて夜になった。


　俺は自分の寝室に置いたスポーツバッグをまさぐると、秘蔵のブツを取り出し、小さな肩かた掛かけ鞄かばんに詰つめた。合宿用にこっそり準備した例のあれだ。想定していた用よう途ととは違うが、先輩を元気づけるにはうってつけだろう。


　部屋を出て、そっとドアを閉める。


　せしる先輩の部屋に向かおうとした時、携けい帯たいにメールが着信した。


「ったく、こんな時に誰だよ……」


　ポケットから取りだし、液えき晶しようを見てはっとする。


『お願い助けて、柊しゆう一いちさん！　場所は──』


　紫し音ね麻まからだった。
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　別べつ荘そうの玄げん関かんから一人密ひそかに外に出た。辺りはまるで群ぐん青じよう色いろのビロードで覆おおわれたよう。


　妙みように静かな夜だった。


　遠くに目を凝らすと、この時間ならまだ賑にぎわっている筈はずの観光街が静まり返っていて、何か変だ。胸が不ふ穏おんにざわめくが、違い和わ感かんを検証している暇ひまは無い。


　紫音麻が連絡してきた場所は別荘の傍そばにあるボートヤード──瀧たき川がわヨットハーバーのクルーザー乗り場だった。既すでに本日の営業時間は終わったようで建物は消灯されている。誰かに見つかったら面めん倒どうな事になりそうだが、幸い誰にも出会わない。


　黒い波間に浮うかぶ船せん舶ぱくを次々通り過ぎ、俺はＬの字形に海にせり出したコンクリートの桟さん橋ばしを奥に進んでいった。


「あれか……」


　係留された船の中でも一際でかいクルーザーが見えてきた。俺の部屋が三つくらいすっぽり中に入りそうな巨きよ大だいサイズで、灯あかりがついている。中で何が起こっているのか？


　予想もつかないが、助けを求めているからにはヤバい事なんだろう。急がなければ。


　船に足を踏ふみ入れた。ドアを開け、クルーザー内に入る──


　と、その時何か違和感があり、周囲の空気が揺ゆらいだ気がした。


　俺は船に足を踏み入れた。ドアを開け、クルーザー内に入る。


（あれ）


（俺は何をしているんだ……？）


　今確かに移動したような……気のせいだったのか。


　俺は船に足を踏み入れた。ドアを開け、クルーザー内に入る──


　何だこれ？　俺はまだその場から一歩も動いていない。惚ぼけてる場合じゃないぞ。頭を振ふって、船に足を踏み入れた。ドアを開け、今度こそしっかりクルーザー内に入る……。


（疲つかれているのかもしれないな）


　額を押さえて船内の奥へ進んでいくと、やがてリビングのような広い部屋に出た。


　そこに紫音麻がいた。


　服は着ておらず、白い肌はだを無防備に晒さらしたまま床ゆかに倒たおれている。ピクリとも動かない。


「紫音麻っ！」


　俺は血相を変えて彼女に駆かけ寄った。


「大だい丈じよう夫ぶかっ？」


　生まれたままの姿に見えたが、近くで見ると布地の少ない黒の水着をつけていた。綺き麗れいなピンク色に塗ぬられた手足の爪つめが室内灯を受けて光っている。


　揺さぶり、頰ほおを優やさしく叩たたくが、彼女は目を覚まさなかった。だが呼吸はしている。気絶しているだけらしい。


（一体ここで何があったんだ……？）


　乱暴された形けい跡せきは無く──現状見当もつかなかった。船内には他ほかに誰もいない。


　ともかくここから連れ出すのが先決だと思い、彼女を抱だき上げようとした瞬しゆん間かん、俺は瞠どう目もくする羽目になる。


　いきなり紫音麻がパチッと目を開き、無防備になった俺の手首に手て錠じようを掛かけたからだ。


　……手錠？


　そう、躰からだの下に隠かくし持っていたらしい。彼女は俺が介かい抱ほうのために抱き上げようとするのを予測して機会を見計らっていたのだ！


　再び手錠が閃ひらめいて冷ややかな銀の光を放つ。カシャンと鋭するどい金属音──一つは俺の手首に、もう一方は紫音麻の手首に掛けられ、あっという間に繫つながれてしまった。


　紫音麻は膝立ちになり、顔を突つき出して俺を見た。


「こんばんは。よく来てくださったわね、柊一さん！」


　嬉うれしいわ──そう言って紫音麻は妖よう艶えんに笑えんだ。


「クソッ！」


　俺は奥歯を強く嚙かむ。まんまと騙だまされた。紫音麻は助けてほしかった訳でも、ここに囚とらわれていた訳でもなく──全すべては俺をこうするための作戦だったのだ。


「あなたは頭の切れる殿との方がただけれど、それ以上に優しいもの。絶対引っ掛かってくれると思っていたわ。流石さすがにあそこの別荘ではあまり大だい胆たんな策略は仕掛けられないし……。いかがかしら、今の気分。女に手錠をかけて自由を奪うだなんて、男としての征せい服ふく欲よくがとっても刺し激げきされるんじゃなくて？」


「お前がやったんだろ！」


　現状手錠で繫がれているから、必然的に恐おそろしい程ほどの至近距きよ離りだ。紫音麻の甘い吐と息いきと髪かみから漂ただようフローラルな魅み了りようの香かおり。そしてあまりにも挑ちよう発はつ的な肌の露ろ出しゆつ具合に自然と鼓こ動どうが速くなる──が、狙ねらい通りに誘ゆう惑わくされてやる程、俺はお人ひと好よしじゃない。


「人を騙して手錠までかけて……紫音麻、お前は何がしたいんだ？」


「お解わかりにならない？」


「さっぱりだ」噓うそだ。本当は解ってる。


「ふうん、そう……」


　紫音麻は顎あごを引き、濡ぬれた上うわ目め遣づかいを俺に向けながら、生白い躰を緩かん慢まんにくねらせた。


　銀糸みたいな髪に指を絡からめて背中へ流したり、指で摘つまんで擦こすり合わせたり──艶なまめかしい素そ振ぶりをしつつ目だけは逸そらさない。内心、胸がモヤモヤして堪たまらなくなった。


　やがて紫音麻はこう言った。


「柊一さん、わたしを抱いて」


「……何!?」


　わたしをここで組み伏ふせて頂きたいの、と紫音麻は甘く耳打ちするように言った。


「こんな風に手錠で繫がれたままじゃ、柊一さんもお困りになるでしょう？　安心して。鍵かぎはちゃんと持ってきているわ。わたしを満足させてくれたら解放してあげる……。ウフ。お互たがい大人の男女なんだもの。今夜はたっぷり楽しみましょう」


「待て。お前は中学生だ！」


　いくら動どう揺ようしていても突っ込まずにはいられない。


「何がたっぷり楽しみましょう、だ。そういう台詞せりふはせめて高校生になってから言え！」


「そうよね。高校生は大人ですものね。だったらあなただけで良いわ、柊一さん。わたしの躰を好きなように弄もてあそんで」


　媚こびを含ふくんだ甘い眼まな差ざしが俺を試ためすように見る。この上目遣いは反則だ。


「……だからさ、思わせぶりな発言はよせって言ってるだろ」


　俺は舌打ちをしたが、口の中が渇かわいて微び音おんしか出なかった。


「お前の魂こん胆たんはもう解ってるんだよ。全てはお見通しなんだ」


「あら、どういう事……？」


「お前は俺をペットにしたいんだろ」俺は拍はく動どうするこめかみを押さえる。「これはその計画の一いつ環かんだ。思わせぶりに誘惑して既き成せい事実を作る。要するに一時の過あやまちってやつだが、その後ろめたさで俺を縛しばり、支配しようという魂胆だ。後ろめたさだけじゃない。俺が開き直った時は周囲に暴ばく露ろする事もできる。て言うか、お前の性格からして脅きよう迫はくする気まんまんだろ？　違うか、紫音麻？」


　紫音麻は一瞬唇くちびるを嚙んだが、すぐに余よ裕ゆうの笑みを取り繕つくろった。


「柊一さんって本当にお利口さんね。ますます落としたくなっちゃう！」


「落とされるのはお前の方だ！　そもそも俺はお利口じゃない。とは言え、変態の幼おさな馴な染じみだから、この程度のハニートラップは容易たやすく見み抜ぬけるんだよ」


　紫音麻が体を張っているのは事実だが、俺は脅迫されるのも操あやつられるのも御ご免めんだ。


「紫音麻、お前はもっと自分を大切にした方がいい」


「あら、わたしは充分大切にしているわ。そもそも好きな殿方に愛されようとするのは女として自然な事じゃなくて？」


「……おいおい」俺は手錠を持ち上げてじゃらじゃらさせる。「これのどこが自然だ」


「すっごく自然よぉ！」


　言うが早いか、突とつ然ぜん紫音麻はグッと手首を引き、俺は手錠で引き寄せられる。しまった！　気づいた時にはもう遅おそく、正面から彼女に抱きつかれていた。


　柔やわらかな感かん触しよくと甘い花の香りに、ゾクリと全身を戦せん慄りつが駆け抜ぬけ──


「あああぁーっ……！」紫音麻は堪らないという顔で嬌きよう声せいをあげた。「やっぱり柊一さんの躰は素す敵てきだわぁ！　逞たくましい筋肉と滑なめらかな肌……最高よぉっ！」


「耳元で大声出すなよっ！」


　とでも言っておかなければ平静を保てない。


　何な故ぜなら両りよう腕うでを俺の首に回し、正面からしなだれかかる紫音麻は大胆な水着姿──黒い布地から零こぼれんばかりに豊かな胸が俺にギュッと押しつけられ、不自然にひしゃげて潰つぶれている。そこからドクドクと彼女の心音が伝わり、俺の感情を搔かき乱すのだ。蒼あお白じろい血管が薄うすく透すけているのが見え、更さらに心臓が強く打つ。


「はあああぁ……。柊一さんの心臓、凄すごくドキドキしているわぁ……」


「しない方が無理だろ！　この状じよう況きようで！」


「ン、もっとドキドキさせたぁい……！」


「これ以上、何する気だ!?」


　次の瞬間、またも俺は驚きよう愕がくする。


　紫音麻は俺に抱きついたまま躰を捻ひねると、そのまま後ろに倒れ込もうとするのだ。彼女が固い床で躰を打たないよう、俺は咄とつ嗟さに自分が下になるべく重心を移動させる。


　だが、それこそが彼女の狙い──


　紫音麻は俺を床に仰あお向むけにすると、あっという間に自分が上になるのだった。俺が庇かばう事を見み越こしていたからこその敏びん捷しよう過ぎるポジション変へん更こう──完全に思考を読まれている。


「ウフフ。うまくいったわ……。マウントポジションよ！」


　俺の下腹部に馬乗りになり、紫音麻はピンク色の爪で服の上から俺の肋ろつ骨こつをなぞる。


「どう？　気分はいかが？」


「……いい訳ねーだろ」


「本当に？」


「俺には人に跨またがられて喜ぶ趣しゆ味みはない。早くどくんだ、じゃじゃ馬娘むすめ」


「あら、お馬さんはあなたの方よ」


　不意に紫音麻は俺の太ふと股ももをぴしゃりと叩いた。……痛いてえ！


「ウフフッ、楽しいわ」


　さながらロデオマシーン。紫音麻は腰こしを振り動かし、愉ゆ快かいそうに何度も俺の太股をぴしゃぴしゃ張った。


「……いい加減にしろ。これ以上されたら流石の俺でも怒おこるぞっ」


「じゃあ、負けを認めてくださる？」


「負けって何の負けだ？」


「恋れん愛あい勝負に決まってるじゃない」


「恋愛じゃねーよこれは！　お前が築こうとしてるのは一方的な支配関係だ！」


「それも恋愛の一つの形なのよ、大人にとってはね……。フフフ、そしてどう考えても優位なのはわたしの方だわ。体勢からして、わたしが上であなたが下なんだもの。イニシアティブはこちらにある」


　既成事実を作ってあなたを絶対ペットにしてやるわ、と紫音麻は言う。


「そーかよ……」


　なるべく話し合いで解決したかったが、「だったら仕方無い！」
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「え？」


　俺が突とつ然ぜんグッと手を引くと、手錠で繫がれた紫音麻は引っ張られた。


「……ンアァァンッ！」


　俺の躰に前のめりに倒れ込み、紫音麻の胸が柔らかに潰れる。衝しよう撃げきで吐はき出される甘い吐息。理解不能の激しい気分が搔き立てられ──


　俺はそのまま彼女の腰を抱いて船内の床ゆかを転がった。


「エッ？　あの、ちょっと……あ、ああぁ……ヒヤァァン──」


　何をされるか解らないせいだろう。手錠で繫がれたまま床を豪ごう快かいに転がされ、紫音麻は怯おびえた声をあげた。そのまま右へ左へ俺達は転がった。


「アアッ……な、何するの柊一さん……目が回る……」


「へえ、そう」


「何その反応っ？　あなたいつも優しいのに……」


「お前は優しくされるような事を俺にしたのか？」


「それは……してない……けどっ」


　俺はリベンジを続行した。と言っても、実際には只ただゴロゴロと船内の床を転がっているだけなのだが、次し第だいに紫音麻はぐったりし始める。そう、これはつまり三半規管への攻せめだ。甘く抱だき合いながらのローリングクレイドルで、目を回させる。


　やがて彼女の声から闘とう争そう心が消えた。平静を失い、必死に俺の躰に抱きついて謝る。


「わたしが悪かったわ……ごめんなさい……だからもうやめて……酔よいそう」


　完全に降こう伏ふくしたらしい。俺は素早く起き上がって彼女を抱き起こすと、床に垂直に座らせた。背中に手を添そえてフラフラの彼女を安定させつつ、そっと頭を撫なでる。


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「え、ええ……平気」上半身をフラフラ揺ゆらして紫音麻は呟つぶやく。「やっぱりこうなってしまうのね。姉さんもわたしも……。これで骨身に沁しみたわ。水みず谷たに家の女は絶対に柊一さんには勝てないのね……。柊一さんは天性の水谷キラーだったのね……」


「頭でも打ったのか!?」


　触ふれてみたところ、こぶはない。単に目を回しただけのようだが、それで前後不覚になっているのか。虚うつろな瞳ひとみをしている紫音麻を俺は優やさしく撫で続けた。


「俺は生まれつき三半規管が強いんだ。おかげで少しやり過ぎたよ。悪かった」


「い、いいの……。これくらい別にいいわ。わたしが望んで仕掛けた事だもの」


「ごめんな」


「ううん、本当にいい。優しいお仕置きをしてくれてありがとう。感謝するわ、柊一さん」


　汗あせを拭ぬぐって微笑ほほえみ、少し皮肉っぽい口調でそんな事を言う紫音麻。……何はともあれ、普ふ段だんのペースを取り戻もどしたようだった。





　手て錠じようの鍵は船室の棚たなに隠かくしてあった。銀色の縛いましめを解いてもらい、ようやく自由の身となった俺は安あん堵どの息を吐く。


　水着姿でここに来た筈はずもなく、紫音麻はちゃんと服を持ってきていた。


「あの、柊一さん。着き替がえをしたいのだけれど……」


「解わかった。外で待ってる」


　着替えたら二人で帰ろう。話したい事もあるし──


　そう言って俺は持参した肩かた掛かけ鞄かばんを拾い上げると彼女に背を向けた。ひとしきりやり合って頭も冷えた今なら色んな事が話せそうな気がする。


　俺は船内の狭せまい通路を歩きながら、詩緒里が言っていた事を思い出した。


　素行が悪い妹をどうにか品行方正に……いや、そういう事じゃない。心を開いて妹と話せるようになりたいと言っていたのだ。詩緒里が密ひそかに抱いだいている妹へのコンプレックスを解消するにはそれが一番だろう。


（俺からも軽く言っておけば、きっと──）


　そんな事を考えつつ扉とびらを開けて甲かん板ぱんに出る。その瞬しゆん間かん、愕がく然ぜんとした。


　瞬まばたく事すらできずに立ち尽つくす。視界に映る物が信じられない。


「な、何だこれ……。一体どうなったんだ？」


　そこは海だった。クルーザー乗り場ではなく湘しよう南なんですらない。陸地がどこにも見えなかった。本当にどういう事なんだ？


　俺達の乗るクルーザーは夜の大おお海うな原ばらに浮うかんでいるのだった。


　ありえないと理性は告げるが、眼前の光景は現実だ。暗くら闇やみと海以外は何も無い。


（流されたのか……？　いや、そんな馬ば鹿かな！　しっかり係留されていたし、クルーザー自体は推進していないぞ。単に波に流されて浮かんでいるだけだ）


「お待たせ、柊一さん──って、エッ？」


　服を着た紫音麻が甲板に現れて絶句する。数秒程ほどそのまま立ち尽くしていた。


「な、何なのこれ……」


「こっちが訊ききたい」


　俺達の疑問に海は答えず、恐おそろしく黒い波が船をザワザワと押し流していくばかり……。





　　　　３




　それからしばらく紫音麻はパニック状態で喚わめき続けた。


　俺も内心叫さけびたかったが、彼女を静めているうちに冷静さを取り戻す。ともかく現実に対応しなければ。


　紫音麻の話によればこうだった。


　この船を勝負の場に選んだ事に深い意味は無く、適当な場所を捜さがしている時にふと思いついただけ。忍しのび込んだ船で灯あかりを点つけたところ、何となく良い雰ふん囲い気きだったので即そつ決けつしたという。こんな事が起こる心当たりは一ミクロンも無い──


「どうして？　ありえないわ。係留されている船が流されるだなんて！」


「普ふ通つうはありえない」


　だがこの状況は現実だ。何らかの方法でこのクルーザーは係留索さくを外され、陸地が見えない海域まで流されたのだ。そして現在絶賛漂ひよう流りゆう中……。訳が解らないにも程がある。


「クソッ！　携けい帯たい電話も通じないか」


「こっちも駄だ目めだわ……。アンテナが一本も立ってない」


　あまりに不条理だと思いながら、俺は無言でこめかみを押さえた。


（待てよ？　そう言えばここに来る前に変な事があったような──）


　船に入ったり、入っていなかったり、幾いく度どか同じ事を繰くり返す幻まぼろしを見たのだった。


　とは言え、あれは恐らく疲つかれていたせいだ。今の状況と関係するとは思えない。


「そうだわっ！」


　不意に紫音麻が踵きびすを返し、船内に駆かけ戻った。俺が慌あわてて後を追い掛かけると、彼女は操縦席付近で計器類を横目で見つつ、茶色のハンドルに怖こわ々ごわ触ふれようとしている。


「よせ」


　俺の制止に紫音麻は素す直なおに従った。


「そうね。明らかに無理だわ……。こんなのとても運転できない」


「当然だろ。免めん許きよも持ってないんだ。そもそもどの方向へ進めばいいのかも解らない」


　ご都合主義のハリウッド映画ならともかく、これはハードでシビアな現実だ。熱くなった者が真っ先に脱だつ落らくする。もし運転するにしてもそれは最後の手段──失敗した際、海のど真ん中で餓が死しする覚かく悟ごができた時に使わせてもらおう。


「ごめんなさい……」


「いいんだよ。現状を分ぶん析せきして、するべき適切な事を考えよう。何か無いか探してみる」


　俺は船の操縦室にある物を調べ始めた。本ほん棚だなに幾いくつか航海に関する本がある。紫音麻は少しシュンとしながら再び甲板へ向かった。


　七、八分程経過した頃ころだろうか。


　突とつ然ぜん甲板で紫音麻の悲鳴が響ひびいた。俺は慌てて彼女の許もとへ走る。


「どうしたっ？」俺は甲板に飛び出して言った。


「柊一さん、あれ！」


　一目見て背筋がゾッとする──船の進行方向に異様な光景が広がっていた。


「何だあれは……？」


　真っ黒な夜の波間に蒼あお白じろい不気味な光が浮かんでいるのだった。


　一つや二つではない。何十という数え切れない光の揺らめきが海面から立ち上り、船の行く先に待ち構えている。水上で焚たき火でもしているようだ。


「イヤァーッ！」紫音麻は半泣きで絶ぜつ叫きようした。「幽ゆう霊れいよ！　わたし達、幽霊に沈しずめられてしまうんだわっ！」


「落ち着け！」


　俺は顔を覆おおってガタガタ震ふるえる紫音麻の肩かたを摑つかんだ。


「あれは幽霊じゃない！　前に先せん輩ぱいから聞いた事がある。単なる大気光学現象で、蜃しん気き楼ろうの一種だ。何だっけ……。不知火しらぬいだっけか。原理は蜃気楼と同じで、要は空気の温度差が原因だ。熱い空気と冷たい空気が狭い空間内で層状に混在していると光は屈くつ折せつする。恐らく漁船が魚を誘さそうための漁いさり火なんかが屈折して、あんな風に見えてるんだよ」


「……あなたってほんとに冷静ね」


　おかげで落ち着いたわ、と紫音麻は頰ほおを赤らめて俺に感謝の眼まな差ざしを送った。


「でも、本当にそうなのかしら……」


　違ちがったようだ。


　船が流され、揺らめく光に近づくに連れて解っていった。これは蜃気楼でも不知火でもない──恐らくは人類が未いまだ遭そう遇ぐうした事が無いだろう、何か全く新しい現象だ！


　海面から焚き火のように立ち上る蒼白い揺らぎの中には映像が流れており、信じられない事にそれは俺と紫音麻の姿なのだ。


　子供の俺や、少女時代の紫音麻……。シーンは多種多様で脈みやく絡らく無く次々と移り変わる。


　俺達は異次元空間にでも迷いこんでしまったのかもしれない。


　光の中にぼんやりと浮かび上がる、坂道で自転車を漕こいでいる中学生の俺。ボールを持って校庭を駆け回る小学生の俺。砂場で城を作る幼よう稚ち園えん児じの俺──


「俺の……過去の姿が投とう影えいされているのか？」


「信じられない。向こうに映ってるのは全部わたしよ！」


　退たい屈くつそうに頰ほお杖づえをついている授業中の紫音麻。詩緒里らしき少女と仲良く買い物に行く紫音麻。夜中に目を覚まして廊ろう下かを一人歩いていく童女の紫音麻──


「一体どうなってるの柊一さん？　わたし達、夢を見ているの？」


「夢じゃない。だって紫音麻にも見えてるんだろう」


　俺の幻を紫音麻が見ている。紫音麻の幻を俺も見ている。そしてこの幻は過去、実際に起こった事だ。つまり事実が映像として再生されている。どういう原理でこんな現象が起こるのかは想像もつかないが、


（恐らく、あの夜もこれが起こったんだ……）


　俺は思い出す。


　肝きも試だめしで詩緒里と共に洞どう窟くつに入った晩の事だ──帰り道で俺達はどこか見覚えのある少年と、詩緒里のドッペルゲンガーを見た。どちらも蒼白く揺らめく光に包まれていた。


　同じ現象だったのだ。


　見覚えがあるのは当然だ。あの少年は子供時代の俺自身の姿。そしてドッペルゲンガーは今の詩緒里の姿だった。この現象は過去が無む作さく為いに投影されるという物なのだ。


　かくして謎なぞは一つ解けたが、混迷した状じよう況きようは変わらない。


　不意に紫音麻が俺の隣となりで、あっと小さな叫び声をあげる。


「どうしたんだ？」


「……うう、見たくないわ。あれはあの時の……」


　俺は紫音麻の視線の先に目をやった。


　海面から立ち上る光の中──そこに小学生くらいの紫音麻がいる。強こわ張ばった顔で壁かべの陰かげからこっそり何かを見ていた。三十代の男女が激しく言い争うのを盗ぬすみ見ているらしい。


「あれってお前の……」


「ええ、うちの両親」


　紫音麻は気まずげに目を伏ふせ、光の中の映像はその間も流れ続ける。


「わたし、子供の頃、お父さんが大好きだったの……」


　俺は何と言うべきか解らなかった。幼い紫音麻が物陰から見ているのは両親の喧けん嘩かで、原因はどうやら父親が浮うわ気きした事にあるらしい。


　実家に帰ると言い張る妻に、夫が謝っている。


　魔まが差したんだと夫は必死に繰り返すが、妻は余程ショックだったようで聞き入れる様子は無く、終しまいには夫も居直る始末だ。人の携帯を勝手に見る方が悪いんだろうと泥どろ仕じ合あいの様相を呈ていし始める。正直、過去の事だと解っていても俺はハラハラした。


　幸い、幼い紫音麻が泣きながら割って入る事で離り婚こんの危機は避さけられた。子供達のためにも無かった事にしようと夫が提案し、三人だけの秘密よ、と妻も合意したのだった。


「姉さんはこの事を知らないわ。でもわたしにはずっと重荷だった。何だか男の人を心からは信用できなくなっちゃって……」


「それは……傷ついたな」


　父の過あやまちという秘密を抱かかえ込む事で、紫音麻には二つの影えい響きようがもたらされた。


　一つは男性全ぜん般ぱんへの漠ばくたる不信感。もう一つは姉に対する気苦労。つまり──


「姉さんは基本的に純情な性格だから、悪い男に引っ掛からないか心配だったの……」


　口に出しては言わないけれど、わたしは姉さんの事が大好きだから。


　と、紫音麻は呟つぶやくように言った。


　成程な、と俺は思う。


　紫音麻が本音をなかなか見せない──今は見せてくれているが──その理由が今解わかった。幼い頃にこんなヘビーな秘密を抱えてしまっては年ねん齢れい以上に大人びるのは当然だ。


　紫音麻は姉に隠かくし事をしている負い目があるから、何か誤ご魔ま化かす際、不自然に振ふる舞まう事があるんだろう。そして姉の詩緒里はそれを態度が悪いと感じてしまうのだろう。


　どちらにも罪は無く、ただ気持ちのすれ違いがあっただけ──


「柊一さん、わたしはあなたの事が本当に好きよ」


　紫音麻は恥はずかしそうに小声で言った。


「でも……好きだからこそ試ためしたかったの」


　試す。何を？


　そんな風に訊き返す程ほどヤボじゃない。


　何をどこまで信しん頼らいできるのか？　男が実際どういう物か？　紫音麻は自分でも自分の事がよく解っていなかったに違いない。だから体当たりで色んな事を俺に仕し掛かけ、理解しようとした。ある意味、必死の努力だ。それだけは素直に認めたい。


「紫音麻、お前は頑がん張ばったよ。お前のそういう部分は俺も嫌きらいじゃない」


「柊一さん？　それって……。わたしの事が」


　紫音麻は真っ赤になってバッと口を覆った。


「わ、わたし──嬉うれしいっ！」


　だから姉の詩緒里と仲良くしてやってくれ、と俺が言った途と端たん、紫音麻は急に興きよう醒ざめしたような顔になり、俺をつんつん指で突つついたりするのだが、それは一時置いておこう。


　大事な光景が目に飛び込んできたからだ。


「あれは……」


　忘れもしない──


　いや、今の今まで忘れていたのだが、一目見れば昨日の事のように思い出せる。今、視線の先の蒼白い光の中に浮うかび上がっている光景は……。


　あれは小学一年生の頃だな、と俺は懐なつかしく思い出す。


　平へい凡ぼんな日曜の午後だった。


　その日、俺とせしる先輩は部屋で地ち球きゆう儀ぎを回して遊んでいたのだった。適当に回転させ、指差して止めた箇か所しよの国名を言う。当時から既すでにどこの国名も先輩は知っていた。


「ウフフッ。地球上にある全すべての国が、将来的には君とわたしの物になる……」


　こらこら、と海上の幻を見ながら現在の俺は呟く。何を言っているのだ。


　とは言え、当時の俺には突っ込みを入れる機知が無かったらしく、素直に感心しているのが少し切ない。


「柊一君、君はどこか欲ほしい国があるかね？」


　小学一年生の俺はふるふると首を横に振っている。そりゃそうだ。小学二年生のせしる先輩は、君は無欲だなあ、と黒い仔こ猫ねこのように目を細めている。


「君が欲しい物は何でもこのわたしが手に入れてあげるぞっ」


　そして彼女は語り出した。


「君に良い事を教えよう、柊一君。欲しい物を手に入れる魔法の言葉だ……」


　Petiteペテイテ [image: ]エト accipietisアツキピエーテイス, pulsateプルサーテ [image: ]エト aperieturアペリエートウル vobisウオービース──


　ふんふん、ラテン語だよ。意味はこうだ。


　求めよ、さらば与あたえられん。叩たたけよ、さらば開かれん。


　わたしが一番好きな言葉でね。一言で言えば積極性の原理だ！


　欲しい物は求め続けていればいつか手に入る。必ず願いを叶かなえる方法とは諦あきらめず努力を重ねる事なのだよ。ふっふっ。求めている事を表現しなければ相手にも伝わらないしね。


　わたしが思うに、これは世界のあらゆる発明を成し遂とげてきた偉い大だいな言葉だ。それはワンダーワードなのだよ！


　いいかい、柊一君。欲しければ欲しいなりの行動をするべきだ。好きだと言われるのを待っているだけでなく、自ら求める事が大切なのだ。さすれば叶う。わたしは常にそれを心こころ懸がけて行動している……。





　そうだ。そんな日曜の昼下がりが確かにあった気がする。何気ない出来事だったから、すっかり忘れていた。


　不意に奇き妙みような考えが浮かぶ。


　──告白とは何だろう？


　それは突き詰つめれば、人に思いや願望を伝える事。欲しい物を求める事だ。


　そして先せん輩ぱいは昔から良きにつけ悪あしきにつけ、常に自ら率そつ先せんして行動してきた。語りかけ、作り出し、大おお騒さわぎして誰だれかに何かを伝えようと──


　一見意図の汲くめない奇き行こうにも全て意味があったのかもしれない、と不意に思う。


　あれは全て形を変えた告白の一種だったのかもしれない。違うかもしれない。


　でも今、俺の胸の深い所からマグマのように湧わいてくる想おもいがある。





『柊一君、ワンダーワードなのだ。それは摩ま訶か不ふ思し議ぎな……』





　俺は思い出す。当時口には出さないが考えていた事を──


　守ってあげたい。


　そう、何かにつけて危なっかしいこの黒くろ髪かみの天才少女を自分が守ってあげなきゃならないと、いつも思っていた筈はずだ。だから朝は一いつ緒しよに登校し、下校してからも一緒にいた。


　そうだ、俺は涼すず風かぜせしるを守る事のできる、強い人間になりたかったのだ！





『それは摩訶不思議なワンダーワードなのだよ、柊一君……』





　強い人間は強さを持つ。今の俺にはそれがある。


　強さって一体何だ？


　敵に殴なぐりかかって打ち負かす事……って、いやいや、格かく闘とう技ぎの選手じゃないんだから、それは当て嵌はまらない。天災にしろ、不ふ況きようにしろ、今の俺達が生きる現実の世界では敵に形なんて無く、だからこそ真の強さが求められる。求めればそれは得られる。


　真の強さとは、タフな精神と思考力だ。窮きゆう地ちでも冷静さを失わない心の余よ裕ゆうだ。





「という訳で紫音麻、面おも白しろい物を見せてやるよ」


「何が、という訳で、なの？」


「いいから見てな」


　俺が肩かた掛かけ鞄かばんから秘蔵のブツを取り出すと、紫音麻はキョトンと目を丸くした。


　ライターで火を点つけて甲かん板ぱんにセットする。せしる先輩を喜ばすサプライズ用に持ってきた物だが、こういう時に使うのも悪くない。


　不意に大きな音がして、三十メートル近い緑色の火柱が高々と噴ふき上がった。


「キャッ、凄すごーい！　でも突とつ然ぜんどういうつもりなの、柊一さんっ？」


「あはは。驚おどろいたか？　これはせしる先輩が好きな《超ちよう・特大打ち上げ花火》だよ」


　久し振ぶりに見たが、やはり迫はく力りよく満点。個人で買える範はん囲いでは恐おそらく最も派手なブツなのだ。しかも鞄の中にまだまだある。


　放電するように虚こ空くうで緑の稲いな妻ずまを撒まき散らす花火を見ながら、不安で強張り気味だった紫音麻の顔が明るさを取り戻もどしていく。オーケー、それでいい。難局だからこそ心の余裕を忘れずにいたい。


「じゃ、続きはお前がやってくれ。床ゆかに置いて火を点ければいいだけだから」


「教えて柊一さん、何をする気なの？」


　救難信号だ、と俺は言う。


「いつまでも途と方ほうに暮れてても何だから、そろそろ行動しないとな。手分けして救助を呼ぼう。俺は船内から灯あかりでモールス信号を打つ」


　さっき操縦席を調べていた時、その本を見つけたのだった。


　モールス信号とは短点と長点の組み合わせでアルファベットを示す──要するに光の明めい滅めつでも同じ事が可能だ。船内には照明が灯ともっていたから適切にオンオフすればいい。


　甲板で緑の花火を派手に撒き散らし、中でＳＯＳの救難信号を発し続けている船が目に入れば、どこの国のどんな船せん舶ぱくであれ助けに来るだろう。


「凄い！　あなたって本当に……」


「じゃ、ここは頼たのんだからな！」


　俺は船内に戻るとライトのスイッチに手を掛かけた。


「Ｓは短点《・》を三回。Ｏは長点《[image: ]》を三回だから、光に置き換かえれば……」


　短い光を三回、長い光を三回、短い光を三回。これを延々と繰くり返すだけ。外では打ち上げ花火の音が間断なく響ひびき続け──


　それから五分もしないうちに突然携けい帯たいに着信があった。


「電波が通じた!?」驚きながらも俺は電話に出た。「せしる先輩ですかっ？」


「ああ、柊一君！　無事で良かった！」


　電話の向こうでせしる先輩が長い安あん堵どの息を吐はいた。


「ずっと捜さがしていたのだよ。海上に灯るＳＯＳの光……。てっきり君の身に何か起こったのかと思って……ああ、本当に良かった！」


「俺はいたってピンピンしてますよ。紫音麻もね」俺もホッと息を吐き、「だから何も心配要いりません。ところで俺達、今ちょっと妙みような現象に巻き込まれてるんですが」


「だろうね。対応が遅おそくなってすまない。これは《タイムワールド現象》だ！」


「タイム……。あー、何すかそれ？」


　ヤな予感──俄にわかにきな臭くさい雰ふん囲い気きが漂ただよい始めた。


「ふんふん、説明するのは難しいが、端たん的てきに説明するとこういう事になる！」


　そして先輩は例の如ごとく熱弁を振るい始めるのだった。


　そう──青春ラブコメに不似合いな、実に空気を読まない熱弁を。


「現代物理学において時間と空間は同じ物だ。空間が歪わい曲きよくすれば時間もまた乱れる。我々エイリアンブレインは高次テクノロジーの研究中に時折想定しない事故を起こすが、その際、空間を空間たらしめる不可視の基底材──つまり世界の骨子を乱してしまう事があり、するとその領域では時空に混乱が生じるケースがあるのだよ。それが《タイムワールド現象》だ！　世界にはそういったミステリースポットが多々存在する。そこでは様々な時間が交こう錯さくして入り交じり……無論、観測者の状態にもよるのだが、要は過去と未来の関係が不安定になるのだ。今回原因となったのはあれだね。カミルレ君がここで何度も使っていた《空間転移装置》だよ。短期間内、狭せまい領域内でそれを使い過ぎたため、ここ湘南の一部地域が偶ぐう発はつ的に半タイムワールド化していたのだ。理解してくれたかね、柊一君？」


「長いーっ！」


　と、俺は思わず突っ込んだ。


「長い長い！　いつもの事ですけど、先輩が満を持して披ひ露ろうするその語りは長過ぎますよっ。例によって全然端的じゃないでしょうが！　あと、難しいっ！」


　それにきっとドヤ顔で語っているのだろう。


「恐らく船の係留索さくもそれで外れたのだ。過去と未来が混在する事によって──って、ああ、すまない。電話で喋しやべるような内容ではなかったかな。要は時間に乱れが生じ、君はその《タイムワールド現象》の真っ直ただ中なかへ偶ぐう然ぜん滑すべり込んでしまったのだよ」


「……正直まだ微び妙みように意味が解わかってませんがねえ」俺は頰ほおをポリッと搔かき、「要はカミルレの転移技術がトンデモ現象を引き起こしたって事ですか？」


「有り体ていに言えばそうだ」


　納なつ得とくいった。


「とは言え、先さき程ほど《ＮＧＣ７６６２》を浮うかべたから心配無い。現状の時空間の乱れはそれが全て食い尽つくすだろう」


「え？」


　よく聞き取れなかったが、何て言った？　船窓から何気なく外を見てギョッとする。


　星……だろうか？　夜よ闇やみに水色の細さい胞ぼうに似た不思議な球体が浮かんでいた。二重写しになった青いボールにも見える。


「ふんふん、《タイムワールド》を安定させるために使われる応急処置用飛行物体だ。重力の乱れや基底材の混乱を吸収して共食いする。後はカミルレ君に任せて寛くつろいでいてくれ」


「カミルレ？　別にアイツは船に乗ってませ……」


「お呼びデすカ」


「うわああ！」


　驚いた。気づけば傍そばにパリパリと蒼あお白じろい光を纏まとうカミルレがいる。転移してきたらしい。


　せしる先輩が電話を切ると、カミルレはぺこりと頭を下げた。


「このたビはご迷めい惑わくをおかけシました！　誠心誠意を込こメて送り届けさせて頂きまス！」


　操縦席に座るカミルレ。乗り物の運転はお手の物らしく、クルーザーを滑なめらかに方向転てん換かんさせるとアクセルレバーを倒たおして、軽かろやかに夜の海を走り出した。


　……やれやれ、色々あったが、どうやら助かるらしい。


　俺はふうと息を吐くと、カミルレに操縦を任せて船の甲板に出た。夜風が気持ち良い。


「あっ、柊一さん」


　俺の姿を見た紫音麻が嬉うれしげに船の進行方向に指を向けた。


「あれを見て！」


　振ふり返り、思わず息を呑のむ。それくらい美しい。まさしく絶景だ。


　いつの間にか蒼白い光は全すべて消失し、広がっているのは夜の海と遠くに見える赤々とした数多あまたの港の灯り。


　あの温かな光の中で待っている人がいる。綺き麗れいだ。何な故ぜかじわりと胸が熱くなる。


　帰ろう。皆みんなの所へ。


　船は水を切り、海上を滑すべるように進んでいった。




　エピローグ ＴＲＵＥ ＥＮＤ







　さて、大おお騒さわぎの一夜が明けて、また新しい夏の日が始まる──


　朝あさ陽ひを浴びて目覚めた俺はベッドの中で唇くちびるを押さえていた。


　指でなぞる。僅わずかに濡ぬれている。


　自分の唇がどんな形をしているかなんて今まで気にした事もなかった。


　ここは苺いちごの別べつ荘そう、俺の寝しん室しつだ。昨夜あまりに特別な出来事があったせいで、一夜明けても余よ韻いんが引かず、俺はまだ寝ね床どこから起き上がれないでいる。


　いや、別に怪け我がをした訳じゃないし、躰はどこも悪くない。衝しよう撃げき的だったというだけだ。


　俺は昨夜の出来事を思い出す。奇き々き怪かい々かいのタイムワールド現象──


　せしる先せん輩ぱいとカミルレのおかげで無事湘しよう南なんの港に生せい還かんした俺達は温かい笑え顔がおに迎むかえられた。俺がなかなか戻らないから皆心配していたらしい。ホッと安堵の息を吐くみつけちゃんと苺とかへらへ。皆にギュッと抱だきつかれて俺は幸せ者である。


　一方、詩し緒お里りは驚きよう愕がくしていた。


「紫し音ね麻ま？」これ以上ないくらい目を大きくして、「あなたどうしてここに!?」


　えへ、と紫音麻はばつが悪そうに舌を出した。


「実はね、姉さんの話を聞いてるうちにどうしても心配で来たくなっちゃって……。だからアルバイトでお金を貯めて、近くの民宿に泊とまっていたの」


「エエッ？　……何だ。アルバイトってそのためにしていたのね」


　わざわざ年ねん齢れいを偽いつわってまで、と詩緒里は眉まゆを寄せて言う。


「もう。言ってくれればわたしから頼んであげたのに！」


「ごめんね姉さん。ところでちょっぴり話があるんだけれど」


「ン……。何の話？」


「大事な話」


　紫音麻は少しモジモジしながら、


「その、何と言うか、姉妹しまい同士の事だから──」


「解ったわ。じゃあこっちで」


　詩緒里と紫音麻は俺達に先に帰ってほしいと告げると、並んで浜はま辺べへ歩いていった。


　遠ざかる二人の背中を見ながら俺は静かに息を吐く。紫音麻は約束を守ってくれた──


　そう。紆う余よ曲きよく折せつの末、俺をペットにする事を諦あきらめた紫音麻は何でも言う事をきくと若じやつ干かん嬉しそうに言い、だから俺は一つお願いをしたのだ。


　──詩緒里には妹に色々喋りたい事があるようだから、それを聞いてほしい。腹を割って話し合ってほしい、と。


　俺の要望を聞いた紫音麻は微妙に欲求不満げな顔をしていたが、結果的にはするべき事をしてくれた。否、根は良い娘こだと知っているから約束を破らないのは確信していたが。


　これで姉妹間の微妙な蟠わだかまりも消える筈はず。後は当事者に任せておけば良いだろう──


　そして俺達は苺の別荘に帰ったのだった。


　もう夜も遅く、全員眠ねむそうである。


　各おの々おのが自分の寝室に引き上げたのを見計らい、俺は先輩の腕うでにさりげなく触ふれた。


「微妙に浮かない顔してますね、せしる先輩？」


「別に……そんな事はないぞ、柊しゆう一いち君。君が無事でこれ以上に嬉しい事はない」


「いいや、ダニエルデロンダに言われた事、まだ気にしているんでしょう？」


　先輩ははっと目を瞠みはる。図星だったか。


　いくら隠かくしても取り繕つくろっても、たとえ他ほかの者が誰だれ一ひと人り気づかなくたって、俺にはこの手の違い和わ感かんが感知できる。元気づけてあげたい──


「先輩、話があるので向こうへ行きましょう」俺は彼女の手首を摑つかんだ。


「それは別に構わないが……。ふんふん、何だね柊一君？　顔が微妙に緊きん張ちようしているよ。もしかして辺へん鄙ぴな場所にわたしを連れていき、押し倒すつもりかい？　それとも」


「黙だまって」


「うぐ!?」


　その瞬しゆん間かん、俺はせしる先輩を引き寄せてキスしていた。


　衝しよう動どうというのは恐おそろしい。確かに何かをするつもりではあったのだが、まさかこんな行こう為いに及およぶとは。俺は常々思っていた。こういうのは静かな場所で穏おだやかにそっと……。


　なのに、こんな風にしてしまうなんて、こんな所でしてしまうなんて、自分で自分に驚おどろかざるを得ない。


　甘く柔やわらかに濡れた唇の感かん触しよく──


「……ンッ」


　俺は口付けしたままプッシュして先輩を廊ろう下かの壁かべに押しつけた。


　彼女はこれ以上ないくらい瞳ひとみを見開いているが、抵てい抗こうする気配は無く、俺は唇を合わせるのを止められない。蝶ちようが蜜みつを求めるように永遠に吸っていたくなる。


（これが……せしる先輩──）


　俺の意思とは関係なく、様々な思いが胸をよぎる。


　一瞬の間に過去の全てを振り返るという走そう馬ま燈とうのように。


　今、この世界に言葉は要いらない。柔らかく触れ合う感覚だけが全てだ。





　かくして皆が寝ね静しずまった夜の別荘。廊下の突つき当たりの壁かべ際ぎわで、俺はせしる先輩の唇に不意打ち気味の少し強ごう引いんなキスをしたのだった。





　だが何故それをした……？


　理由は明快だ。まだ微妙に落ち込んでいる彼女を元気づけたかったから。


　いや、正確には違ちがう……。勿もち論ろんそれもあるにはあるが、最大の理由はタイムワールドで見た過去の俺達の姿に触しよく発はつされたからだ。


　求めた物は与あたえられる──それを信条に、いつも何かを欲ほつしていたせしる先輩。彼女が何を求めていたのか、俺は知っていたような気もするし、知らなかった気もする。


　或あるいは知りたくなかったのかもしれない。情報というのは一度手に入れたら、手に入れてない状態には戻もどれないからだ。


　それを知ったら今の関係が壊こわれてしまいそうで──


　日ひ頃ごろ先輩の奇き行こうに呆あきれたり、変態発言に突っ込みを入れてばかりの俺だが、決してそれが嫌いやな訳ではない。本当は気に入っているのだ。むしろ大切だと思っているのだ。それは俺と先輩が長年かけて築き上げてきた関係。大事じゃない訳ないだろう。




[image: ]


　だが俺はもう子供ではない。


　先輩を守れる強い人間になろうと思っていたあの頃ころ──当時の俺には無かった強さを今の俺は身につけている。だから一歩だけ踏ふみ出してもいい。


　何故なら人と人が触れ合うのは自然な事だから……。


　心と躰。自分と相手を分かち合う事。


　誰だれもがそれに一いつ喜き一いち憂ゆうして大人になるのだ。


　それがきっと青春と呼ばれる物なのだ。


　前を見て進みたい。恐れずに求めたい。


　この先どうなるにせよ、俺にはやっていく自信がある。


　だから今はもう少しだけ──





　俺が唇を離はなすと、せしる先輩は真っ赤になって俯うつむいた。何も言わずに──或いは言えないのか、細い肩かたを上下させつつ、必死に呼吸を落ち着けようとしている。


　何か言わなければ、と俺は思うが、こんな時に限って言葉が出てこない。そのまま二人無言のまま、しばらく壁かべ際ぎわで向かい合っていた。


　やがて先輩は顔を上げ、ポツリと言った。


「びっくりした……」


　顔を赤らめ、口調は少し戸と惑まどっているようでもある。


「君がそんな事してくれるなんて、夢にも思っていなかったから……」


　だろうな。それは俺もそう思う。正直に説明するしかなさそうだ。


「……すみません。何か、我が慢まんできなかったんです」


「いいんだ！」


　物もの凄すごい勢いで先輩は首を横に振った。


「今、わたし──」


　そして先輩は目を細め、パアアッと咲さき誇ほこる薔ば薇らのような笑みを浮うかべると、


「世界で一番嬉しい！」


　少女のようにそう言って、俺に腕を絡からませたのだった。


　何だろう。幻まぼろしじゃない。彼女の幸せな気持ちが燦きらめく粒りゆう子しに変へん換かんされているようだ。笑顔が本当に光って見える。


　その様子を見ていると、何故か俺も不思議なくらい嬉しくて、胸が熱くなって──


　と、思いを嚙かみ締しめていると、不意に後ろから無ぶ粋すいな物音がした。


　振ふり返れば、


「はい、カット！　告白バトルのクライマックス、バっちり撮さつ影えいできまシたー！」


　これ以上の情事は──


　断る力！


　と、言いたげに片方の掌てのひらを突き出し、ビデオカメラを構えるカミルレがいた。


「お前なあ……。少しは空気読めよっ」


　また空間転移してきたらしい。全然懲こりてないなこいつは、と俺はジト目で思う。


「ともかく、その映像は消してくれ、カミルレ」


「いやいや、それを消すだなんてとんでもない！　カミルレ君、その映像は永久保存版だぞっ！　宇宙最強のプロテクトをかけて絶対に消せないようにしてくれ！」


「ちょっとォォォォ！　そりゃ勘かん弁べんして！」


　という訳で、いつものドタバタ騒さわぎが始まる。


　騒がしさに目を覚まし、一階にゾロゾロ集まってきた皆みんなはビデオカメラの映像を見て大驚愕──俺は全員にキスをねだられるという極めて危険な事態に陥おちいるのだが。


　ともあれ、結果は結果だ。《トロピカ～ル告白バト～ル》は告白しなかった涼すず風かぜせしるが変則的にして天才的な優勝を果たしたのだった！





　……さて、回想は程ほど々ほどにしてそろそろ起き床しようしよう。


　寝しん室しつを出て、俺が広間に顔を出すともう全員が集まっていた。


「おはよう、柊一君！」


「おはよう」


　朝食を食べながら聞いたところによると、昨夜全てのイベントを収録した事で、ゲームはめでたく完成したらしい。今日は皆で最終チェックをするとの事だった。


　楽しみね、と朝あさ陽ひの中で輝かがやくような笑みを交かわし合う少女達。


　俺もこくりと頷うなずく──今日も騒がしく愉ゆ快かいな一日になりそうだ。





　　　　◆　◇　◆





　さて、今回のエピソードには後日談がある。


　ダニエルデロンダの率いるテロ集団《パニックハンド》だが、俺達の夏合宿が終わって間もなく壊かい滅めつした。


「聞いてくれ二人とも。八月三日未明……つまり昨日の事だが、パキスタンとアフガニスタンの国境にある山さん岳がく地帯で、Ｄｒドクター．ダニエルデロンダの身み柄がらが取り押さえられた！」


　八月の初週の土曜の夜、糸いと川かわ刑けい事じが我が家を訪おとずれてそう告げたのだった。


「いや、本当に不思議な事もあるものだよ。彼らは何な故ぜか突とつ如じよとして廃はい人じん同様になってしまったらしい……。そこをアメリカ兵に確保されたんだが、本当に一いつ切さい抵抗をしなかったようなんだ。風ふ呂ろにも入らず、まともな食事も摂とらず、むしろ確保されて救われたと言っても過言ではない。そんな風に国際刑事警察機構インターポールの友人から知らされたよ」


　恐らくは終わりの無いテロ行為に疲つかれてしまったのかもしれないな、と糸川刑事は哀あい愁しゆう混じりに独りごちていたが、現実がそんな生なま易やさしいものじゃない事を俺は知っている。


　と言うか、壊滅させたのはある意味、俺だ。


　俺はせしる先せん輩ぱいを傷つけた無礼なテロリストを許すつもりは無く、だからこそカミルレに伝えたのだ。超ちよう高速化プログラムをＤＬダウンロードするためのパスワードを。


　それはタイムワールド内で知ったこの言葉──


　Petiteペテイテ [image: ]エト accipietisアツキピエーテイス, pulsateプルサーテ [image: ]エト aperieturアペリエートウル vobisウオービース.


　ラテン語からエイリアン言語に変換したそれを打ち込んだ瞬間、見事にロックは解除された。そうじゃないかとは思っていたが、やはり俺の予想通りだったか……と静かに息を吐はく俺の横で、せしる先輩はポリッと頰ほおを搔かいた。


「ううむ、まさかそんな解わかりやすいパスワードだったとは……。まるで生年月日を暗証番号にするような物じゃないか。盲もう点てん過ぎて試ためそうとも思わなかったよ」


　天才らしい天然ボケっぷりを披ひ露ろうしていた。


　一方のカミルレは喜びに舞まい上がった。


「ありガとうございまス！　これでワタシの開発した『画期的ウイルス』の実用化が可能になりまシた！　具体的にはダニエルデロンダの所にある思考ソフトウェアの内容を全すべて書き換かえる事が可能で……。さてと、どう改変したものデしょうカ」


「ふむ、ならばこういうのはどうだねカミルレ君？　ごにょごにょごにょ……」


「何と！　せしる様は天才過ぎまス！」


　せしる先輩とカミルレは超高速化プログラムを用い、『画期的ウイルス』にとある改良をしてダニエルデロンダに送りつけ、彼の許もとにある全ての思考ソフトの内容を書き換えた。


　しかしてその内容とは──？


　ギャルゲーである。


　……そう、俺達が作った同人ギャルゲー、完成版『せしるＨｅａｒｔ』だ。


　あのカオスな内容を脳内チップに上書きされ、思考ソフトでハイパーリアルに感じるようにされたのだから、百戦錬れん磨まのテロ集団も堪たまらない。映画『マトリックス』ではないけれど、彼らはギャルゲーという仮想現実の世界に完全没ぼつ入にゆうしてしまった。


　獄ごく中ちゆうで彼らは口を揃そろえ、こう唱和しているらしい。


「ギャルゲー、それが大事！」


「ギャルゲー、それが答えだ！」


　……あのなあ！


　いや、突っ込みどころは多々あるが、思考ソフトで暴力トレーニングをするより、女の子の可愛かわいさを知る方が人の脳の使い方としては上等だと思う。


　かくして《パニックハンド》は完全壊滅──ダニエルデロンダはテロ行こう為いから足を洗い、今後の人生をギャルゲー普ふ及きゆうのために捧ささげる事を誓ちかったという。


　敵を倒たおすのではなく、予想外の驚おどろくべき方法で悔くい改あらためさせるのが真の天才。


　何の気無しに始めた同人ゲーム作りだが、結果的には世界平和に貢こう献けんできたようで何より……と、そんな風に自分に言い聞かせておこう。





　　　　◆　◇　◆





　そして夏休みも残すところあと一日となった。今は八月三十一日の昼下がり。


　俺は机に肘ひじを突つき、低い声で呻うめいていた。……未いまだに手を付けていなかった宿題という現実と戦っていたのだ。


　特に英語が難しく、テロリストよりも強敵で、もう俺一人では間に合わない。こういう時の強い味方、せしる先輩に先程助けを頼たのんだのだが──


　自然と頰が綻ほころぶ。


　あれからせしる先輩とはずっと良い状態が続いていた。派手な変化は無く、意識し過ぎる事も無いけれど、それでいて心の距きよ離りが縮まったような穏おだやかな心地ここちで過ごしている。


　その微び妙みような距離感のせいか、最近の先輩は変態行為を少し慎つつしんでいるようだ。普ふ通つうの男子高校生である俺としては素す直なおに喜ばしい。


　やがて屋根が踏みしめられる音がした。屋根伝いに先輩が来たようだ。開けてあげようと俺が窓に手をかけると、


「やあやあ、柊一君！　せっかくだからお洒落しやれして来てみたぞ！」


　……バニーガール姿だった。


「何ですかせしる先輩、その格好……。変態行為は慎むんじゃなかったんですか？」


「え？」


　エメラルド色の瞳ひとみをパチクリ。


「わたし、そんな事を言ったっけ？」


「いや、別に言ってはいないですけど。ここ最近の行動を見る限りそうなのかなって」


「うん……。確かに少々控ひかえてはいたのだがね」


　はにかんだように先輩は笑えみ、君がわたしをしおらしくさせたんだろう、と呟つぶやいた。


「とは言え、偶たまにはいいじゃないか。やはりわたしはこういうのが好きなのだよ！　単純に可愛い服を着て、君の反応を見るのが楽しいのさっ！」


　はは、と俺は苦く笑しようする。


　そうなのか。


　だったらそれでいい。そういう格好が好きなら好きで、いくらでも着ればいいさ。


　だって、俺も本当はありのままの先輩を見ているのが大好きなんだから──


「さあ柊一君、せっかくだから色んな部分をお触さわりして、感かん触しよくを確かめてくれ！」


「いや、白昼堂々そこまではお断りですよ！」


　前言撤てつ回かい。……やはり節度は大事だと思う。


　お色気過か剰じようなバニーガールから家の中を逃にげ回っていると、来客用のチャイムが鳴った。


　流れでそのまま玄げん関かんに向かい、ドアを開けて俺はキョトンとする。そこにいたのが水みず谷たに姉妹しまい──詩緒里と紫音麻だったからだ。仲良さそうに隣となり合っている。


「ご機き嫌げんよう、柊一さん」紫音麻が銀ぎん髪ぱつを搔き上げて言う。


「ご機嫌よう、柊一君」


　詩緒里もふわりと栗くり色いろの髪かみを搔き上げて、


「あの……実はね。わたし達、お礼を言いに来たの」


「お礼？」


「ええ。あなたのおかげで紫音麻とわたし、すっかり良い関係になれたから」


「今じゃ前よりずっと仲良し姉妹よ」紫音麻が澄すんだ笑顔でウインクする。


　詩緒里は頰をピンク色に染め、感謝のこもった目で俺を見た。


「本当にありがとう、柊一君……」


「いいんだよ」


「でも」


　と、そこで詩緒里はガーフィールドみたいな半眼を俺の背後に向けた。


　視線の先にはバニー姿のせしる先輩が両手を腰こしに当ててにこにこしている。


「ここにはちょっと正さなきゃいけない事があるみたいね……！」詩緒里が鬼おにと化した。


「はっはっはっ、しおりん君。今日も暑いね。元気そうで何よりだよ！」


「あなたもね──って、何を爽さわやかに挨あい拶さつしてるのよ、そんな格好して！　真っ昼間から破は廉れん恥ち行こう為いは絶対許さないわ！　ちょっと紫音麻、加勢して頂ちよう戴だいっ！」


「解ったわ、姉さん」


　せしる先輩に猛もう然ぜんと飛びかかっていく詩緒里と、それをのんびり追い掛かける紫音麻。


　ドタバタ騒さわぎが始まって、俺は冷や汗あせ混じりに額を押さえる。


　二人から三人になってカオスぶりに拍はく車しやがかかっているが、何はともあれ、この場を収めるしかなさそうだ。俺はいつものように彼女達の間に飛び込んでいく──





　青春にはいつか終わりが来るらしい。


　でもこれだけは自信を持って言える。


　大人になってこの瞬しゆん間かんを振ふり返った時、俺は間ま違ちがいなく微笑ほほえんでいるだろう。


　優やさしい気持ちで思い出したい。


　変態先輩と俺と彼女達の繰くり広げた、騒がしくも輝かしい青春の日々を──






　あとがき







　こんにちは。『変態先輩と俺と彼女』の三巻いかがでしたでしょうか。


　今回は夏休みという事で、海で遊び回る話になりました。泳いだり、ビーチバレーをしたり、肝きも試だめしをしたりとイベント目白押しで、書くのが楽しかったです。皆様にも楽しんで頂けたなら幸いです。


　さて、今回のテーマは青春です。青春とは何か？　辞書を引いてみたところ、『人生の春にたとえられる時期』とありました。春と言えば始まりの季節。新しい事に飛び込んでいく時期のようなニュアンスでしょうか。


　初めての事に挑戦するのは楽しく心躍る反面、不安もある訳ですが、その中を手て探さぐりで進んでいくのが青春の醍だい醐ご味みかな、と個人的には思います。うまくいく、いかないとは関係なく、自分で体験して理解する事に意味があるみたいな。


　そして、模も索さくしている最中は気づかないものの、後で思い返した際、まさにそれが青春だったと解る……そういうのが青春の本質なんだと思います。


　後悔しないためにも自分の気持ちには正直でいたいですね。私も頑張ります。


　以下より謝辞になります。


　いつも有益な助言をくれる担当様、今回も助かりました。おかげで自分好みの出来になりました。今後も宜よろしくお願いします。


　可愛かわいいイラストを描いてくださった犬いぬ洞がほらあん様、今回のせしる先輩はいつにも増して魅力的だと思います。ありがとうございました。


　デザイナーの百足むかで屋やユウコ様、内容とマッチした楽しげなデザインが素敵です。心より感謝しております。


　そして一巻からお付き合いしてくださった読者の皆様、ありがとうございました。良い読者様に恵まれた幸せを嚙かみ締めつつ、今このあとがきを書いています。この本が発売されるのは梅つ雨ゆ時の六月らしいので、お出かけの際は傘を忘れずにお持ち下さい。


　それではまたお会いしましょう。







山やま田だ　有ゆう





変へん態たい先せん輩ぱいと俺おれと彼かの女じよ３





山やま田だ　有ゆう
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